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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　第一人工空島メガフロート。地下都市。アリエスの離り宮きゆう。教皇の執しつ務む室。

「教皇陛下アークビシヨツプ、正気ですか？　もし交こう渉しようの場で戦せん闘とうに陥おちいれば、我々の勝算は限りなくゼロに近いんですよ」

「パシリバーさんは黙だまっていてください」

　鳶とび色いろの瞳ひとみに金きん髪ぱつの美少年──リバー・エンディケウスからの訴うつたえを、豪ごう奢しやな法衣を纏まとって、つぶらな瞳をした金髪の幼女──アンネローゼ・サザーランド・ベベルが一いつ蹴しゆうした。

　リバーが懸け念ねんする交渉とは、カナタ・エイジが企き画かくしたものだ。

　どうやらカナタは、交渉の内容次第で自らが所属する陣じん営えいを決めるため、人類陣営の代表であるアンネローゼと魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の代表であるゼスを、同じ場に引っ張り出すつもりらしい。

　すでにアンネローゼの配下によってゼスのもとへ、カナタが交渉したがっている手紙は届けてある。

　アンネローゼにとって問題なのは──カナタの真意を測りかねていることだ。

　今朝、アンネローゼはカナタと面談した。

　その際、ゼス相手に交渉するのは悠ゆう長ちようすぎる、とアンネローゼは反対した。ゼスを始めとした魔甲蟲陣営は、手段を問わずこの世界の覇は権けんを狙ねらっており、世界の秩ちつ序じよを維い持じするためには彼らを殲せん滅めつするしかないと説といて。するとカナタは、人型魔甲蟲は対話できる存在であるにもかかわらず、なぜ和平会談をしないのか、と質問してきた。その点に関しては、アンネローゼは自らの口で説明はせず、クリスに訊きくことを奨すすめた。

　元は魔甲蟲陣営に所属していながら、それを裏切り、人類陣営の仲間として活かつ躍やくしているクリスティーナ・バルクホルン。カナタの問いに答えるには、彼女が握にぎる真実が必要であり、それはアンネローゼの口から説明するべきではないと判断したのだ。

　そもそも、わたしの口から説明しても信じないでしょう。

　クリスが握る真実は、あまりにも強きよう烈れつかつ荒こう唐とう無む稽けいであり、捉とらえようによってはアンネローゼが虚きよ偽ぎを述べていると思われる可能性すらあった。結果としてカナタの真意は聞けず、こちらが情報を提供するだけに留とどまった。

　それにしても、クリスティーナさんの行動力を見誤りましたね。

　まさか敵であるエリスとリーゼリットを保護し、アンネローゼの権限が及およばないようにするとは。アンネローゼとしては抵抗する意思のない二人を処しよ刑けいするつもりはないが、せめて魔甲蟲陣営への牽けん制せいに利用しておきたかったのだが……

「交渉の場では、わたしが上う手まく立ち回る必要があると考えています」

「教皇陛下アークビシヨツプ、交渉の場は危険です。考え直しを」

「そもそもこの事態を招いた責任の一いつ端たんは、パシリバーさんがあの場でカナタさんをきちと止めなかったことにあるんですよ」

「く……っ！」

「では愚ぐ息そくに代わり、わたしが説得させていただきましょう」

　アンネローゼに小こ馬ば鹿かにされて言葉に詰つまったリバーに代わり、右眼に片眼鏡モノクルをかけ、カールした細長い髭ひげを持つ初老の紳しん士し──ハルトマン・エンディケウスが口を開いた。

「かまいませんが、耳を傾かたむけるとは限りませんよ」

「ちょ、ちょっと!?　どうして議長は赦ゆるされるんですかっ!?　議長だって、第九人工空島メガフロートに向かったカナタ君を見み逃のがしたらしいじゃないですか……っ!?」

「ですが結果として、ハルトマンさんはきちんとカナタさんたちを連れて、アリエスの離宮へと戻もどってきました。敵の捕ほ虜りよもです。格好をつけて命令違い反はんをした挙あげ句く、カナタさんに容よう赦しやなく殴なぐられただけのリバーさんとは比べようがありません」

「……………………」

　要領のいい、いや、狡ずる賢がしこい父親と比ひ較かくされ、リバーが表情を顰しかめた。

「教皇陛下アークビシヨツプ、やはりお考えをあらためて頂いただく訳にはいかないでしょうな」

「いまこの場で交渉権を放ほう棄きして、カナタさんをみすみす敵の手に譲ゆずるわけにはいきません。それに仕方ないでしょう。わたしが交渉に参加しなければ、彼は魔甲蟲陣営に味方するというんですから」

　おそらくはアンネローゼを呼び出すための方便だろうが……カナタが魔甲蟲陣営に本当に味方するという可能性は否定できるものではない。誰だれから見ても、《崩力》の遣つかい手が複数人存在する魔甲蟲陣営のほうが圧あつ倒とう的に有利だからだ。

「でしょうな。ですが教皇陛下アークビシヨツプ、むろんわたしたちも護衛として付き添そいますが、わたしや愚息では、ゼス・ヴィーゲルトと戦っても勝てません。そもそも百ひやく戦せん錬れん磨まの空士であっても、《崩力》を扱あつかう人型魔甲蟲に勝利することは難しいのです。教皇陛下アークビシヨツプの護衛として甚はなはだ不ふ甲が斐いないことではありますが、いま《ベベル》にいる人材で人型魔甲蟲と互ご角かくに渡わたり合えるのは──」

「《絶力》を扱える者。具体的に言えば、カナタさんと──」

　とアンネローゼが続けて言いかけたとき、ボタンのない麻あさ製の衣類に、長い黒くろ髪かみと口元を固く結んだ少年──チャオ・シンクーが進言する。

「教皇陛下アークビシヨツプ、ここは我らにお任せください。《コウライ》代表に扮ふんした身ではありますが、対《崩力》用の訓練を積んで参りました」

「期待していますよチャオ・シンクー。類たぐいまれな戦闘力だけでなく、指揮官として他を寄せ付けぬ才覚を持つあなたの奮ふん闘とうに人類の未来がかかっています」

「はっ、ありがたきお言葉。必ずや教皇陛下アークビシヨツプのご期待に応こたえられるように尽じん力りよくいたします」

　丁てい寧ねいに一礼するチャオ。第九人工空島メガフロートでリーゼリットによる襲しゆう撃げきがあった際、彼が率いる《コウライ》代表小隊は極力戦闘を避さけ、そのチカラを秘ひ匿とくしていた。

　もとよりチャオはアンネローゼがこれはと見込み、幼少の頃より対魔甲蟲戦に特化した英才教育を受けさせた、最精せい鋭えいの空士だ。

　しかし、そのチャオを以もってしても人型魔甲蟲に勝てるかどうか。アンネローゼは誰にも聞こえぬ小さな声で、自じ虐ぎやく的につぶやいた。

「……ですが、人の身には限界があります」

「教皇陛下アークビシヨツプ、なにか？」

「いえ、なんでもありません」

　怪け訝げん貌がおをするハルトマンに、アンネローゼは何事もなかったかのように告つげる。

「そんなことより交渉の場での護衛方法と撤てつ退たい路について確認しておいてください。たとえ何人か犠ぎ牲せいになろうとも、わたしは生き残らねばなりませんから」

「「「は……っ！」」」

　無む慈じ悲ひなアンネローゼの命令に、リバーたちは一いつ瞬しゆんも遅おくれることなく、肯こう定ていの意を示した。ふとリバーが口にする。

「それにしても、カナタ君の真意はどこにあるんでしょうか？」

　本来ならば死にゆく定めにあったエミリーに、人生という道を切り開いてみせたカナタ。そんな彼が、わざわざ提案した交渉の意図を、誰もが測りかねていた。

「わたしにもそれがわかりません。彼がこの世界の人間である以上、この世界を護まもるために戦うべきだというのに、なにを血迷っているんでしょうか……」







　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。ヴィーゲルト邸てい。

「そういえば、ユミエールたちのほうはどうなっているんだい？」

「戦い足りなくてうずうずしてます。ただでさえ好戦的な性格の上に、バトルロワイアルではお預けをくわされてましたからね」

　青水晶ブルークオーツのような瞳に、金髪で背が高い男性──ゼス・ヴィーゲルトが尋ねると、淡あわく輝かがやく蒼玉サフアイアのような長ちよう髪はつに、白いジャケットと膝ひざ丈たけまであるブーツを履はく光こう彩さい奪だつ目もくの美人──キルスティ・バーミリオンが説明した。

「そうだろうね」

　ゼスが鷹おう揚ように頷うなずいた。

「だが、全力を出したユミエールたちを本当の意味で満足させられる相手は、この世界ではカナタ君ぐらいなものだろう」

「その件ですが、バトルロワイアルの最中、少しは骨のある相手を見つけたらしいですよ」

「次の対戦相手なのかい？」

「いえ、《コウライ》代表ではなく《ファルシオン》代表らしいです。それともう脱だつ落らくしてしまったほうの《ミストガン》代表ですね」

「ふむ。では、その二校は既すでにユミエールたちと刃やいばを交えているのか」

「どうなされたのですかゼス様？」

「なに。教皇の隠かくし玉の存在が気になってね。キルスティはどこの代表小隊だと思う？」

「その件ですが、おそらくは《コウライ》代表小隊でしょう」

　ゼスの問いを予期していたかのように、キルスティが述べる。

「情報統制が厳しすぎます。先のバトルロワイアルでも、わたしたちは何も《コウライ》の情報を得られませんでしたからね。そもそも《崩力》が駆く使しされたあの戦場で一戦も交えないということ自体、不ふ審しんすぎます。ですが──」

「如い何かに強くとも所しよ詮せん人間だ。ユミエールたちが敗北する姿は想像し難がたいね」

　キルスティの言葉を引き継つぎ、ゼスが当然のように言った。

「そういえば、カナタ君からの招待にはきちんと返事を送っておいてくれたかい？」

「ええ。おっしゃる通りにしましたが……」

　先程まで澱よどみなく喋しやべっていたキルスティが言葉を濁にごした。

「ですがゼス様。不興を買うことを承知で申し上げれば、わざわざゼス様が行かれなくとも、代理を立てれば事足りると思いますが」

「カナタ君がせっかく招待してくれたんだ。出席するのが礼れい儀ぎというものだろう。キミに手傷を負わせるほどの彼のチカラは惜おしいしね」

　キルスティが悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

「交渉の場で誰がどう動こうと、もう大たい勢せいは覆くつがえらないよ。それに運よくカナタ君をこちらの勢力に取り込めれば、儲もうけものだからね」







　　　第一章　勝つために必要なこと







　アリエスの離り宮きゆう。客間。

　そこにはリーゼリットたちとの激戦を戦い抜ぬいたＥ６０１小隊の面々の姿があった。彼女たちの視線の先には、教官である長身瘦そう軀くで黒くろ髪かみの少年──カナタ・エイジの姿がある。

「そんじゃ、今日から小隊活動を開始するぞ」

　あの第九人工空島メガフロートの戦いから、二日が経たとうとしていた。

　ミソラたちがカナタと合流し、第一人工空島メガフロートに到とう着ちやくしたのは、バトルロワイアル最終日のことだ。疲つかれきったミソラたちはアリエス離宮で一ひと休やすみしたあと、その日のうちにカナタとアンネローゼから世界の事情について説明を受けていた。その翌日は完全休養日。そして激戦での疲れを完全に癒いやした今日から、小隊活動を再開していた。

「まず前回説明した裏の事情についてなんだけど、誰か質問しそびれてた奴やつはいる？」

　衝撃的な事実の連続に翻ほん弄ろうされていた教え子たちに配はい慮りよし、カナタが尋ねた。

　カナタがした説明の要よう旨しをざっくりと搔かい摘つまむと、大きく二点。一点目は、裏の世界でいろいろと起きていて、ミソラたちが第九人工空島メガフロートでそれに巻き込まれたこと。二点目は人類陣じん営えいと魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の争いを、ミソラたちが気にかける必要はなく、純じゆん粋すいに空戦武踏祭エリアルソード優勝を目指してほしいということだ。

「裏の事情はだいたいわかったけど、あんたはこの状じよう況きようにどうやって収しゆう拾しゆうつけるのよ？」

　艶つややかで長く紅あかい髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが憮ぶ然ぜんと口にした。

　状況がすでにどうしようもなく複雑化していることは承知しているつもりだ。

　この世界の裏で、教皇が率いる人類陣営とゼスが率いる魔甲蟲陣営が争っており、ミソラたちがたまたま第九人工空島メガフロートで、その争いに巻き込まれたこと。カナタが呪じゆ力りよくを昇しよう華かし盟めい力りよくを宿したこと、教皇はゼスに命を狙ねらわれているなど、この問題は個人の手に負えるレベルではない。

　だというのにカナタは、その両陣営に対し、自らの獲かく得とくを懸かけた交こう渉しようを申し込んでいる。おそらくその意図は……

「さーな。でも、いまのままじゃ決め手に欠けるんだよね」

　カナタが腕うでを組みながら答える。

「要かなめ役やくをクリスかエミリーにお願いしたいと思ってるんだけど、どうもピンとこなくて」

　いったい要役とはなにか？　ミソラたちが怪け訝げんな貌かおをした。

「まあ、あんたがリーゼリットを、クリスさんがエリスさんを拘こう束そくしたのはいいわ。無用な殺せつ生しようはするべきじゃないし、そこまではあたしも納得できる」

　混こん沌とんとした状況で、ミソラがカナタの判断を咎とがめる。

「でも交渉するって言っても、なんでかゼスって悪人も含ふくめて交渉するみたいだし、しかも教皇陛下アークビシヨツプから嫌きらわれちゃったみたいだし……」

　ミソラの声が尻しりすぼみしたかのように弱くなっていった。カナタの身を案じ、不安で仕方がないのだろう。しかし、

「ゼスが本当に悪人かどうかはまだわかんないよ」

　ミソラの考えの一部をカナタは否定する。

「もしかしたら、あいつにも戦わなければいけない事情があるのかもしれない。それに教皇も、まだ俺に隠かくし事してるよ。この世界の成り立ちとか詳くわしい情報を教えてくれてないし」

　おそらく隠すのは都合が悪いからなのだろう。カナタから見て、アンネローゼは政治に慣れ過ぎてしまっている。

　ま、俺にできることなんてたかが知れてるんだけどな。

　そんなとき、

「教皇陛下アークビシヨツプに嫌われたのはミソラも同じだろう」

　ビーナス像の現うつし身のような美び貌ぼうの少女──リコ・フラメルがさっと後ろ髪を搔きあげた。

「そのぅ……あれは失礼でしたよね」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんで小こ柄がらな少女──レクティ・アイゼナッハが同意した。

「うぬ。人類の未来を担になう御ご仁じんを、悪子ガ供キ扱あつかいするとは……」

　月の光を集めたかのように輝く銀色の髪の少女──ブレア・アイゼナッハが呆あきれたように言った。

「ミソラさんはカナタ先せん輩ぱいと違ちがって、特に重要な人材というわけでもありませんから、投とう獄ごくされる可能性は否定できませんね」

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳ひとみの少女──ユーリ・フロストルが生き真ま面じ目めに分ぶん析せきしてみせた。

「ふっ、みんな。ミソラには近づかない方がいいぞ。一いつ緒しよにいると共犯者扱いされかねないからな」

　リコの一声に応じ、仲間たちが一いつ斉せいにさっと椅い子すを引いてミソラから距きよ離りをとる。

「ちょ、ちょっとっ!?　あんたたちね……っ!?」

　かっとなったミソラが思わず椅子から立ち上がる。そのタイミングで、

「あのさ、お前らに訊ききたいことがあるんだけど……」

　おもむろにカナタが口を開いた。

「俺のほうの事情説明はあらかた終えたと思う。で、お前らのほうはどうなってるわけ？　決勝トーナメント初戦の相手は《ファルシオン》なんだろ」

　空戦武踏祭エリアルソードの予選を突とつ破ぱしたミソラたちは、明みよう後ご日にちに決勝トーナメントを控ひかえている。すでに組み合わせは発表されており、初戦は《ミストガン》ＶＳ《ファルシオン》、《コウライ》ＶＳ《ベベル》だ。

　勝利条件は相手の小隊長の撃げき墜つい。学内ランキング戦のときと違い、ペンダントを取れば勝ちという条件はない。

「ふっ、《ファルシオン》に関していえば、厄やつ介かいなのはノエルだな」

　戦傷を負ったノエルは現在入院中のはずだが、出場してくる前提でリコは話を進める。

「螺旋龍風破ドラグ・トルナードは、正面から受ければ必ず障しよう壁へきを貫かん通つうされ墜おちる。となると接近された時点で、こちらに残された手段は回かい避ひしかない。本当なら戦技で相そう殺さいを狙いたいところだが、現状わたしたちにあれを相殺できる戦技はないからな。単独でノエルと渡わたり合うのは相当厳きびしいだろう」

「あたしがノエルさんを引き付けて、収束ストラ魔イクブ砲ラスターで薙なぎ払はらうっていう手は？」

「ぬぅ。ノエル先輩なら避よけるのではないか。あの人は感情的になっても、計算高さを失わぬ狡こう猾かつさを持っておる」

「ええ、そうですね。ノエルさんは戦せん闘とう経験豊富ですし、わたしたち全員の実力を把は握あくしています。下へ手たに弱点を突つこうとして、こちらが罠わなにかかることも考えられます」

　ノエルと共同戦線を張った仲間たちが次々と作戦を考えていく。

　ふーん、自分たちでよく考えるようになったな。

　聞き役に徹てつしていたカナタがふっと口の端はをつりあげる。

　さて、なんだか考えがありそうな奴がいるな。

　カナタの視線の先には、ひとりおろおろとして、みんなの会話に割って入ろうとするも、タイミングが合わず、あうあうとしている教え子の姿があった。

「レクティ」

「は、はい……っ!?」

「そんな緊きん張ちようするなよ。お前、なにか言いたいことがあるんじゃないのか？」

「そ、そのぅ……。あ、あのぅ……も、ももも、もしかしたら、突とつ破ぱ口こうがあるかもしれません……っ!?」

　その瞬しゆん間かん、ミソラたちの視線が一斉にレクティへと集まる。とたんに、頰ほおをかあっと紅くし、レクティは申し訳なさそうに俯うつむいた。万が一にも、自分の考えを実行した結果、Ｅ６０１小隊が敗退することになれば申し訳ないという責任感からだろう。だが、

「周りの眼なんか気にせずに言ってみろよ。何がきっかけで勝てるかなんて、誰だれにもわかんないだろ」

「あたしもレクティの意見が聞きたい」

　カナタとミソラに促うながされ、レクティがごくりと固かた唾ずを吞のんだあとアイデアを口にする。

「あ、あのぅ……ま、まだ一度も試してなくて、思っただけなんですけど、二つの飛ひ炎えんで新しいアイゼナッハ流戦技を生み出せればと。ぐ、具体的には──」

　気弱な少女のユニークな考えに、カナタは不敵な笑みを浮うかべる。

「どうだブレア、お前の協力も必要だけど、できそうか？」

「主あるじよ。僭せん越えつながら、それは愚ぐ問もんというものです」

　堂々とブレアがカナタを見返す。おどおどとして不安げなレクティとは対照的だ。

「ノエル先輩を倒たおす方法が現状でそれしかないのであれば、これから試し、《ファルシオン》戦で実じつ践せんするまでのことです。勝つための創意工夫の大切さは、主から教わりましたから」

　覚かく悟ごを固めたブレア。しかし、

「そのぅ……ですけどそれを実行するためには、アリアさんにも協力してもらったほうがいい気が……」

「ぬぅ、確かにその通りであるな。だが、アリアを裏の事情に巻き込むわけにはいかぬ。いかぬのだが……ぬぅぅぅぅ」

　レクティのアイデアを試すためには、溺でき愛あいする妹の協力が不可欠であり──《ファルシオン》戦での勝利と妹を裏の事情に巻き込む危険リスクとの狭はざ間まで、ブレアが苦く悶もんする。

「ま、アリアに協力を求めるかはどうかはお前らに任せるよ」

　すでに地下都市の場所は魔甲蟲陣営に割れており、アリアを地下都市に招くこと自体は問題ない。もしカナタから伝えるべきことがあれば、アリアに裏の事情をみだりに教えたりすべきではないことだが、ミソラたちもそのことは充じゆう分ぶんに理解している様子だ。

「そんなことよりさ、予選が終わってから一度もアリアと貌を合わせてないんだろ。心配してるだろうし報告に行ってこいよ」

「主の心こころ遣づかい、痛み入ります」

「ありがとうございますカナタさん」

「ふっ、ノエルの対策担当はレクティとブレアに決まったようだな。……それとわたしとユーリも試したいことがあって、その都合でミーナをこの場所へ招きたいがかまわないか？」

「ああ、好きにしろよ。ミーナはもう裏の事情に触ふれちまったし、もうすぐ世界を覆くつがえしかねない大事件が起きる気がするからな」

　返事をしながら、カナタは内心で頷うなずく。

　やっぱり変わったな。

　最初から俺に意見を求めるんじゃなくて、自分たちで全部考えようとしている。

　それに──

「あたしもさ、ひとつ考えがあるんだけどいい？」

　ミソラが仲間たちを見み渡わたし、

「みんなそれぞれ思うところがあるみたいだけど、あたしはエリスさんとリーゼリットにも、あたしたちの訓練を手伝ってほしいって思ってる」

　などと、とんでもないことを口にした。

「な……っ!?」

「そ、そのぅ……それって危ないんじゃないでしょうか？」

「うぬ。なにを考えているのだミソラ……っ!?」

「そうですよ。いくらなんでも危険すぎます……っ！」

　いくら捕ほ縛ばくしているとはいえ、エリスとリーゼリットがこの世界の人類に仇あだなす存在であることに違いはない。しかも《崩力》を扱える存在に訓練を手伝わせるなどと、正気を疑われても仕方がなかった。

「ミソラ」

　カナタが椅子から立ち上がり、ミソラのもとへ歩み寄る。すると、𠮟られると思ったのか、ミソラが身を強こわ張ばらせた。

「な、なによ……っ!?」

　だが、その直後、カナタはぽんっ！　とミソラの頭に手を置き、優しく撫なでてやる。ミソラが意外そうにきょとんと眼を瞠みはった。

「俺も同じことを考えてたんだけど、まさかミソラに先に言われるとは思わなかったからさ、素直に驚おどろいたんだよ」

「そ、そう……」

「「「「えええ───っ!?」」」」

　リコたちが意外そうに声を出した。だが、もうミソラの考えに反対する者はいない。

　ミソラが突とつ拍ぴよう子しもないことを口にするとお馬ば鹿かに聞こえるのだが、カナタが突拍子もないことを口にするとやたら説得力があるらしい。
















「まだクリスにお願いしてないんだろ？　だったら、あとで一緒に頼たのみに行こうぜ。エリスとリーゼリットを貸してくださいって。でも、その前にまずは入院中のミーナのところに全員で行って来いよ。第九人工空島メガフロートで別れてから、まだちゃんとお礼を言ってないだろ」

　カナタも《ベベル》本体に用事があるらしく、ミソラたちと揃そろって移動するらしい。

　やがて話し合いが終わり、客間を出ようとする際、

「にしても俺は教官なんだぜ。世界の命運も大事なんだけどさ、できれば空戦武踏祭エリアルソードのほうに専念させてほしかったよ」

　刻一刻と深刻化する状じよう況きようの中、カナタが頭の後ろを搔かきぼやいた。










　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。入院病びよう棟とう。

「ミソラさん、それにみんなも。やっぱり無事だったのね」

「ええ。お陰かげ様さまで助かりました」

　病びよう床しようから身を起こした、くるくるとしたブロンドの髪かみに、奥深い紫色ヴアイオレツトの瞳ひとみの少女──ミーナ・パープルトンから声をかけられ、ミソラが微笑ほほえみを返す。彼女に続いて、リコたちも次々とお礼を述べた。

　第九人工空島メガフロートの激戦で倒れたミーナは、リーゼリットに操あやつられていた際の反動で、体中がぼろぼろになっていたらしい。限界以上のチカラを長時間行使していたため、全身に重度の線せん維い筋きん痛つう症しようと疲ひ労ろう骨折が数か所あり、入院初日はロクに身動きもとれなかったとのことだ。

　身体能力に優すぐれたウィザードは、骨折しても治ち癒ゆだけに専念すれば二週間程度で骨が完全にくっつく。しかし入院してから三日目のミーナは、まだ両足と左ひだり腕うでがギプスで固定されていた。

　ふとミソラが小声で尋たずねる。

「そういえば、隣となりの病床にも誰かいるんですか？」

　ミーナがいるのは二人部屋だが、隣にある病床はカーテンで隙すき間まなく覆おおわれており、中の様子が窺うかがえない。まるで隣の人との交流を拒きよ絶ぜつするかのようだった。

「え、ええ。いまは検査で出ているみたいだけど……」

　おそらく第九人工空島メガフロートでの出来事は、教皇の手の者によって口くち封ふうじを約束させられているはずだ。となればミーナの隣の病床にいるのは……と、ミソラがその人物に想いを馳はせたとき、

「ミーナさん、お水を代えてきましたよ」

　薄うす緑みどり色のウィンドブレーカーを纏まとい、ブレアと同じ白銀色の髪にくりくりとした愛くるしい瞳で幼げな顔立ちの少女──アリア・アイゼナッハが、色とりどりのダリアが挿さされた花か瓶びんを持って現れた。

「ア、アリア……っ!?」

「えっ!?　お、お姉ちゃんたち、どうしてここに……っ!?」

　アリアが驚きとともに花瓶をサイドテーブルに置いた途と端たん、ブレアが飛びつくようにアリアに抱だきついた。

「おおっ！　アリアっ！　会いたかったであるぞ……っ！」

「もう、心配したんだよ。っていうか、この前会ったばかりでしょ」

　どこか呆あきれながらも、明るく社交的な性格のアリアは優しくブレアを受け止め、その背中へ手を回していた。一段落つくと、アリアが事情を尋ねる。

「そういえばお姉ちゃんたちは救助された人たちのリストに名前がなかったし、予選は通過したみたいだけど、姿は全然見当たらないし……いままで何やってたの？」

　すると、ブレアとレクティはお互たがいに貌を見合わせ、

「ぬぅ、それはすまなかった。だが、何をやっていたかは詳くわしく言えぬのだ」

「そのぅ……信じて頂くしかないんですけど、間ま違ちがっても悪いことしているわけではないんです」

　申し訳なさそうに、そう口にした。心なしかアイゼナッハ家特有の獣けも耳みみのような髪の毛が、しょんぼりしているように見えた。

「うちのお姉ちゃんはともかく、レクティお姉ちゃんがそういう貌をするのは初めて見た気がする。よっぽどのことがあったみたいだね」

　傍かたわらで聞いていたミソラが、　本当にものわかりのいい子だなー、と思う。乱暴者のブレアとはまるで性格が異なり、活発で明るい感じの子のようだ。

「それでアリアよ、どうしてそなたがここにおるのだ？」

「お姉ちゃんたちと同じ《ミストガン》代表小隊が救助されたって聞いたから、慌あわててここに駆かけつけてきたんだよ。それでミーナさんに事情を訊きいてみたんだけど、お姉ちゃんたちは無事だっていうだけで、どこで何をしているか釈しやく然ぜんとしなかったし……」

　ミソラたちがあらかた事情を理解したとき、不意にアリアが尋ねる。

「ねえ、お姉ちゃんたちはなにと戦っていたの？」

「ア、アリアよっ!?　それはどういう……」

「わたしさ、お姉ちゃんたちが競技をした現場を見に行ったんだよ。立ち入り禁止っていうことだけど、上空からでも人工空島メガフロート中央部に大規模な爆ばく発はつ跡あとが見えた。下手したら、人工空島メガフロートが墜おちてもおかしくないレベルの。あんなの通常の競技で起こることじゃない。そもそも〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下で、負傷者が出るなんてありえないんだよ。それにミーナさんは……ううん、ミーナさんだけじゃなくて、他にも口封じされてる人がいるみたいだし」

「「……………………」」

　アリアが本気で自分たちの身を案じていたのを知り、レクティたちは言葉に詰つまった。二人にとってアリアは宝物のように大事な存在であり、本来なら裏の事情に巻き込むべきではないのだが、予想以上にアリアは成熟し、道理が見えているようだ。

「教えてあげてもいいんじゃないの」

　その声を発したのは、最年長者であるミーナであった。

「アリアさんはあなたたちが考えているよりずっと大人よ。それに、これからもっと悪いことが起きるんでしょ？」

「……そうかもしれません。でもそのことを、あたしたちは気にする必要はないって言われました」

　第一人工空島メガフロートでされたカナタの説明に明らかな欠けつ如じよがあった。バトルロワイアルの最中、ミソラたちはたまたま両陣じん営えいの争いに巻き込まれたとのことだが……そんな偶ぐう然ぜんはあり得ない。

　空戦武踏祭エリアルソードには、カナタが説明しなかった特別な意味があるのだ。

　そして、その特別な意味をカナタが敢あえて伝えなかったのは、ミソラたちへの信頼の証に他ならない。

　共に死線を潜くぐり抜ぬけた戦友へ、ミソラが本ほん音ねを述べる。

「あいつはあたしたちを空戦武踏祭エリアルソードに専念させるつもりです。だから、あたしたちもあいつの想いに応こたえようと思います」

　その意味がわからぬほど、ミーナはＥ６０１小隊のことに疎うとくない。

「そう。なかなか成長したみたいじゃないの」

　落ち込んでいるミソラが記き憶おくの大半を占しめるミーナがふっと微笑を零こぼしたとき、リコが一歩前に出る。

「わたしとユーリは、その為ためにキミのチカラを借りに来た。もう充じゆう分ぶん休んだだろう、わたしたちに手を貸してほしい」

「リ、リコさんっ!?　そういう言い方は……っ!?」

　病人への配はい慮りよがまるで感じられないもの言いに、ユーリが慌てて咎とがめる。しかし、ミーナは、ふっと口元を弛ゆるめた。

「問題ないわユーリさん」

　リコらしさ溢あふれる言葉を聞き、ミーナは逆にその気になったようだ。第九人工空島メガフロートでの一件以降、蚊か帳やの外に置かれ、ミソラたちの身を案じていた騎き士しは、まだギプス固定が三箇所あるにもかかわらず、

「もう怪け我がは全部治ったわ。普ふ段だんからこれを飲んでるからかしらね」

　自由になる右手で、ベッドサイドに置いてあった牛乳パックを取ってみせる。

　えっ!?　もしかしてカルシウムで骨折が治ったとか言うつもりですか……っ!?

「で、でもミーナさん、絶対安静なんじゃ!?　それに、固定用のギプスがついてますよね……っ!?」

　ミソラが突つっ込こんだ直後、牛乳パックを呷あおったミーナがおもむろに魔ま戦せん斧ぷを展開した。

　いったいなにを？　と怪け訝げんに思うミソラの眼前で、なんと両足と左腕を固定するギプスをとんっ！　とミーナは小こ突づいたではないか。するとたちまちギプスにぱきぱきとした亀き裂れつが入り、亀裂が限界に達するとぱきんっ！　という一際甲かん高だかい音とともにギプス三つが同時に砕くだけ散ちる。

「あらミソラさん、固定用のギプスなんてどこにあるの？」

　呆あつ気けにとられるミソラの前で、ミーナは平然と病衣を脱ぬぎ、《ミストガン》の制服に着き替がえ始めた。

　一方でレクティとブレアはというと、

「ブレアさん。アリアさんにお願いするなら、ここはわたしが……」

「いいやレクティ。ここは私にやらせてほしい」

　溺でき愛あいする妹を、ブレアは自らの責任で、世界の暗部に引きずり込もうとする。

「アリアよ。すまぬが何も言わず、私たちについてきてほしい」

「……………………」

「これから様々なことを見聞きするだろうが、他言無用である。それと付け加えておくが、ついてくるだけで生命の危険が伴ともなう。だが、それでも──」

　断腸の思いでブレアが告げる。

「それでも、ついてきてほしい。私たちがこれからなそうとしていることの成功率を少しでも上げるために、そなたのチカラが必要なのだ」

　すると、アリアがにこっと微笑み、

「言われなくても、ついて行くつもりだったよ。ブレアお姉ちゃん、レクティお姉ちゃん、わたしに役に立てることがあったらなんでも言ってね」

　安あん堵どするレクティとブレアの傍らで、ミソラは思う。アリアってブレアには勿もつ体たいないくらいできた妹ね。

　ミソラが問う。

「そういえばミーナさん、隣に入院している人についてなんですけど、いつ頃ごろ戻もどって来るかわかりますか？」

「うーん、検査が長引いてるようだから、まだ大分かかると思うわ」

　そう言って、苦笑いを浮うかべたミーナが、隙間なくカーテンで覆われ覗のぞけなくなっている病びよう床しようを見やると、

「まあ、あの子は素直じゃないところがあるから、気にしないでいいと思うわ。でも、意外と可愛げがあるのよ」

　その後、ミソラたちはミーナとアリアを連れて病室をあとにした。

　……ミソラたちが病室を去って行ったあと、隙間なくカーテンに覆われたベッドの上で、若じやつ干かん天然パーマがかかった、ふわふわした桃もも色いろの髪かみの少女──ノエル・ル・サンスーシ・デア・ランシール・ド・ワーフがつぶやく。

「見ているものが違いすぎるわね」

　会話を漏もれ聞いた限り、ミソラたちは戦う気だ。《ファルシオン》代表小隊を倒たおした先におそらくいるであろう、あの悪あく魔まじみた強さの小隊と。

　だというのに《ファルシオン》小隊長であるわたしが──第九人工空島メガフロートでミソラたちを小こ馬ば鹿かにしていたわたしが、たかが怪我をした程度で決勝トーナメントを欠場するのか。

　ノエルは、不快さと闘気の交まじり合った眼まな差ざしで右足を固定するギプスを見やる。操られたミーナからの一いち撃げきを浴び、地面に墜ちた際にぶつけた箇か所しよだ。

　ミーナは魔ま剣けんを展開し一いつ閃せん。ギプスに亀裂が入り、ぱかっ！　と崩くずれ落ちた。

　ちょうどその折り、ノエルのベッドを囲っていたカーテンが開く。そこに立っていたのは、眼つきが悪く、逆立てた黒くろ髪かみの少年──ジルグ・フェンサーだ。見み舞まいに来たのだろう、彼の手にはバスケットに入ったフルーツの盛り合わせがあった。

　開口一番にジルグが問う。

「お前、なにやってんだ？」

「もう怪我が治ったからギプスを外したのよ。半分くらいはくっついたみたいだし、《ミストガン》戦に向けて訓練するわよ」

　お前は欠場するんじゃなかったのかよ、と呆れたジルグの声を聞きながら、ノエルは退院の手続きに向かった。










　第一人工空島メガフロート。地下都市。

　思ったよりクロエたちとの連れん絡らくに、手間がかからなかったな。

　ミソラとともに児じ童どう養よう護ご施し設せつに続く道を歩きながら、カナタは《ベベル》本体での出来事を思い出した。ミソラたちが入院病びよう棟とうでミーナやアリアと会っている間、彼は各浮ふ遊ゆう都市に通信を送るための、統合通信施設へと向かっていた。

　第九人工空島メガフロートで起こった事件のお陰かげで、外部との通信は容易にできた。クロエからもらった非常用無線のコードで連絡を取ると、すぐに空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに繫つながった。

　本来なら必要な取り次ぎの手続きもなく繫がって便利だな、とカナタが思った直後、フロンから矢や継つぎ早ばやに連絡が遅おそい旨むねを咎められる。ミーナは救助されてすぐ《ミストガン》に連絡していたのだから当然ともいえるだろう。

　しかし二日遅おくれで連絡したのは事情があってのこと。そのことは予あらかじめフロンも察していたと見え、すぐにクロエに代わってもらった。

　カナタはミソラたちが決勝トーナメントに残った旨を簡単に伝え、全校応おう援えんとかは《ベベル》で迷子になる奴やつが頻ひん出しゆつするから絶対に要いらないけど、せめてクロエとロイドぐらいには応援に来てほしいと伝えた。

　通信が魔ま甲こう蟲ちゆう陣営に傍ぼう受じゆされていることを考こう慮りよした上での提案だ。この件についてはクロエとフロンの間でかねてから協議されていたらしく、すぐに承しよう諾だくの返事が来た。《ミストガン》防衛の要かなめであるクロエを出し渋られるかと思っていたが、フロンもことの重大さを察していたらしい。

　ともあれ、この件に関して残る問題は……クロエたちが決勝トーナメント開始までに《ベベル》に到とう着ちやくできるかどうかだ。全てがカナタの予定通りに進めば彼女たちの増ぞう援えんは不要だ。しかし人類陣営と魔甲蟲陣営の争いは、ある一線を越こえると今度は《ベベル》の全住民を巻き込んだ命のやり取りに発展する恐おそれがある。その際の火消し役はやはり必要だ。

　さてと、あとは要役を誰だれにするかだな。

　クリスとエミリーの貌を思い浮かべながら、カナタが苦く慮りよする。

　そんなとき、傍かたわらを歩くミソラが尋たずねてくる。

「ねえ、あんたが自分を囮おとりにして交こう渉しようの場を持ったのって、やっぱり人類と魔甲蟲の両陣営から、情報を聞き出したいからなの？」

「まーな。でもそれだと五十点未満の点数しかあげられないけどな。対立する両陣営が俺をかけて交渉するときに伝えることなんて、自分たちに都合のいい噓うそだけだろ」

「それもそっか」

「しかも、今回の交渉の本当の目的はもっと別のところにあるよ。その目的を果たしてくれるなら、魔甲蟲陣営に協力するってのも本当だ。だからゼスを交渉の場に呼んだんだ」

　試こころみにミソラが問う。

「なら状況次第じゃ、あんたは本気で魔甲蟲陣営に味方するわけ？」

「ああ、当然じゃんか」

「……………………」

　絶句するミソラを伴って、カナタは二階建ての児童養護施設の門をくぐった。施設の中にある集会室に入ろうとすると、中から話し声が聞こえていた。

「エリス様、これからどうするんですか？　このままこの場所で、いいようにあしらわれるんですか？」

「うるさいわねっ！　わたしにだってわからないことがあるのよ……っ！」

「エリス様……」

「なんだか機き嫌げんが悪いみたいだな」

　集会室のドアを開けると、声の主の姿が真っ先に視界に入る。そこにいたのは色素が抜けきった髪と肌はだを持つ、白い妖よう精せいのような幼女──リーゼリット・フェアチャイルドと、まるで西洋人形のような美び貌ぼうの少女──エリス・ヴィーゲルトだ。

「カナタさん、ミソラさんお疲つかれさまです」

「二人ともお疲れん。それにしても、ずいぶんとお冠かんむりみたいねんエリスちゃん」

　リーゼリットとエリスの傍そばには、丁てい寧ねいに結わえられた紫むらさき髪の少女──クリスティーナ・バルクホルンと、ボルドーのジャケットを羽織った掌てのひらサイズの少女──エミリー・ウィットベルンの姿があった。

　さらにはエリスたちを遠目に眺ながめるようにして、リコリス・リアライトを始めとする養護施設の子供たちの姿も見える。

　どうやらエリスたちを施設の子供たちに紹しよう介かいしようとして、ひと悶もん着ちやくあったらしい。

「『エリスちゃん』はよしなさい、エミリー・ウィットベルン。わたしはお兄様の……人型魔甲蟲の長であるゼス・ヴィーゲルトの妹よ」

「でも、わたしから見たら年下だもん。エリスちゃんでいいじゃないのん」

　クリスの肩かたの上に立つエミリーがからかうように言う。

「それに、ゼスちゃんからは見捨てられちゃったんでしょ？」

「あれは……キルスティがわたしのことを妬ねたんだのよ。お兄様なら、わたしを助けてくれるに決まってるわ」

　まるで自分に言い聞かせるようにつぶやき、エリスがカナタを睨にらみつける。

「カナタ・エイジ。あなたさえいなければ……」

「ミソラ、エリス様をいじめるようなら容よう赦しやしないよ」

　エリスの動きに呼応するように、リーゼリットがきっ！　とミソラを睨みつけた。

「待ちなさいよリーゼリット。あたしに戦うつもりはないわ」

「俺たちがここに来たのはクリスに……いや、お前たちに頼たのみがあるからだ」

　そう言って、カナタはエリスとリーゼリット、そして彼女たちの監かん督とく責任者を申し出た結果、アンネローゼの不興を買ったクリスを見み渡わたし、

「じつはさ、これからミソラたちが訓練するんだけど、エリスとリーゼリットを貸してほしい」

「カナタさん、それはどういう……」

「エリスとリーゼリットには、ミソラたちの特訓の一環として、敵アグレツサー役を務めてもらいたいんだ。もし《ベベル》代表と戦うことになったら、お前らとの交戦経験が役に立つと思うからな」

「なっ!?　カ、カナタさん、危険です……っ!?」

　大おお慌あわてでクリスが訴うつたえる。

「どさくさに紛まぎれて、ミソラさんたちが害される恐れがありますっ！　お忘れですか、エリスはキルスティと一いつ緒しよにこの地を、リーゼリットさんは第九人工空島メガフロートを襲しゆう撃げきしたんですよ……っ!?」

「ああ、知ってるよ」

　エリスの心臓には、クリスが拘こう束そく制せい御ぎよ術式を打ち込んでいる。クリスの意にそぐわぬ行動──たとえばこの世界の人類を殺あやめようとしたとき、引いん導どうを渡すためだ。

　しかし、その拘束制御術式を発動させるより先に、エリスがそのチカラで人を殺めるのは容易たやすい。まして訓練中であれば……

　決して杞き憂ゆうではないクリスの懸け念ねんに、しかし、カナタは飄ひよう々ひようと応じる。

「でも、いまはエリスたちのチカラが必要なんだ。ミソラたちが決勝トーナメントを勝ち抜ぬいて、空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためには絶対にな。……ま、もしものときはお前がエリスたちを止めてくれよ。エリスとリーゼリットの件に関しちゃ、お前が責任者だからな」

　一切の迷いが感じられないカナタの言葉は、クリスにこれ以上反論する気を失わせた。

　それにはカナタに対する信しん頼らいも関係しているのかもしれない。かといって、エリスが恭きよう順じゆんの意思を示すわけもなく、

「わたしたちがクリスの言う通りに動くと思ったら大おお間ま違ちがいよ。わたしたちはクリスのように魔甲蟲陣じん営えいを裏切って、人類に媚こびたりはしないわ。殺すなら、早く殺しなさい。そうしないといずれあなたたちは後こう悔かいすることになるわよ」

「あのね、エリスちゃん。わたしたちは、そういう非人道的なことをするつもりは──」

「いいでしょう、お望みとあらば殺して差し上げます」

　宥なだめようとしたエミリーを遮さえぎり、スイッチの入ったクリスが指先に呪じゆ力りよく弾だんを宿らせ、無防備なエリスへ狙ねらいを定さだめた。『命の選せん択たく』を経へたクリスは肝きもが据すわっており、しかもエリスの心臓に打ち込まれた拘束制御術式は、クリスの害意に応じ、エリスの心臓を締しめつける仕組みだ。つまり、エリスはロクな抵てい抗こうをすることすら叶かなわない。

「ク、クリスちゃんっ!?　あなた正気なのん……っ!?」

　予想外の事態に、陽気なエミリーが血相を変えた。

「ええ、むろんです。ですがその前にエリス、話を聞いてください。貴方あなたは争いを好む人ではないはずです。向こうの世界では、領民を護まもるために全力を尽つくしていたではありませんか。かつての貴方に戻もどってください」

　かつての貴方？　カナタの眼差しが鋭するどくなるが、気づく者はいなかった。

「わたしはエリスの本質が優しさだと信じております。だというのに、この状じよう況きようにおいてなお争いを望むというのであれば──ここであなたを討ちます……っ！」

「クリスティーナ・バルクホルンっ!?　この裏切り者が……っ!?」

　空気がますます張はり詰つめ、緊きん張ちよう感が一気に高まっていく。何かの弾はずみで、惨さん劇げきへの引き金が絞しぼられてもおかしくない状況だ。

　誰もがエリスとクリスの衝しよう突とつを危き惧ぐする中で、カナタだけが全く別のことを考えていた。

　ふーん、クリスは随ずい分ぶんとエリスを買ってるみたいだな。

　エリス・ヴィーゲルト。この少女のことを、カナタは詳くわしくは知らない。せいぜい知っていることと言えば、猫ねこかぶりであることと、あのゼス・ヴィーゲルトの妹であるということだ。

　いや、エリスについてカナタが知っていることがもう一つあった。

　それは第一人工空島メガフロートが魔甲蟲陣営に襲撃された際、クリスが命いのち懸がけでエリスを正そうとしていたことだ。

　繰くり返しになるが、カナタはエリスのことをよく知らない。だが、かつての仲間から裏切り者と謗そしられ、それでもなお仲間のために命を懸かけるクリスが信じるエリスならば──信じてみたいと、カナタは思った。

　そんなとき、張り詰めた緊張感で満たされた場に、ひどく間の抜けた声が響く。

「ねえねえ、遊ぼう」

　空気を読めずにとことこと歩いてきたのは、リコリスだ。どうやら年が近そうなリーゼリットとどうしてもお友達になりたいらしい。

　だが、殺気立ったクリスとエリスの視線を浴び、気き後おくれしてしまった彼女は足がもつれ、その場にこてんっ！　と倒たおれ込んだ。

「ふんっ、無ぶ様ざまね」

「エ、エリス様っ!?　それは言い過ぎじゃ……」

　同どう胞ほうであるリコリスの身を案じるリーゼリット。しかし、エリスは嘲ちよう笑しようを謝罪しない。

「言い過ぎ？　──違うわ。お兄様にそのチカラを必要とされず、あまつさえこの世界の非道な人類に生きる赦ゆるしを乞う者たちよ。人類のもとへ下った愚おろか者たちは、わたしたちの同胞じゃないわ」

「エリス、貴方は……」

　いまにも泣き出しそうなリコリスを一いち瞥べつし、クリスが呪力弾を宿した指先で、エリスの心臓へ狙いを定めた。

　そのとき、漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣けんが二人の間に突とつ如じよとして割って入る。

「そこまで。これ以上続けると本当に命の奪うばい合いになりそうだからな」

〈グラディウス〉を霧む散さんさせながら、音もなく近づいていたカナタが言う。

「なあエリス、お前に敵アグレツサー役として協力してもらうための提案があるんだけど」

「提案？　そんなもので、わたしが人類に味方するとは思わないでほしいのだけど？」

「まあまずは話だけでも聞いてみろよ。じつは俺さ、近日中にアンネローゼとゼスがいる席で、俺の所属に関して交渉するつもりなんだ」

　兄の名を出され、エリスの眉まゆがぴくんと動いたことに、カナタは目め敏ざとく気づく。

「もしお前の信じるゼスが正しいようなら、俺は交渉の場で魔ま甲こう蟲ちゆう陣営に味方するって約束するよ。そんで俺が魔甲蟲陣営についた場合、ゼスの迷めい惑わくにならないようにお前を真っ先に救い出すっていうのはどうだ？　それならお前の面子メンツも保てるだろ」

　突とつ拍ぴよう子しもないカナタの提案を聞き、ミソラも含ふくめ周りのみんなが「な……っ!?」と凍こおりついた。

「それは……悪くない提案ね。でも、あなたが約束を守るっていう保証はどこにあるの？」

「大局的に見て、《崩力》の遣つかい手が複数人いる魔甲蟲陣営の方が優勢なんだ。《絶力》を扱あつかえる俺が魔甲蟲陣営に協力する可能性は大いに考えられるだろ」

　ここでクリスと死合うか、カナタからの提案を受けるか。与あたえられた情報を両りよう天てん秤びんにかけ、エリスは決断する。

「いいわ。ミソラたちの特訓に協力してあげる。ただし、特訓中に彼女たちが死んでもわたしは責任を取らないわ」

「かまわねーよ。なあミソラ」

「うん。それだけのことをしなくちゃ、空戦武踏祭エリアルソードで優勝できないわ」

「ですがカナタさん、いまのエリスは──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。俺もミソラたちも、危険リスクを把は握あくしたうえで、エリスたちにお願いしてるんだ」

　エリスたちからの協力が確約され、カナタが口の端はをつりあげる。

　クリスに訊ききたいことがあったけど、そっちは後回しだ。エリスを見やり、カナタは思う。思わぬ拾いものだけど、もしかしたらこいつが人類陣営と魔甲蟲陣営の状況を覆くつがえす鍵かぎ──要役になるかもな。







　　　第二章　幻げん想そうと現実の境界線







　第一人工空島メガフロート上空。高度三四〇〇。

　青白い巨大な魔力弾を、ミーナは魔弾斧で両断した。すると今度は渦うず巻まく疾しつ風ぷうを宿す槍そう撃げきが向かってくる。そこでミーナは魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開。その槍撃を受け止め弾はじき返した。

「この程度の攻こう撃げきで、あの障壁は撃うち抜ぬけないわよ」

　槍撃を放った直後のユーリに、ミーナがはっきりと告げる。

「ユミエールさんは魔ま力りよくだけでも、わたしとチビ虎とらさんを相手に互ご角かく以上に戦えていたわ。もし彼女が全力を出したら、どうなるでしょうね」

「ふっ、やはり従来のままでは攻撃力が不足していたか」

「ええ。《崩力》の障壁を貫つらぬくチカラがないと……」

　ミーナに指導を依い頼らいしていたリコとユーリが表情を曇くもらせる。

「リコさんもユーリさんも落第点ね。どうにかしてもっと強力なチカラを用意しないと」

　そんなとき、上じよう昇しようして来たカナタたちが合流した。

「へっ、やってるみたいだな」

「カナタ・エイジ。あなたも無事だったようね。……それと事情を説明してもらいたいんだけど、なんでその子がいるの？」

　ミーナの鋭い視線が、エリスとともにいるリーゼリットを捉とらえた。

　ま、まずいっ!?　一緒にいたミソラが肝を冷やす。ミーナさんにはリーゼリットに協力を乞こうことを伝え忘れてた……っ!?

　散々苦しめられた仇かたきとの突とつ然ぜんの再会だ。返事次第ではここで戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつしてもおかしくない。そんな状況で、しかし、カナタは飄々と答えた。

「んっ？　ミソラたちが空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためだけど」

「……あなたはそういう人間だったわね」

　そう言って、ミーナが肩かたのチカラを抜く。なんでそんな当たり前のことを訊くんだ？　といったカナタの態度に、毒どく気けを抜かれたらしい。

「まあいいわ。リーゼリットさんにも特訓を手伝ってもらうのよね。《崩力》の障壁を張れるなら、敵アグレツサー役として申し分ないだろうし」

「人を道具みたいに言わないでっ！　ミーナ、あなたね、わたしに操あやつられた癖くせに生意気よ……っ！」

　かつてのペットに見下され、リーゼリットが腹を立てた。しかし次の瞬しゆん間かん、ミソラがリーゼリットの頭にこつんと一発お見み舞まいした。

「痛いたっ！　な、なにするのよっ！　捕ほ虜りよ虐ぎやく待たい……っ！」

　そのとき、ひと際きわ大きい声で、

「うっさいっっっ！」

「ひぃ……っ！」

　ミソラが全力で𠮟しかり飛ばすと、リーゼリットは子犬のように怯ひるんだ。

「あんたね、色んな人に散々迷惑かけた挙句、今度また偉えらそうな態度を取ってみなさいっ！　あたしは遠えん慮りよなくグーで殴なぐるわよ……っ！」

　リーゼリットがしでかしたことに比べれば、その対応ですらまだ甘すぎる。

「……………………」

「それで、なんか言うことないの？」

「……ごめんなさい」

　ミーナに向かって、リーゼリットは不満気にしぶしぶ頭を下げたと思いきや、ぱっ！　と貌かおを上げ、ミソラへ向かって、

「なんて謝るわけないでしょ、ミソラのお馬ば鹿か……っ！」

　むか……っ！

「でも、黒い髪かみのお兄ちゃんには助けてもらったお礼をするわ。あなたの温情がなければ、わたしは死んでいたところでした。ありがとうございます」

　そう言ってリーゼリットは、カナタに対しては素直に頭をさげた。

　自然界の食しよく物もつ連れん鎖さピラミッドで言えば、頂点がカナタ、中段がリーゼリット、下段がミソラ、ミーナという構図が成り立っているらしい。

　納得はいかないが、リーゼリットが意外と礼れい儀ぎを弁わきまえていることがわかったので、ミソラは眼を瞑つぶってやることにする。

「べつに礼を言われることじゃねーよ。結果として、あの場でお前は誰だれ一人殺していなかったからな。でも、迷惑かけた奴やつにはあとでちゃんと謝っておけよ」

「わかったわカナタ」

　こ、こいつっ!?　あたしが一生かかっても言えない呼こ称しようを……っ!?

　その後もリーゼリットは、にこにこと笑みを零こぼしながらカナタと話しだし、まるでお兄ちゃんにでも接するかのような態度を取り始めた。

　ミソラが羨うらやましそう見やると、クリスの肩に立つエミリーがにやついた貌で言う。

「ふふっ、青春真っ盛りだけはあるわねんミソラちゃん」

　エ、エミリーさんに気づかれた……っ!?　第九人工空島メガフロートでの戦い以降、カナタについてますます意識し出したミソラは頰ほおを紅あかく染めて俯うつむいた。

　そんなとき、やたら険のある声が響ひびく。

「リーゼリット、あなたまさかお兄様のもとを離はなれ、この世界の人類と仲良くするっていうわけじゃないでしょうね？」

「エ、エリス様っ!?　そ、そういうわけじゃ……っ!?」

　カナタと仲良くするリーゼリットへ、エリスが敵意を込めて言い放った。とたんに、リーゼリットは落ち着きをなくして弁解しようとする。

　エリスさんはどうしてあたしたちと対立するのかしら？　なんだか憎にくしみのようなものが感じられるけど、とミソラが考えていたとき、クリスが注意する。

「よしなさいエリス」

「クリス、あなたね。恩を仇あだで返すような真ま似ねを──」

「なんとおっしゃろうとかまいませんが、わたくしの前で横暴は赦ゆるしません」

　エリスの剣けん幕まくにも負けず、クリスが静かなる怒いかりを込めた瞳ひとみで睨にらみ返した。

　なんだか《ベベル》に来てから、クリスさんがすごく怖こわくなったわね……っ!!

　ミソラが戸と惑まどう中で、カナタは例の如ごとく飄ひよう々ひようと言い放つ。

「じゃあ敵アグレツサー役を加えたところで、ミソラも特訓開始。俺はとりあえずエリスに付いて回るよ。休きゆう憩けいは適てき宜ぎ自分たちで判断してとれよ」







　第一人工空島メガフロート。エネルギープラント施し設せつ。屋上。

「そうだ。チビ虎さんみたいに、戦闘中に縮退魔力を駆く使しするのはどうかしら？」

　一通りリコたちの攻撃力を把握した後、ミーナが提案した。

　リコとユーリは、ユミエールとの交戦経験があるミーナに、自分たちが持つ戦技が通じるかどうか検討してもらっていたが、結果は全て不合格だった。通常の魔力戦ならともかく……万が一ユミエールが《崩力》を駆使してきた場合、現状では打だ撃げき力りよく不足なのだ。

「縮退魔力、ですか。じつは……」

　そう言って、ユーリが魔ま槍そうを構えて実じつ践せんする。

　曲がれ、捻ねじれ、螺ら旋せんとなれ……っ！　胸中で念じながら、ユーリが必死に〈トリシューラ〉の穂ほ先さきに螺旋槍を生み出そうとする。やがて穂先に縮退魔力が螺旋の風となって集まり、新たなる穂先を形作る。だが次の瞬間、螺旋槍もどきは数秒と保もたずに消失した。

「縮退魔力を戦闘に駆使することは、ノエルさんに会う以前に試したことがあるんです。でも高度過ぎて、実戦で使えるレベルじゃ……」

　ミーナからの提案を、ユーリは申し訳なさそうに否定する。

　近接系の空士が、戦闘中に縮退魔力を練れん成せいするのは至難の業わざだ。近接系は常に動き回り、相手の隙すきを窺うかがいながら接近戦を──一いつ瞬しゆん一瞬の判断の連続が生死を分ける戦いをする。

　状じよう況きようによっては急激に魔力を消費する場合があり、どのタイミングで縮退魔力を練成するかというのも生死の分かれ目だ。しかも戦闘の緊きん張ちようの中で、繊せん細さいな魔力制御コントロールを行う図太い神経を、ユーリは持ち合わせていない。

　一方でリコは──

「できたぞ」

　え……っ!?　驚いたユーリが振ふり向いた先では、リコがスナイパーライフル型の魔ま銃じゆうの銃じゆう口こうに、螺旋槍を形成していた。

　ちょうど銃じゆう剣けんのように伸のびるその縮退魔力の槍は──

　う、うそっ!?　ノエルさんと比べて小さいですけど、あれは間ま違ちがいなく縮退魔力の螺旋槍……っ!?

　待望のチカラを目まの当たりにし、思わずユーリが尋たずねる。

「ちょ、ちょっとリコさんっ!?　いったいどうやったんですか……っ!?」

「わたしはもともと射しや砲ほう撃げき系だからな。普ふ段だんから縮退魔力は使い慣れてるし、魔力制御コントロールについても《キメラ・バリアント》迎げい撃げき戦でのクロエの極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームを見たときから、折を見て練習していた」

「で、でもっ!?　螺旋槍を形成するのは《ベベル》に来てからでないと……っ!?」

「わたしには〝神憑きツヌグイ〟があるから、大たい抵ていの戦技は一度見たらコピーできる」

「な、なんですかそれ……っ!?」

　ずるチートじゃないですかっ!?　と嘆なげきながらも、ユーリは無い知ち恵えを必死に絞しぼり、高みへと辿たどり着つく方法を考え出そうとする。後こう輩はいであるリコに先を越こされたままでは、先せん輩ぱいとしての威い厳げんが保てない。

「リコさんは筋がいいけど、まだ紛まがい物ものね。魔力制御コントロールは一級品でも、チビ虎さんと比べると気き迫はくが足りないわ」

「ふっ、気迫などこのわたしには──」

「いいえ、絶対に必要よ。射砲撃戦ならともかく、接近戦での気迫は相手の動きを鈍にぶらせるわ。気迫も武器になるのよ」

「ふむ、そういうものか」

「そうよ。でも、そんなことよりユーリさんのほうが深刻ね。魔力制御コントロールは常人よりできてるみたいだけど、突つき抜ぬけるほどではないわ。もしかしてあなたって精神面メンタルに問題があるんじゃないの？」

「精神面メンタル、ですか？」

「ええ。縮退魔力を練成するための魔力制御コントロールは、些さ細さいな集中の乱れが全てを台無しにしてしまう繊せん細さいなものよ。だからこそ、自分の心をしっかりと保って、強きよう靭じんな意思力を維い持じし続けないと」

「しっかりと保っているつもりなんですが……」

　困こん惑わくしたようにユーリがつぶやいた。

　少なくともＥ６０１小隊に来てからは、年長者としてあるべき振る舞まいにも気をつけてきた。そのことはミーナもお見通しらしく、

「そうね。ユーリさんの場合だと、Ｅ６０１小隊では年長者としてしっかりしていることが求められると思うから、逆にそれが足あし枷かせになっているかもしれないわね。あなた、年長者だからって周りに遠慮することがあるんじゃないの？」

「それはあります。ここだけの話ですが、周りが動きやすいよう配はい慮りよしたり、仲間を立てたりすることは普段から心がけています。わたしは特務ですし、先輩ですから」

　経験が浅い小隊長であるミソラをサポートしたり、リコが女め神がみな言動で孤こ立りつしないように配慮したり、常に理想の先輩として周りを気き遣づかう振る舞いをしてきたつもりだ。だが、

「普段から周りに遠慮してたら、いざっていうとき我がを貫つらぬき通すこと──強靭な意思力も衰おとろえていくわよ。あなたは自分の本能を貫き通すことを覚えたほうがいいわね」

「自分の本能、ですか」

　新たな課題に、ユーリが唸うなるように言った。

「なるほど。ユーリは本能を貫き通す必要があるのか」

　そんなとき、なぜか得心するリコ。彼女は微かすかに悪意ありげに口の端はをつりあげ、

「なら話は簡単だ。ユーリ、いますぐあの男に告ってこい」

「む、無理ですっっっ!!」

「Ｅ６０１小隊が空戦武踏祭エリアルソードで優勝することはどうでもいいのか？」

「そ、それとこれとは関係ないじゃないですか……っ!?」

「「………………（じーっ）」」

「で、ですから、いくらなんでもそれは無理です……っ!?」

　そう断って、ユーリは必死に魔力制御コントロールし、〈トリシューラ〉の穂先に螺旋槍を生み出そうとする。しかし──

「やっぱりダメみたいね。意思力が足りないわ」

「昔あの男に告白しようとしたときも、面と向かって告白できずに、ホールケーキの上の板チョコに文章を書いて告白しようとした女だからな。しかもそれが伝わらなかった以降、再度告白する兆きざしは全くない」

「なるほど。その程度の意思力じゃ、縮退魔力を制御コントロールするのは難しいわね」

「ほ、本当にそれが関係あるんですか……っ!?」

　ちょうどその折り、すぐ上空で特訓をしていたレクティたちが戻もどってきた。

「そっちはどうなの？」

「ぜんぜんダメですね。お姉ちゃんたちのやりたいことはわかるんですけど」

　ミーナに問われ、アリアが手て厳きびしい評価を下す。

「二つの飛炎を合わせるのは厳しいですね。放つ戦技の攻こう撃げき角度、攻撃速度、魔力量とかを全部考こう慮りよする必要があるんですけど、いま一番致ち命めい的てきなのはタイミングです。うちのお姉ちゃんが微び妙みように早いとも、レクティお姉ちゃんが微妙に遅おそいともいえるんですけど。これができないと飛炎同士がぶつかって互たがいの威い力りよくが半減するだけなんですよ」

「ぬぅ。申し訳ないレクティ」

「あのぅ……こちらこそですブレアさん」

「どうやらレクティさんたちの特訓も上う手まくいってないようですね」

　レクティのアイデアはとてもユニークで、ユーリ自身どういう結果になるのか愉たのしみにしている節があるのだが……これまでにないアイゼナッハ流を生み出すという一大挑ちよう戦せんの為ため、難易度が極きわめて高いらしい。

「あのさ、言い辛づらいことなんだけど……」

　レクティとブレアの特訓を見守っていたアリアが言う。

「うちのお姉ちゃんとレクティお姉ちゃんって、相あい性しようがあまりよくないんじゃないの？　性格的にも、うちのお姉ちゃんは強引だけど、レクティお姉ちゃんは控ひかえめな性格で正反対だし」

「え……っ!?」

「い、いきなり何を言うのだアリア……っ!?」

　思わぬ指し摘てきを受け、レクティとブレアが戸惑う。しかし、二人のことをよく知るアリアだからこそ、言えることもあるのだ。

「だって何度やってもタイミングが合わないんだもん。相性が悪いわけじゃなかったら、お互いにまだ意思疎そ通つうが充じゆう分ぶんじゃないってことでしょ。ひょっとしてわたしに怪け我がをさせた件のわだかまりで、レクティお姉ちゃん、うちのお姉ちゃんのことを怖いとかって思ってたりしない？」

「そんなことはないぞ……っ！」

「そ、そうですっ！　それはもう解決しました……っ！」

「ほんとかな？　じゃあ、お互い本気で死し闘とうを演じたことってある？」

「一度だけある。あのときはレクティの飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきのほうが速かった」

「そのときの気持ちは？　なにを考えていたの？」

「そのぅ……とにかく必死でした。負けたくないって気持ちで、死闘を演じてたと思います」

　アリアに根ね掘ほり葉は掘ほり訊きかれるが、レクティもブレアも不快になることはない。アリアの社交的でしっかりとした性格のお陰かげだろう。

「お互いに本気で戦ってると相手の僅わずかな動作を読み、呼吸すら数えて、次の手を読もうとするでしょ。お姉ちゃんたちがやろうとしていること──アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつの新しい姿を生み出すには絶対にそれが必要だと思うよ」

「あのぅ……それはアイゼナッハ流の実戦重視の考えにも即そくしているとは思うんですが……」

「うぬ。だが、あのときと同じ緊張感を出すというのは……」

　レクティとブレアが言葉を濁にごす。当然だ。交流戦のときのような緊張感は、滅めつ多たなことで生まれるものではない。あのときのレクティとブレアの二人は、実戦のときと同等か、それ以上の緊張感を持って臨のぞんでいた。

「面白い意見ねアリアさん。確かにそれだけの緊張感があれば、効果的な特訓ができるわ」

　アリアの主張を理解したミーナが、とんでもないことを言い出す。

「カナタ・エイジの指導とは違ちがうけど、わたしにできる一度きりの指導をさせてちょうだい。レクティさんたちは、これからわたしと殺し合いをしましょう」

「えっ!?　あ、あのぅ……っ!?」

「うぬ。それはどういう──」

「ミーナさん。わたしもお姉ちゃんたちと戦わせてください」

「いいの？　あなた負傷してたんじゃ……」

「もうだいぶ良くなりました。戦せん闘とうに支障はないです」

「ア、アリアさん……っ!?」「ア、アリア……っ!?」

「わかったわ。じゃあわたしとアリアさんで、レクティさんとブレアさんと死合いましょう。ユーリさんとリコさんは二人で死合ったほうがいいわね」

「わたしがユーリと死合う？」

「死合いって、実戦形式っていうことですか？」

「実戦形式というより実戦よ。時間がないの。安全を度外視して、極限状態で身心を鍛きたえましょう。──もしあなたたちが実戦レベルで通じるスキルを習得できないというのであれば、それは大事な人が死ぬときと心得るべきよ」

　巨きよ大だいな魔ま戦せん斧ぷを、どんっ！　と地面に突き立て、ミーナが言い放つ。

「戦場で命をかける中で、学べるものがあると知りなさい」







「へえー、あっちは何か面白いことをするみたいだな」

　やたら殺気だったミーナたちを見やり、カナタがつぶやいた。

　カナタの傍かたわらにいるのは、同じく第一人工空島メガフロートで特訓するミソラとリーゼリットを見上げるエリスとクリスだ。

「面白いこと、ね。無む駄だな努力の間違いだと思うけど」

「エリス。いい加減になさってください」

　などと二人が険悪なムードになる中、上空ではミソラがリーゼリットと対たい峙じしている。

『リーゼリット、あんたも全力でわたしの相手をしてちょうだい。もちろん、殺さない程度に攻撃してきていいわよ。怪け我がをさせてもいいわ』

　ちょうどウォーミングアップを終えたミソラも、極限状態で身を鍛えるつもりのようだ。

　ミーナの指導のパクリだな、とカナタは思うが、一方でどういう結果になるか見届けたいという気持ちもある。

『殺さない程度って難しすぎよ。だって、ミソラが弱すぎなんだもん』

『なら殺してもいいから、かかってきなさいよ。また痛いめにあわせてやるわ』

　安い挑ちよう発はつを受け、ミソラが白銀色の魔ま砲ほう剣けんを構える。それに呼応するように、リーゼリットが《崩力》を発動。圧あつ倒とう的なチカラで両手にエネルギー弾だんを宿し、構えた。

「カナタさん、危なくなったらわたくしが止めます」

「いいや、その必要はねーよ」

《崩力》発動に伴ともなう、脊せき髄ずいに針金を通されたかのような怖おぞ気けは、カナタたちのもとへも届いていた。クリスが警けい戒かいするのも当然なのだが、カナタは通信結けつ晶しようでこんな指示を出す。

『リーゼリット、ミソラをぼこぼこにしてやってくれ』

『うん、わかったわカナタ』

『えっ!?　な、なんであんたがそっちの肩かたを持つのよ……っ!?』

『んっ、リーゼリットに本気になってもらわなくちゃお前の特訓にならねーじゃんか』

『えっ!?　そ、それはそうだけど、なんだか扱あつかいが酷ひど過ぎじゃ──』

『ミっソラーっ！　行っくよー……っ！』

　ミソラの発言を遮さえぎって、リーゼリットは両手を素早く振ふりかざし、特大のエネルギー弾を放つ。ミソラが回かい避ひ。背後で生じる巨大な爆発。無尽蔵のチカラを駆使し、リーゼリットが小型のエネルギー弾を際さい限げんなく放ち始める。中距離ミドルレンジでは、ミソラに勝ち目はない。

『ミソラ、手も足も出てないじゃないの』

『うっさいっ！　あたしの本領はこれからよ……っ！』

　砲ほう撃げきを連射しながら、ミソラは接近。高速飛行でリーゼリットを攪かく乱らんしながら、近接砲撃戦へ持ち込んだ。リーゼリットの死角を突つくように飛び、不意を突く砲撃を放ち続ける。

　そんな戦闘を見ながら、カナタが感心する。

「ふーん。変わったと感じてたけど、やっぱ変わったな」

「ええ。《ミストガン》にいた頃ころより、ミソラさんの動きが鋭するどくなりました。それに自分で有効な戦術を考えているようです」

「たしかにミソラの動きは変わったわね」

　クリスもエリスも、ミソラの変化に気づけたらしい。だが、

「いいや。俺が変わったって言ったのは、そっちのことじゃねーよ」

　カナタの視線の先には、無む邪じや気きに小型のエネルギー弾を連射するリーゼリットの姿があった。

「リーゼリットがさ、笑ってるんだ。あいつぐらいの年らしい笑顔だと思うよ」

　第九人工空島メガフロートで見た彼女の笑顔は歪いびつだった。人を操あやつることの闇やみ──暗黒面に墜おちている雰ふん囲い気きを宿していた。だがいまのカナタから見て、リーゼリットは年相応といったところだ。しかも第一人工空島メガフロートに流れ弾だまが当たることを考慮し、《崩力》を扱いながらも、エネルギー弾の威力を手加減している。

『リーゼリット、いまはあたしのほうが優勢みたいね……っ！』

『もーう、ミソラがちょこちょこ動くから狙ねらいが絞しぼりづらい』

　ミソラが互ご角かく以上に戦えてるのは、リーゼリットの配はい慮りよがあってのことだろう。形としては対《崩力》戦の構図を保ててはいるが、

「でも、これじゃまだまだ設定が甘いな」

　カナタが通信を飛ばす。

『ミソラ、場所を変へん更こうだ。東に十分くらい飛行して完全に人目につかなくするぞ』

　そのあとエリスへ向き直り、

「それとエリス。夢幻泡影ニトケルテイで適当に魔ま甲こう蟲ちゆうを作り出して、ミソラを追おい詰つめてやってくれ」

「そんなことしていいの？　どさくさに紛まぎれて、わたしがあの子を墜おとすかもしれないわよ」

「それなら問題ねーよ。お前は絶対にそれをやらないからな」

「どうしてそんなことが言えるのかしら？」

　知った風な口を利きくカナタに、エリスが不快感を露あらわにした。

　その後、全員が飛行術式を発動。移動して人目につかなくなってから、エリスは《崩力》と呪じゆ詛そ──夢幻泡影ニトケルテイを発動。エリスの周囲の空間が歪わい曲きよくし、時空の歪ひずみのような渦うずができ、そこからアルケナル級が生み出された。

　本物のアルケナル級と見た目は瓜うり二ふたつ。その戦闘力も本物オリジナルと遜そん色しよくない。

「さあ、ミソラを叩たたき潰つぶしなさい」

　合計で三十体ほどのアルケナル級が一いつ斉せいにミソラへと向かった。アルケナル級の群れに吞のみこまれ、ミソラの空戦機動が大幅に制限される。リーゼリットからのエネルギー弾を浴び、ミソラが墜ちる危険リスクが格段に上じよう昇しようした。

「わたしがクリスの拘こう束そく制せい御ぎよ術式を恐おそれていると考えているなら間違いよ。わたしは、お兄様に仇あだなす恐れがある者を討うち滅ほろぼすわ」

　ミソラを人ひと質じちに取ったかのような態度で、カナタの出方を窺うかがうエリス。しかしカナタは、

「あのさ、エリス。本当の悪人っていうのはそんなことを口にする前に行動するんだ」

　アルケナル級の群れと交戦するミソラを見やり、カナタが飄ひよう々ひようと言う。

「お前が本気だったら、ミソラはもうとっくに墜ちてるよ」

　その直後、夢幻泡影ニトケルテイで生み出したアルケナル級の動きが一いつ瞬しゆんとまる。アルケナル級を操るエリスの精神に、大きな乱れがあった証しよう拠こだ。

「あなた、わたしに教え子の特訓を手伝わせて本当はどういうつもりなの？　何か他に狙いがあるんじゃないの？」

「さーな。でもお前たちに協力してほしいって言い出したのはミソラだよ」

「ふーん。あの鈍どんくさい子がね」

　ミソラに興味を持ったエリスに、カナタが尋たずねる。

「なあエリス、なんであいつらが空戦武踏祭エリアルソードで勝とうとしてるか知ってるか？」

「決まってるわ。教皇と手を組んで、人類陣営の勝率を少しでもあげるためでしょ」

「外れ。少なくとも現段階で、ミソラたちには人類陣営に加担する意思はないよ」

「なら、ミソラたちはどんな理由で戦うの？」

「あとで機会があったら、自分で訊きいてみろよ。それとさ、エリス──」

　上空で戦うミソラたちを眺ながめながら、カナタが何気なく伝える。

「お前らがその気になれば、全員この世界に溶とけ込んで生きていけるよ。クリスとかがいい例じゃんか」

「くだらない妄もう想そうね。真実を隠かくしてこの世界で暮らしたところで、それは安あん寧ねいとは言えないわ。それにお兄様は、この世界の人類に人型魔甲蟲っていう存在を認めさせたうえで、効率的に管理しようとしている。そっちのほうが人わ型た魔し甲た蟲ちに住みやすい世界になるわ」

「ふーん。でも、この世界の人類に人型魔甲蟲っていう存在を認めさせるって、具体的にどうするんだよ？」

「簡単よ。この世界の人間を屈くつ服ぷくさせればいいの。わたしの世界ではよく行われていたわ」

「屈服、ね、それはゼスだけがやるの？　それともお前もやるの？」

「もちろん、わたしもやるに決まってるじゃないの」

「じゃあさ、まずはお前のチカラでミソラを屈服させてみろよ」

　気のない表情でカナタがたきつける。

「ま、もしもお前にこの世界の人類を屈服させるだなんて、大だいそれたことができればの話だけどな」

「面おも白しろいじゃないの。よく見ておきなさい」

　敢あえてカナタの挑発に乗り、エリスが飛び出していく。

『リーゼリット、わたしと代わりなさい』

『エリス様が直接お相手するんですか？』

『ええ、気が変わったの。本気で相手をしてあげるわ』

　そう言って、エリスは呪じゆ力りよくで作った黒い鞭むちを取り出し、構えた。膨ぼう大だいなエネルギーである《崩力》を遠えん慮りよなく駆く使しし、夢幻泡影ニトケルテイでさらに追加で百体以上のアルケナル級を生み出す。

　リーゼリット戦で疲弊したミソラの前には、汗あせ一つ搔いていない涼すずしい貌のエリスの姿。

　これから激戦を迎むかえようとするミソラに、カナタが檄げきを飛ばす。

『さて、どうするミソラ？　エリスの呪詛は無限の軍勢だぜ』

『望むところよ……っ！』

　一瞬たりとて物おじせずに、ミソラが言い放つ。

『この程度の理不尽で音ねを上げるようじゃ空戦武踏祭エリアルソードで優勝できるわけなんかないわ……っ！』

『いい覚かく悟ごね。でも、すぐに墜としてあげるわ……っ！』

　そしてミソラは《崩力》の遣つかい手と本気で衝しよう突とつした……！




　　　　※※※




　第一人工空島メガフロート。エネルギープラント。屋上。

　これでミソラたち全員が、自分たちで目標を考えて動いたことになるな。

　自分たちで特訓を考え始めたミソラたちのもとを離はなれ、カナタは第一人工空島メガフロートで訓練をするもう一つの勢力を見学しに来ていた。

『全員、動きが悪くなっているぞっ！　教皇陛下アークビシヨツプのお膝ひざ元もとで何を弛たるんでいる……っ！』

　上空を舞まう仲間たちを見み据すえ、チャオ・シンクーが檄を飛ばす。

　その檄に応じるかのように、残りの《コウライ》代表の面々がただひたすらに縮退魔ま力りよくを練り上げ、極大の戦技を放つ。

　それぞれが持つ魔力光が、蒼そう穹きゆうの世界を盛大に染め上げる。

　カナタはしばし訓練風景を見守っていたが、《コウライ》代表は戦技の鍛たん錬れんに終始し、一向にそれ以外の訓練をするようには見えなかった。

　カナタの姿に気づき降下してきたチャオに尋ねる。

「変わった訓練してるんだな。集団戦せん闘とうの訓練はしないのか？」

「不要だ。我々の倒たおすべき敵は、人型魔甲蟲だからな」

　人類陣営の精せい鋭えい小隊──《コウライ》代表小隊の中でも、チャオの実力は随ずい一いちだ。第九人工空島メガフロートでリーゼリットたちの襲しゆう撃げきに遭そう遇ぐうした際は、その存在と実力を秘ひ匿とくするために極力戦闘を避さけるという判断をしたらしい。

　それは結果として空士の負傷者を拡大させることに繫つながったが、カナタはその判断を咎とがめるつもりはない。目先の利益に捕とらわれず、チャオは大局的なものの見方をする指揮官だというだけの話だ。

「でも、お前らはもう縮退魔力を実戦レベルで駆使できる実力者揃ぞろいなんだろ。だったら次は小隊間の連れん携けいを高めるべきなんじゃないの？」

「いいや、《崩力》の遣い手が集団で襲撃してきた場合、同数の空士で迎げい撃げきするには、究極的には個人戦に持ち込むほかない」

　チャオが戦術論を述べる。

「こちらが個で敵に当たることで、敵にも個で応じてもらう。もとより《崩力》という巨きよ大だいなチカラの遣い手たちを前に、連携戦術で挑いどんだところで一人か二人を足止めするのが関の山だろう。ならば総力に差がありすぎる敵に我々は個人戦で応じ、それぞれが目標とする敵に一いち撃げき必殺の戦技を叩たたき込む。決勝トーナメントの条件で《ベベル》代表小隊に勝つには、これが基本だ」

　歴然としたチカラの差は痛感しているらしい。リーゼリット戦の終しゆう盤ばんで、ミソラたちは五人掛かりで、リーゼリットと《アマイモン》、ミーナをどうにか倒すことができた。

　混戦状じよう況きようだったために単純に強さを比ひ較かくすることはできないが、相手に《崩力》の遣い手がもう一人いれば確実に負けていただろう。

　本来はチカラの差を覆くつがえすための連携戦術も、敵味方の人数が同じでチカラにあまりにも開きがある場合、完全にフリーな敵を生み出すことがある。その点を、チャオは危き惧ぐしているらしい。

　決勝トーナメントの勝利条件は、小隊長の撃げき墜つい。たとえ仲間が墜おちても、それが小隊長でなければ勝敗に関係ないというルールを利用し、《崩力》の遣い手たちを相手に個人戦を挑むというのは悪い手ではない。

　ふとカナタが尋ねる。

「勝算はあるのか？」

「ぬかせ。我々は元より教皇陛下アークビシヨツプに仕つかえる身。勝てるか勝てないかではなく、勝たねばならないのだ。……仮に貴様が率いる小隊が《ベベル》代表小隊と戦う場合はどうする？」

　研究熱心だな、と思いながら、カナタが持論を述べる。

「ま、お前の言ってることもやってることも間ま違ちがってないと思うよ。いや、むしろ正しい。競技としての勝ちに拘こだわるなら、俺もお前と同じ手を選ぶかもしれない」

　それを自分のやり方の否定と解かい釈しやくしたチャオが、怪け訝げんそうに尋ねる。

「では、なぜ同じことをしない？　初めから勝つ気がないのか？」

「まさか。でも俺は教官だからさ、何事もまず実戦を想定した心構えで臨のぞんでほしいんだ。だからこそ、ミソラたちはきっとお前と違う道を選ぶと思う」

　カナタは耳元のある通信結けつ晶しようを指で摘つまみ、チャオに聞こえるようにして持つと、特訓中であろうミソラに問いかける。

『なあミソラ。人数は五対五。他よ所そから救きゆう援えんは見込めず、お前らは命をかけて人型魔甲蟲五体を相手に戦わなくちゃならない。そんなとき、お前ならどうする？』

『あたしなら──』

　戦闘のノイズが混ざったミソラの答えを聞き、チャオが貌かおを顰しかめる。だが、カナタは愉ゆ快かいそうに、

『俺もそっちのほうがミソラたちらしいと思う。けど、そうやって戦っても、もしも相手が全力を出してきたら厳きびしいことは覚悟しとけよ』

『誰だれに言ってんのよ？　これでも、あたしたちは実戦で二度《崩力》リーゼの遣い手リツトと戦ってるんだからね』

　通信結晶を摘んでいるカナタが飄々と言う。

「こういうこと」

「ふざけているのかっ！　これは世界の命運がかかった勝負だぞっ！　そんなくだらない流りゆう儀ぎを護まもって戦えるか……っ!?」

「まさか。俺もミソラも大まじめだよ」

　くだらないと一蹴されたカナタは、へっと不敵な笑みを浮うかべ、

「お前らが勝ちに拘こだわるのと同様に、ミソラたちの戦いにも譲ゆずれないものがある。それだけのことだよ」




　　　　※※※




　第一人工空島メガフロート。上空。

『どうしたユーリ？　避よけてばかりでは鍛錬にならないぞ』

『く……っ!?』

　リコが本気で放った魔ま力りよく弾だんを躱かわし、ユーリは一気に間合いを詰つめた。リコの狙ねらいは正確だ。正確に急所を射い貫ぬこうとするからこそ、ある程度察しがつく。

『では、これならどうですか……っ！』

　実戦と同様の条件下で、ユーリはリコの射しや撃げきを搔い潜くぐり、槍そう撃げきの距きよ離りに捉とらえる。そして、




　魔ま槍そう戦技──裂翔槍エアレイド・スピア




　必中を期して戦技を放つ。

　射しや砲ほう撃げき系の中でも、遠距離からの精密狙そ撃げきに特化したリコは接近戦の心得が殆ほとんどない。だからこそ、懐ふところに入り込みさえすれば勝算は充じゆう分ぶんにあるはずだった。

　だが、

『ふっ、この状況で通常の戦技とはぬるいな』

　そう言って、リコはスナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを槍のように持ち直し、接近するユーリに応じる。リコの魔銃の銃じゆう口こう付近から、螺ら旋せんのように渦うずを巻く縮退魔力の短い穂ほ先さきが形成されていた。

　直後、ユーリの渦巻く疾しつ風ぷうを宿す槍撃が、リコの縮退魔力の螺旋槍を直ちよく撃げき。まるで豆台風が爆ばく発はつしたかのような突とつ風ぷうが生じたあと、ユーリが「が……っ！」と吹ふき飛ばされる。彼女の視線の先には、悠ゆう々ゆうと爆ばく心しん地ちに滞たい空くうするリコの姿があった。

　くっ!?　まさかリコさんに打ち負ける日が来るなんて……っ!?

『無ぶ様ざまだなユーリ。キミにはもう先せん輩ぱいとしての威い厳げんなどないぞ。近接系が射砲撃系に打ち負けたという事実の重さは、キミがよくわかっていることだろう』

『……………………』

　その通りだ。先輩としての威厳どころではない。魔槍士が、魔銃士に槍撃で敗やぶれたのだ。その事実は屈くつ辱じよくに尽つきるという他ない。しかも、

『生あい憎にくと今回は殺し合いだ。容よう赦しやするつもりはない』

　リコは容赦なく追つい撃げき。的確な偏へん差さ射撃が、ユーリを追おい詰めていく。回かい避ひに専せん念ねんしながら、ユーリは必死に状況を分ぶん析せきする。

　リコさんの縮退魔力の螺旋槍と正面から打ちあえば、こちらが墜ちる。でも、接近戦以外で、わたしにリコさんに勝つ手段はない。

　後方から殺気。リコから距離を取っていたユーリが強引に身を起こし、急上昇。そんなユーリを掠かすめるように二発の魔力弾が通り抜ぬけていった。

　いつまでも逃にげてはいられない。遠距離アウトレンジはリコさんの専門分野だ。

　く……っ!?　とユーリが悔くやしそうに奥歯を嚙みしめる。

『どうしたユーリ、もう終わりか？』

　容赦なく射撃を放ちながら、勝ち誇ほこったかのようにリコが言う。

『まさか特訓開始前にミーナが言った言葉を忘れたわけじゃないだろうな』




　──もしあなたたちが実戦レベルで通じるスキルを習得できないというのであれば、それは大事な人が死ぬときと心得るべきよ




　大事な人が墜ちる。

　ユーリの脳のう裏りに浮かんだのは、人類陣じん営えいと魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の間で板いた挟ばさみになっているカナタの姿だ。その微び妙みような立場ゆえに、今後の世界情勢によっては巨大な敵と戦うことを余よ儀ぎなくされている。

『このまま続けたらキミはもうすぐ墜ちるぞ。そうしたら、キミはただの道どう化けだな。年下の仲間たちを気き遣づかった結果、自分の成長を怠おこたった間ま抜ぬけだ。少なくともわたしはそう評価を下す』

　墜ちる？　──墜ちていいわけがない。カナタ先輩に孤こ独どくな戦いを強しいるわけにはいきません……っ！

　縮退魔力を練れん成せいするために必要な強きよう靭じんな意思力。

　リコに嘲あざけられたユーリに残ったのは、先輩としての威厳ではなく、空士としての本能と少女としての意思だった。

『わたしはまだここで墜ちるわけにはいきません……っ！』

　貌をあげたユーリは、思わずきっとリコを睨にらみ据すえていた。

『ふっ、なにか雰ふん囲い気きが変わったようだな』

　リコさん……。己おのれのうちにあった勘かん違ちがいに気づきながらも、ユーリは対たい峙じする彼女に向け魔槍を構えた。

　優勢なはずのリコは額に脂あぶら汗あせを浮かべ、貌から血の気けがなくなっており、満まん身しん創そう痍いといった様子だ。もとよりスタミナに難ありのリコが、慣れぬ接近戦で縮退魔力の螺旋槍を披ひ露ろうしたのだ。疲つかれないわけがない。

《ベベル》に来てからカナタとした模も擬ぎ戦では、ただでさえ魔力の少ないカナタに体を酷こく使しさせ、辛つらい思いをさせてしまった。あのときと同じ過ちを繰くり返すわけにはいかない。だからこそ、いまここで……

　リコが問う。

『どうやら本当にこれでもう終わりのようだな？』

『ええ、終わりにしましょう』

　意を決したユーリが、魔槍の穂先に風の流れを生む。それに応じるように、リコも再び縮退魔力の螺旋槍を構築した。

　曲がれ、捻れ、螺旋となれ……っ！　必死に念じ、ユーリはふと気づく。いいや、違う。わたしがしたいのはノエルさんと同じ螺旋槍を作り上げることじゃない。

　縮退魔力の練成するための魔力制御コントロールには、自分の本能を貫き通す必要があることを、ミーナさんは教えてくれた。

　もしかしたら、それはすごく簡単なことなのかもしれない。

　もうこれ以上、リコさんに辛い思いをさせるわけにはいかない。あのときと同じ思いを繰り返すわけにはいかない。《ベベル》でカナタ先輩と模擬戦をしたとき、わたしにもっとチカラがあればカナタ先輩を苦しませずに済んだ。

　だからこそ、チカラがほしいっ！　ノエルさんの螺旋龍風破ドラグ・トルナードを超こえる自分だけのチカラが……っ！

　ユーリの強靭な意思に応え、縮退魔力が意思を持つチカラとなって穂先に宿り、さらにそこで〈トリシューラ〉のある機能を発動。そして──

『穿うがて……っ！』

　リコが作りだした螺旋槍に、ユーリは新たなるチカラをぶつける。鬩せめぎ合う二つのチカラ。次の瞬しゆん間かん、再び豆台風が爆発したかのような風圧が生じ、爆心地に残ったユーリが驚おどろきと戸と惑まどいの混ざり合った声を出す。

『いまのは……っ!?』

『なんだ、やればできるじゃないかユーリ』

　咄とつ嗟さに摑つかんだ感覚に戸惑うユーリに、珍めずらしくリコから称しよう賛さんの言葉が浴びせられた。

『これで面と向かってあの男に告白できるな』

『ほ、本当にやるんですか……っ!?』

『なんだやらないのか？』

『その……やります。もちろん機会は選びますけど、なんだか今なら想いを伝えられそうです』







　第一人工空島メガフロート。上空。

『ハァーハァー、ハァーハァー』

　肩かたで息いきをするレクティの視線の先には、鉄てつ壁ぺきの如ごとく立ち塞ふさがるミーナと、八はつ双そうの構えを取るアリアの姿があった。

『アリアさんの妨害を抜けて、わたしの障しよう壁へきを貫つらぬくような一いち撃げきを放つまでこの特訓は終わらないわ』

　覚かく悟ごを決めたミーナが宣言した。

　先程からレクティたちはロクにミーナへ攻こう撃げきできてさえいない。レクティたちの動きの妨ぼう害がいに専念するアリアの動きが、予想以上に冴さえ渡わたっているためだ。

　そんなアリアの動きは、レクティが《オエキス》にいた頃ころの負傷が原因で、大きなハンデを負っていることを感じさせない。いや、むしろ──

『ブレアさん、そのぅ……アリアさんの動きが──』

『ああ。私たちの連れん携けいの隙すきを縫ぬうかのように攻せめてくる。手て強ごわいぞ』

　レクティとブレアの連携は、Ｅ６０１小隊の中でも随ずい一いちのものといっても過言ではない。二人は同門で幼おさな馴な染じみゆえに以い心しん伝でん心しんすることすら多く、ブレアが連携戦術に慣れてからはその隙のなさに定評があった。

　ノエルを倒たおすチカラを得るための特訓では、僅わずかなタイミングのずれをアリアに指し摘てきされているが、もとより連携はほぼ完かん璧ぺきに近かったはずなのだ。

　今回は、その間かん隙げきを突つけるアリアの観察眼を評価するべきであろう。

『ブレアさん、もう一度挑いどみましょう』

『うぬ』

　呼吸を整え、再びミーナとアリアへと向かっていくレクティとブレア。彼女たちは並列飛行しながら、お互たがいに絶えずポジションを入れ替かえ、視覚的にアリアを惑まどわしながら、瞬またたく間まに距離を詰める。そして、

『アリアさん、怪け我がをしないように気をつけてくださいね』

　そう言うと、レクティは魔ま双そう剣けんを一いつ閃せん。二に閃せん十じつ殺さつと呼ばれる神速の斬撃を叩たたき込む。だが、それを受ける者もまた二に閃せん十じつ殺さつを放つ者だ。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さくのうちに無数の斬撃が放たれ、火花が散りに散る。

『レクティお姉ちゃんは本当に剣筋が変わったね。《オエキス》にいた頃より、ずっと鋭するどくなった』

　レクティの連撃を受けながら、アリアが感想を述べた。正面からの打ち合いでは、同門同士では決め手に欠け、レクティは押し切れない。しかし、

『アリア、すまぬがここで墜おちてもらう』

　いつの間にかアリアの頭上へ回り込んでいたブレアが急降下して来た。アリアは剣けん撃げきの合間を縫ってブレアの姿を認め、

『お姉ちゃんも《オエキス》にいた頃より、ずっと強くなった。でも──』

『簡単には墜とさせないわ』

　ブレアとアリアの間に、ミーナが割って入り、堅けん牢ろうと名高き魔ま術じゆつ障壁を展開する。

『その程度のチカラじゃ、わたしの障壁は貫けないわよ』

『ぬぅ。流石さすがはミーナ先輩。ならば──』

　一いつ旦たん間合いを取ったブレアが、レクティに合流してくる。

　あれをやる気なんですね。

　ブレアの意図を瞬時に理解したレクティが、地を這はう燕つばめのような構えを取る。飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきの予備動作だ。レクティとブレアはともに激しい螺ら旋せん飛行をしながら、ミーナへ突っ込こんでいく。

　そして二人は、ほぼ同時に戦技を放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛炎衝天撃

　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛炎衝天撃




　放たれた四発の灼しやく熱ねつの炎を纏まとう突き技は、本来の飛炎衝天撃と違ちがい、灼熱の炎が放出され続け、火柱となる。その四本の火柱は焦しよう点てんを見つけたかのようにある一点で交ざり合うと、ミーナに命中する寸前で、巨きよ大だいな火柱となり、まるで意思を持つかのように何かの生物を形かたち作づくろうとした。

　だが、

『ぬるい……っ！』




　魔ま戦せん斧ぷ戦技──雷電衝斬サンダーアツクス




　豪ごう快かいに放たれし雷かみなりを纏まとった斧撃が、俄にわか作りの戦技を叩き斬きる。巨大な火柱は瞬く間に霧む散さん。火柱を生み出していたレクティとブレアはそれが破は壊かいされた反動で体勢を崩くずし、ミーナの脇わきをくぐり抜ぬけて逃にげるのが精一杯だった。

『レクティ、もう一度あれを……っ！』

『もちろんですブレアさん……っ！』

『纏まってちゃいい的まとだよ』

『そう何度も同じことをさせると思ってるの……っ！』

　声がした直後、瞬く間に接近したアリアがレクティとブレアの連携を断たち、上空から降下してきたミーナの斧撃がレクティを襲おそった。

『く……っ！』

　凄せい絶ぜつな斧撃を受け止めきれず、レクティはエネルギープラントがある方向へ真っ逆さまに叩き落とされる。

『レクティ……っ!?』

　ブレアが一瞬振ふり向いた刹那を見み計はからい、アリアが迫せまる。

『お姉ちゃん、注意が散さん漫まんだよ』




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──千せん衝しよう撃げき




『ぬぅ……』

　針はり鼠ねずみのような刺し突とつの連打に耐たえきれずブレアが体勢を崩す。そこへ、アリアが反動をつけて回し蹴げりを放ってきた。胴どう体たいにもろに浴びたブレアは弾き飛ばされ、腹部を押さえながらレクティのもとへ降下して来た。

　先程までレクティとブレアが位置した空間には、こちらを睥へい睨げいするミーナとアリアの姿があった。

『これで終わりかしら？』

『もう手も足も出ないみたいだね』

　ミーナは負傷し、アリアも後こう遺い症しようが残のこっているはずだが、それを感じさせないほどの冴え渡った動きを見せている。

　完全にこちらの動きが読まれている。レクティは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんだ。

『お姉ちゃんたちってさ、じつは大したことないんだね』

　いいようにあしらわれているレクティたちへ、アリアが呆あきれたように言う。

『二人とも《オエキス》を出て行ってから、じつはロクに鍛たん錬れんもしてなかったんじゃないの？』

『そ、そのようなことはないぞアリア……っ！』

『そうですっ！　わたしたちは決して鍛錬を怠おこたっていたわけじゃ……っ！』

『でも、アイゼナッハ流はチカラこそが全てだよ。言いたいことがあるなら、武を以もって示さないと。ここで終わっていいなら、べつだけどね』

　そう言って、アリアはレクティたちへ刃やいばを向ける。

　そんなとき、特訓開始前のミーナの言葉が、レクティの脳のう裏りを過よぎる。




　──もしあなたたちが実戦レベルで通じるスキルを習得できないというのであれば、それは大事な人が死ぬときと心得るべきよ




　ここで終わっていいわけがありませんっ！　そのぅ……カナタさんを、今度はわたしが助ける番なんです……っ！　それに──

　レクティもブレアも想いは同じだ。本気で相手をしてくれた彼女たちに、示さなくてはならない。

　レクティとブレアが追い求める、アイゼナッハ流の新しい姿を……っ！

『ブレアさん、この戦いは──』

『ああ。絶対に負けられぬ戦いだな』

　口の端はをつりあげるブレアと貌かおを見合わせ、レクティがふっと口元を綻ほころばせる。精神が高こう揚ようし、この戦いに勝ちたいと本気で思えるようになる。適度な緊きん張ちよう感が、あの交流戦のときのように、レクティを奮ふるい立たせた。

　絶対この勝負には負けられません……っ！

　一度ブレアと視線を交錯。そのあとすぐにばっと弾はじけるように飛ぶレクティ。彼女の意図を察したかのようにブレアも弾けるように飛んだ。お互いの飛行軌き道どうを意識し、ロクに通信もしないまま、ミーナとアリアを囲い込むように激しく飛んだ。

　終われない。終われない。終われない。熱い鼓こ動どうがレクティを突き動かす。

『レクティ……っ！』

『そのぅ……ブレアさん。少し強ごう引いんにやらせてもらいます』

『ふむ、その方が私もやりやすい』

　心臓が脈打つ度たび、血潮が体中を駆かけ巡めぐる。激しい攪かく乱らん飛行を続けながら、一度きりの勝負に全てを賭ける。

　呼吸を合わせて。タイミングを合わせて。

　警けい戒かいするアリアを抜き、レクティとブレアはミーナへ迫る。雷電衝斬サンダーアツクスで迎げい撃げきしようと、ぐっと身構えるミーナ。彼女の実力を前に、四発の飛炎は破られている。だが、レクティとブレアは動じることなく突き進み、完璧なタイミングで飛炎衝天撃を放った。すると──

『なんだ、きちんと動きを合わせられるんじゃないの』

　雷電衝斬サンダーアツクスを返されたミーナが静かに言う。

『いまのが当たっていたら、死んでいたところね』

　ミーナは愛あい斧ふの柄えから先をごっそりともぎ取られており、身に纏う騎き士し甲かつ冑ちゆうもレクティとブレアが放ったそれを掠かすめたせいで半はん壊かいさせられていた。

『これを決勝トーナメントでも発揮できるように仕上げましょう』

『うん、さすがお姉ちゃんたちだね』

　微笑ほほえみを向けてくるミーナとアリアとは対照的に、レクティとブレアは自分たちが放ったチカラに啞あ然ぜんとしていた。







　第一人工空島メガフロート。東方。上空。

　ふーん。他の仲間はもう新しいチカラのきっかけを摑つかんだみたいね。

　確かな手て応ごたえのある通信が入り、エリスは確信する。だが、この空域は他よ所そと様相が異なる。

　悠ゆう々ゆうと構えるエリスの視線の先には、百体程度のアルケナル級に追い回されるミソラの姿があった。

『この程度で……っ！』

　加減速を繰くり返しながら、ミソラは引き付けたアルケナル級に発はつ砲ぽう。一発の砲ほう撃げきで五、六体のアルケナル級を纏めて墜とす。アルケナル級の密集地点に砲撃を集中させることで、ミソラは効果的に迎撃をしていた。

　ちょうどチャオのもとから戻もどってきたカナタがその光景を見やり、

『ふーん。やるじゃんか』

　とつぶやいていた。

　一方で、ミソラと対たい峙じするエリスに動どう揺ようは見られない。

『この世界の人間にしては、意外と粘ねばるわね。でも、いつまであなたのチカラが保もつかしら』

　エリスが念じると、一目散にミソラを追いかけていたアルケナル級たちの動きが変化。ミソラを追い続ける個体と方々から回り込む個体に分かれ、ミソラを包囲しようとする。

　ミソラの動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　その刹那、無む尽じん蔵ぞうのエネルギーを持つエリスの周囲に、数えきれないほどの時空の歪ひずみが現れた。その歪ひとつひとつが呪じゆ力りよく弾だんを形成した。

『終わりよ……っ！』

　まるで黒い吹雪ふぶきのように吹き荒れる呪力弾が、一気にミソラへ向かう。

『く……っ!?』

　ミソラが慌あわてて加速。代わりに、彼女を狙ねらうアルケナル級の群れがずたずたに引き裂さかれ、消しよう滅めつしていく。エリスは一瞬で百体以上いたアルケナル級を失ったが、その表情には余よ裕ゆうがあった。なぜならば──

　鈍どんくさい子。

　エリスの視線の先には、呪力弾が掠め、右足の太ももから血を流すミソラの姿があった。躱かわしきれなかったのだ。

　ここでエリスは、およそ考えつく限りミソラにとって最悪の決断をする。

『わたしの軍勢は果てることはないわ』

　エリスの周辺に出現した時空の歪が、すぐさま無数のアルケナル級を形作り、負傷したミソラの前に、圧あつ倒とう的な軍勢となって立ち塞ふさがった。

　理り不ふ尽じんな暴力。

　抗あらがうことのできないこの世の摂せつ理り。

　エリスが扱あつかう《崩力》というチカラは、立ち向かう者の心をへし折ってしまう不ふ条じよう理りの塊かたまりのようなものなのだ。

『さあミソラ、これで王手チエツクメイトよ。これ以上、痛い思いをするのが嫌いやだったら、降参しなさい。……残念だったわねカナタ・エイジ。これでミソラはすぐに屈くつ服ぷくするわ』

　ミソラの身を案じているだろうカナタに、エリスが勝ち誇ほこったように告げた。

　しかし、カナタは──

『さて、そいつはどうかな』

　にやり、と不敵な笑みを零こぼしミソラを見やる。そこには、魔ま砲ほう剣けんを腰こしだめに構え、負傷する以前よりも闘気に満ちた表情を浮うかべるミソラの姿があった。

『もう一度お願いしますエリスさん……っ！』

『身の程を弁わきまえられないみたいね。さっきので不足なら、もう一度同じことを繰り返してあげるわ』

　先程と同じ戦法を繰り返すエリス。無数のアルケナル級で包囲し、動きを封ふうじたあと、黒い吹雪のような呪力弾の斉射で仕留めようとする。

　しかし、エリスが夢幻泡影ニトケルテイによる呪力弾の斉射を試みようとした刹せつ那な、ミソラは幻想イリユー加ジヨン速アクセルで巧たくみにアルケナル級の包囲を脱だつ出しゆつ。アルケナル級だけになった空間を、エリスの呪力弾が破壊し尽つくした。

『それにしても、粘るわね』

　ミソラの小こ癪しやくな手に苛いら立だつといった調子ではない。他ひ人と事ごとのような、どうでもいい調子を孕はらんだ声だった。

『当たり前です。あたしの目標は空戦武踏祭エリアルソードで優勝することで、そのためには《ベベル》代表と戦う可能性を考こう慮りよしないといけませんから』

『あら、もしかしてあなた人型魔ま甲こう蟲ちゆうに勝つつもりなの？』

　からかうような調子で、《ベベル》代表小隊の優勝を確信するエリスが言った。

『第九人工空島メガフロートでは、カナタ・エイジの助けを借りて、ようやくリーゼリットに勝つことができたんでしょ。それなのにカナタ・エイジ抜ぬきで、しかも同じ条件──小隊対小隊で戦って《ベベル》代表に勝てるわけないじゃないの』

　再び生み出したアルケナル級への対応に四苦八苦するミソラを見やり、エリスが言う。

『カナタ・エイジのように特別なチカラを宿す者しか、人型魔甲蟲と互ご角かくに戦うことはできないわ』

『それが真実かもしれません』

　アルケナル級へ発砲したあと、ミソラが言い放つ。

『でも、それはいまの状態のままならの話です、リコもレクティもブレアもユーリさんも、みんな特訓していますっ！　いまより強くなるために……っ！』

　ミソラは負傷を苦にすることなく、戦せん闘とう機動をさらに激しく鋭えい敏びんなものにする。ギアをあげたミソラの動きに、夢幻泡影ニトケルテイで生み出したアルケナル級の対応が僅わずかに遅おくれ始めた。

　決して勝ち目のない状じよう況きよう。どう足あ搔がいたって勝利が転がり込むことはないのに、真まっ直すぐな眼まな差ざしでなお抗あらがおうとするミソラの姿に、エリスが一瞬呆あつ気けに取られる。そのあと彼女は、はっ!?　と我に返り、

『いくら諦あきらめなくても、覆くつがえすことのできないものもあるわ』

『そうかもしれません。でも──』

　ミソラがさらに加速した。幻想イリユー加ジヨン速アクセルで一気にアルケナル級の群れを通り抜けようとする。むろん、エリスの思念を反映するアルケナル級は愚おろかではない。ミソラの幻想イリユー加ジヨン速アクセルを先読みし、先へ先へと体当たりを敢かん行こうした。

　何体かのアルケナル級が、ミソラを障しよう壁へき越しに叩たたき、確実にダメージを蓄ちく積せきさせる。

『やってみなくちゃ何も始まりません。あたしは《崩力》の遣つかい手との戦闘で、大切な人が墜おとされて、自分の無力を責せめ続けたことがあります』

　リーゼリットが操る《キメラ・オルム》にカナタが墜とされたときの後こう悔かい。あれはそれまでの生しよう涯がいでも最悪のものだった。だからこそ、

『でも、もうそんなことはしたくありません。無力を嘆なげく暇ひまがあるなら、少しでもチカラを身につけ、抗い続けるって決めたんですっ！　だから、あたしはここで《崩力》に抗うチカラを身につけます……っ！』

『………………っ!?』

　エリスの心が動揺し、アルケナル級の動きが微かすかに乱れる。その間にミソラは包囲を突とつ破ぱし、エリスへと一直線に迫せまった。ミソラの眼光が異様に鋭するどい。彼女の心はまだ折れておらず、この状況でもエリスに屈することはないのだ。

　そのことを認知した刹那、エリスはまるで自分の心臓へと刃やいばを突つき立てられるような恐きよう怖ふに駆られた。

『く……っ!?』

　微かに滲にじみ出る脂あぶら汗あせ。対応が遅れたことを後悔しながら、エリスは黒い鞭むちを構えつつ距きよ離りを取った。僅かな後退。満まん身しん創そう痍いのミソラ相手に、回かい避ひするための距離を取るのは屈くつ辱じよくに他ならない。

　だが、こちらへ迫り来る、チカラの差を感じさせぬ《崩力》をミソ扱えぬ者ラの奮ふん闘とうに、エリスは重圧プレツシヤーを覚えざるを得なかった。

　しかし──

『やっぱり無理じゃないの』

　エリスの視線の先には、もう一ひと息いきのところでチカラ尽きて気絶し、落下していくミソラの姿があった。

『どんなに足搔いても、不条理には抗うことはできないのよ』

『ま、惜おしいところまではいったと思うぜ。でも、もうひと踏ふん張ばりだったな』

　それだけ言い残すと、カナタはミソラを救助するため降下していった。










　特訓一日目。夕方。

　第一人工空島メガフロート。児じ童どう養よう護ご施し設せつ。

「お帰りなさい」

　遊具が置かれた庭で、仲間たちと一いつ緒しよにボール遊びをしていたリコリスが声をかける。エリスは一いち瞥べつするも、それ以上の反応を示すことなく、無言で屋おく内ないへと向かおうとする。

　この場にリコたちの姿はない。彼女たちはミーナとアリアを《ベベル》へ送って行っていた。特にミーナはＡ１７７小隊の仲間に一言も挨あい拶さつをしていなかったので、今いま頃ごろ彼女の仲間たちはミーナの身を案じていることだろう。

　無愛想なエリスを、クリスが咎とがめる。

「エリス、せめて手ぐらい振ふり返してあげたらどうですか」

「嫌よ。あれは同どう胞ほうじゃないわ」

　クリスに窘たしなめられるも、エリスはリコリスたちを無視して歩く。頑な態度をとるエリスだが、ミソラは少しも嫌けん悪お感を抱いだくことはなかった。

　エリスさんに敵アグレツサー役をしてもらってわかったことがある。エリスさんは、無理やり人の命を奪うばおうとするほどの悪人じゃない。

　エリスがその気になれば、この日の特訓でミソラの命を奪う機会はいくらでもあった。だが、ミソラはいまもピンピンしている。たしかに状況によっては、エリスは教皇の命を奪おうとするほどの冷れい酷こくさを持つかもしれない。

　だが、無差別に人を殺あやめることをよしとする殺さつ戮りく主義者とは本質が大きく異なる。

　そんなエリスさんがこの世界の人間を恨うらんでいる……ううん、どうして恨まなければいけないんだろう？　ふとミソラが疑念を抱いたとき、リーゼリットの無む邪じや気きな声が響ひびいた。

「わーい、みんな遊ぼう……っ！」

　どうやらリコリスたちに誘さそわれたらしい。縞しま模も様ようの入ったボールを手に、リーゼリットがリコリスたちの輪に加わっていく。

「こらリーゼリット、あなた──」

「リーゼちゃんのほうがずっと素直よねん」

　注意しようとしたエリスの言葉を遮さえぎり、クリスの肩かたにいるエミリーがからかうように言った。

「わたしはお風ふ呂ろに入るわ。クリス、付き合いなさい」

「身み支じ度たくぐらい自分でしてください」

　自らの思い通りにならず、かっとなったエリスが指示するも、クリスは従わない。なんだかエリスのことを不ふ憫びんに思い、居たたまれなくなったミソラが口を挟はさむ。

「あ、あのっ！　あたしが手伝います……っ！」

「いいんですよミソラさん。こんなわからず屋の世話をしなくても……」

「でも、訓練でお世話になってますから」

　少なくとも敵アグレツサー役は一いつ生しよう懸けん命めい果たしてくれたのだ。これぐらいの労ねぎらいはしてもいいとミソラは思った。







　児童養護施設。大浴場。

　うわっ！　エリスさん、肌はだがすごいきれい……っ!!

　ミソラの視線の先には、絹のようになめらかな肌を晒さらすエリスの姿があった。

　ふっくらした胸に、優ゆう雅がにくびれた腰こしからお尻しりのライン。一眼で育ちの良さがわかる上品な体つきに、ミソラは羨せん望ぼうを禁じ得なかった。

「ふふっ、広くていいお風呂じゃないの」

　ミソラを連れ立って、エリスが浴よく槽そうへ体を沈しずめた。敵であるミソラが付つき添そいをしているのだが、エリスはこれといって反感を示さない。

　少しは受け入れてもらえたのかしら？

　アンネローゼのように、全ての魔ま甲こう蟲ちゆうを殲せん滅めつするべきだという考えはミソラにはない。

　いまのミソラにあるのは、空戦武踏祭エリアルソードで優勝したいという一心のみだ。

「そんなにわたしを見て、どうかしたの？」

　などとエリスに問いかけられたとき、大浴場のドアががらっ！　と開いた。

「やったーっ！　いっちばーん……っ！」

　素すっ裸ぱだかになったリーゼリットが勢いよく駆かけこんできた。

「リーゼリットちゃん、脱ぬいだものはきちんと畳たたまないといけないんだよ」

　遅れて入ってきたリコリスが注意した。その直後、エミリーとともに児童養護施設にいる人型魔甲蟲の子供たちが続々と姿を現す。

　厄やつ介かいなのが来たわね、とでも言いたげな表情でエリスが軽く舌打ちするのを、ミソラは見み逃のがさなかった。
















　どうやらエリスは、この施設にいる子供たちに苦手意識が芽生えているらしい。口では愚か者たちと侮あなどりながらも、完全に拒きよ絶ぜつして傷つけることに良心の呵か責しやくを感じているようだ。

「ミソラ、うるさくなってきたから出るわよ」

　まだロクに体が温まっていないエリスが浴槽から身を起こし出ようとする。すると、一度脱だつ衣い所まで戻もどったリコリスがあらぬ人物の手を引いてきた。

「ふふっ、アンネローゼちゃんも行こ」

「な、なんであなたがここにいるのよ……っ！」

「捕ほ虜りよになった人型魔甲蟲が吞のん気きにしていると聞いて、灸きゆうを据すえに来たんですよ」

　全ぜん裸らのアンネローゼを見て、エリスがすぐさま身構える。だが、エリスからは少しもチカラを行使しようとはしない。

　その理由をミソラは知っていた。

　カナタとの約束で、交こう渉しようの結果次第ではエリスは解放される可能性がある。それに、ここでいくら抵てい抗こうしたところで、すぐにチカラが行使される気配を感じ取ったクリスが駆けつけ、拘こう束そく制せい御ぎよ術式がエリスの心臓を握にぎり潰つぶすからだ。

　しかし、アンネローゼから見れば、エリスは自分の配下を惨ざん殺さつした者の仲間だ。このまま黙だまって見過ごすとは思えない。

　そんなときエリスは、遊んでほしそうにこちらを見やるリコリスに気づき、冷れい淡たんな口調で拒絶する。

「あなたは向こうに行ってなさい」

　しかしリコリスは、空気が読めないのかその場を去ろうとはしなかった。かまわずエリスはアンネローゼを威い嚇かくする。

「どういうつもり？　まさかここで無力なわたしを虐いじめようっていうの？」

「ええ、そのつもりですよ」

　その瞬しゆん間かん、エリスの体からどっと汗あせが噴ふき出した。表情ひとつ変えずに、アンネローゼが殺気を放ったためだ。

「あなたのお陰かげで、わたしの仲間たちが犠ぎ牲せいになりました。直接手を下したのは、あなたではありませんが、危機を招いたという意味では同じです」

「戦争をしているのっ！　命の奪い合いは当然よ……っ！」

「……………………」

　エリスが訴うつたえるのを無視して、アンネローゼが指先に光こう弾だんを宿す。

「ちょっとっ!?　ま、待ってくださいっ!?　いまのエリスさんに戦うチカラは……っ!?」

　傍かたわらにいたミソラが割って入る。

　エリスは敵アグレツサー役としての務めを充じゆう分ぶんに果たしてくれたし、救いようがない悪人だとは思えなかったからだ。そのとき、

「アンネローゼちゃん、ダメだよ」

　あろうことか、逃にげずに残っていたリコリスもアンネローゼの前に立ち塞ふさがった。

「エリスちゃんをいじめちゃダメ。いじめはメなの」

「……………………」

　まだ幼いリコリスに促うながされ、アンネローゼは光弾を霧む散さんさせ、腕うでをおろす。

「うっふん、やるじゃないのリコリス」

「エミリー先生、ありがとー」

　子供たちで一いつ杯ぱいの浴槽の近くに設もうけられた特設風呂──風呂桶おけに張ったお湯にぬくぬくと浸つかっていたエミリーが褒ほめると、リコリスが満面の笑みを零こぼした。

「意外とビビりなんですね。安心しました」

　先程まで殺気を放っていたアンネローゼが得意げに微笑ほほえんだ。

　えっ!?　わざとだったの……っ!?　仰ぎよう天てんしたミソラが尋たずねる。

「い、いったいどうしてそんなことを……っ!?」

「腹いせです。交渉を前に、事前にカナタ・エイジをこちらに取り込もうとしたんですが断られました。そして『せっかく来たんだから風呂にでも入ってけば』と。最初は小こ馬ば鹿かにしていると思ったんですが、エリス・ヴィーゲルトが入浴していると聞いたので、脅おどしておこうと思いまして」

　あいつのとばっちりじゃないの……っ！

　呆あきれるミソラの前で、アンネローゼはエリスを見み据すえ、

「脅しといえど、半分は本気でしたよ。殺されたわたしの仲間たちの怨うらみを晴らさないといけませんから。せいぜいあの子供に感謝することですね」

　リコリスを一いち瞥べつしたあと、アンネローゼが脱衣所へと戻って行く。

　あとに残されたエリスが意外そうにつぶやく。

「あの子、なんでわたしを庇かばってくれたのかしら？」

「うーん、あの年の子供には難しい理り屈くつとかは必要ないんじゃないでしょうか。ただ護まもりたかっただけなんだと思いますよ。同じ境きよう遇ぐうの仲間を」

　リコリスにはエリスさんの代わりに、あたしがお礼を言っておこう、とミソラがリコリスのもとへ向かおうとした。そのとき、エリスの視線がリコリスを捉とらえた。

「貸しを作っておくのはわたしの流りゆう儀ぎじゃないの。来なさい、背中を流してあげるわ」

　仲間たちと入浴しようとしていたリコリスが、エリスのもとへやってくる。

「あのエリスさん、そういうのはあたしが……」

「ヴィーゲルト家の者として恥はずかしくない振ふる舞まいは身につけているつもりよ。命を救ってもらった恩は、相手が愚おろか者であろうと必ず返すわ」

　お嬢じよう様さま育ちらしいので、ミソラが気を遣つかうもエリスは固辞。先程まで毛け嫌ぎらいしていたリコリスを木製の風呂椅い子すに座らせ、エリスがタオルでその背中を洗い始めた。

「あなたはこんな窮きゆう屈くつな環かん境きようでいったいなにをしたいの？」

　石せつ鹼けんを泡あわ立だてたタオルで小さな背中を擦こすりながら、エリスがリコリスに尋ねた。

「あの、いまは無理かもしれません。でも、いつかエミリー先生とここにいるみんなとで一いつ緒しよに笑って暮らしたいです」

「それは難しいわよ。さっきのロリババアが生きている限りはね」

　リコリスの言を、エリスにしては柔やわらかく否定する。現実を見る限りはそれが正解よね、と傍らで見守るミソラが思う。しかし、リコリスは現実に縛しばられない。

「でも、いまはチカラがなくてもいつかできるかもしれません。わたしたちだって、いつまでもこの場所に留とどまるつもりはないです」

　逆境に屈くつしまい、とリコリスが主張する。

「エミリー先生からは、せっかく呪じゆ力りよくを宿す人型魔甲蟲の子供なんだから、もっとやぼうを持って大きなことをしなさいって教えられている最中なんです。だから、わたしたちはいまこの養護施設をじちりょうにしようって勉強中なんです。最後にはどくりつこっかにして、そこにいるフレイちゃんががいむだいじんで、マルギッテちゃんがぼうえいだいじんです」

「ふふっ、意外と見所があるじゃないの」

　言葉の意味すら理解しきれぬリコリスの無む邪じや気きな野心に興をそそられたのか、それともアンネローゼから助けられたことで心を赦ゆるしたのか。いまのエリスは、アンネローゼのもとへ下った人型魔甲蟲の子供たちに敵意も苦手意識も覚えてはいないようだった。

　もしかしたら、もとからそんなものはなかったのかもしれない。ただ相手のことをよく知らなかったという誤解があっただけなのかもしれない。

　リコリスをきっかけに、瞬またたく間まに打ち解けていくエリスを見やり、ミソラはそんなことを思った。

　リコリスに限らず、他の子供たちからも『野望』を聞き終えたエリスは、子供たちを前にチカラ強い語調でこう締しめ括くくっていた。

「それでこそ、人型魔ま甲こう蟲ちゆうよ。この世界の人間たちに蔑さげすまれることがあっても、決して人型魔甲蟲の誇ほこりを忘れてはいけないわ」

　どうやら野心溢あふれる考え方が、エリスは大好きらしい。

　やがて入浴を終え、脱衣所で着き替がえる際、エリスはこんなことを口にする。

「……お兄様は『チカラなき者たち』と蔑んでいたようだけど、ここの子供たちはなかなか見どころがあるわ。わたしが救出されたときは、あの子たちのことも口利ききしてあげる。それが命を救ってもらったことの本当のお礼よ」

　思わずミソラがつぶやく。

「エリスさん……」

「ミソラ、あなたも魔甲蟲陣じん営えいに来るならわたしが口利きしてもいいわよ。もちろん、わたしのお世話係としてだけど」

「それはお断りします」

　冗じよう談だんめいた誘さそいをミソラがきっぱりと断ると、エリスがふふふと笑い声を漏もらした。







　児じ童どう養よう護ご施し設せつ。集会室。

「なあエリス。今日一日敵アグレツサー役を務めてみてどうだった？」

　幾いくつかのテーブルが置かれた集会室には、夕食を摂とってひと心地ごこちつくカナタの姿があった。

「そうね。ミソラたちがいくら努力したところで、人型魔甲蟲に勝てるわけがないわ」

　奥のテーブルで、足を組んだままエリスが言った。エリスと同じテーブルには監視するクリスの姿もあった。集会室にこの三人以外の姿は見あたらない。ミソラは養護施設の子供たちと一緒に食器の後片付けをしに調理室へ行っている。ミーナたちを送ってきたリコたちも同様だ。

「この世界の人類のチカラで対たい抗こうできるわけがないもの。はっきり言って、明日あしたも特訓をしたところで、ミソラたちに負担を強しいるだけよ」

「ま、勝算がないのは認めるよ」

　飄ひよう々ひようとカナタが言う。

「明日も特訓──ミソラたちが命を懸かけて努力したところで、人型魔甲蟲と正面から戦って勝てる確率はゼロパーセントだ」

「そう。なら、わたしがお兄様へ口利きをしてあげましょうか？」

　エリスが嬉き々きとして言う。

「どうせ決勝トーナメントで優勝するのは《ベベル》代表小隊よ。そして今後の覇は権けんは、魔甲蟲陣営が担になうことになる。もしいまここであなたとミソラたちがわたしとお兄様に忠誠を誓ちかうと約束するなら、わたしがお兄様にあなたたちの保護をお願いしてあげるわ。そうすれば、あなたたちも多少おいしい思いをすることができるでしょ。もちろん、わたしをここから脱だつ出しゆつさせてくれるならだけど」

「そいつは悪くない提案だな」

　裏に別の意味を込めて、カナタが返事をした。エリスの提案も解かい釈しやくによっては、エリスがカナタたちのためを想っているとも取れる。

　大浴場でエリスに起きた一件については、ミソラから聞き及およんでいる。カナタは直接現場を見ていないため正確な判断をくだせないが、エリスが人型魔甲蟲の子供たちを大事に想うのは、クリスが言う『エリスの本質』の表れなのかもしれない。

「でも、俺はお前の保護者じゃねーから、その提案はクリスに言えよ」

「あら、つれないわね」

　軽口を叩たたいたあと、エリスがクリスを見やるが、

「エリス、ゆめゆめこの場から逃げ出そうとは思わないことです」

　尋ねるより先に警告を受け、エリスが嫌いやそうにべっと舌を出した。

　そんなとき、食器の片付けを終えたミソラたちとリーゼリットが集会室へと戻って来る。ミソラたちは、なぜか防護服プロテクターに着替えていた。

「エリスさん」

「なによ？」

「ちょっと付き合ってくれませんか？　これから自主練するんですけど」

「これからって、今日はもうさんざん体を動かしたじゃないの？　っていうかリーゼリット、なんであなたがそっちにいるのよ？」

「えっ!?　だって自主練を手伝ってくれたら、チョコチップクッキーをくれるってミソラたちが言ってて……」

　両手の人差し指をつんつんとくっつけてリーゼリットが俯うつむく中、ブレアたちが快活に言う。

「うぬ。リーゼリットはユーリ先せん輩ぱい特製のチョコチップクッキーで快こころよく引き受けてくれました」

「申し訳ないんですが、買収させて頂きました。でも、空戦武踏祭エリアルソードで優勝するためには絶対に対《崩力》戦の経験が必要なんです」

「ふっ、わたしはもう寝ねる時間なんだがな」

「そのぅ……わたしたち、《崩力》の遣い手との戦せん闘とうをもっと経験してみたいです」

　ミソラの仲間たちの発言を聞き、エリスが衝しよう動どう的に言う。

「あなたたち、いまの状じよう況きようが見えてないの？　どれだけ頑がん張ばっても空戦武踏祭エリアルソードで優勝するのは《ベベル》代表小隊よ」

「たとえ相手がどんなに強くても、諦あきらめちゃいけないものがあるんです」

　エリスが何度も勝てないと指摘してもミソラは微み塵じんも譲ゆずろうとしなかった。この日の特訓で、エリスの《崩力》と相あい対たいしたときと同じく、不動の決意を感じさせた。

　やがてエリスに背を向け、ミソラたちは集会室をあとにした。

「……なんだっていうのよ。不ふ愉ゆ快かいだわ」

　エリスが苛いら立だたしげに吐はき捨すてる。

「エリス、今日一緒にミソラさんたちと訓練して貴方あなたはなにも思わなかったのですか？　──わたくしには胸が空すく光景に思えましたよ」

「わたしは嫌いよ。ミソラたちの姿は、過去の自分を見ているようで虫むし唾ずが奔はしるわ。……不条理を覆くつがえすことはできないのよ。人類陣営と魔甲蟲陣営の争いが避さけられないのと同じようにね」

「ふーん。不条理、ね」

「ええ。強い者は生まれたときからずっと強く、弱い者は生まれたときからずっと弱いわ。それは生まれながらに決められている。そして人型魔甲蟲とこの世界の人類は相あいいれることはできないわ。だから、弱い者は常に強い者の庇ひ護ご下におかれ、管理し保護されていればいいの。自分の領分を越こえたことに手を出すべきじゃないのよ」

　いままで押し殺していた心の叫さけびが、溢れだすかのようにエリスは言う。

「あなたたちは現実を甘く見すぎてるのよ。せっかくだから、わたしの家について教えてあげるわ」

　逃のがれようのない現実を、エリスが語りだす。

「わたしがいた世界は、この世界の感覚で言うところの、貴族と平民がいる世界だったの。《ゲート》の向こうの世界この世界より魔ま術じゆつが発展している反面、科学はあまり進歩していないわ。そんな中で、わたしの家──ヴィーゲルト家は小貴族で、荘しよう園えんでの労働条件の改善をはじめとする、平民重視の政策を取っていたの。周りの貴族より有利な条件だったから、過重労働に苦しむ他よ所その領民たちが逃にげ込んでくることも多かったわ。

　ヴィーゲルト家はなるべく受け入れるようにしていたんだけど、そのせいでさる大貴族から睨にらまれていたのよね。結論から言えば、ヴィーゲルト家を排はい除じよしようとしたさる大貴族に濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、ヴィーゲルト家の取り潰つぶしが決まったの。罪状は、その大貴族の領民を誘ゆう拐かいしたこと。その大貴族は領民を酷ひどいめに遭あわせることで有名で、耐たえ切れなくなった領民が逃にげてきたから保護しただけなんだけど、それが気に入らなかったらしいわね。ヴィーゲルト家の領地と領民たちはその大貴族に接収されることが決まり、誰だれもが悲ひ嘆たんに暮れたわ。でも、お兄様だけは諦あきらめなかった」

　ゼスのことを想うエリスがうっとりとした表情を零こぼした。

「あの当時のお兄様は、強くて、優しくて、そして偉い大だいな方だったわ。もちろんいまもだけれど、向こうの世界にいた頃ころは、もっと偉い大だいだったわね。お兄様はヴィーゲルト家の取り潰しが決定した後も、証しよう拠こを集め、裁判でヴィーゲルト家にさる大貴族の領民を誘拐する意図はなく保護したと主張したわ。証拠はきちんと集まっていたのよ。一度は裁判官も無罪だと口にしてくれたの。

　でも、最終的にこちらの主張は受け入れられなかった。裁判官が買収されちゃったか圧力に屈くつしたのよね。周りにいる他の貴族たちもさる大貴族に眼をつけられることを恐おそれ、誰も救いの手を差さし伸のべてはくれなかった。どうしようもならないことだったの。結末は悲劇でしかなかったけど、お兄様は最後まで領民のことを考えて戦っていたわ。領民たちからも好かれていて、立派な方だった」

　いまのゼスとは、まるで別人だな。

　あまりにもイメージとはかけ離はなれたゼスの姿に、カナタはクリスを見やる。クリスは無言でエリスだけを見つめていた。

「そんなお兄様の優しさに感化されて、当時はわたしも領民を護まもろうと必死だったわ」

　それこそが、クリスの信じるエリスの本質なのだろう。苦境に喘あえぐ人々を護るために立つことは、半はん端ぱな覚かく悟ごでできることはでない。

「いまのゼスに対する認識は共有できませんが、たしかにあの当時のゼスの隣となりに立つ者として、貴方の振ふる舞まいはまさに相応ふさわしいものだったでしょう」

　つまり、この世界に来てからゼスは変わったのか？　一いつ瞬しゆん、カナタが眼を細めた。

「ですがエリス、貴方は悪戯いたずら好きでしたが、優しい心の持ち主でもありました。もと使用人のわたくしが言うのですから、間ま違ちがいありません」

「べつにあのときはお兄様の隣に立つ者として相応しい振る舞いをしていただけよ。そうでなければ、あの不条理下でわたしの心が折れないわけがないわ」

　クリスにとってエリスが信しん頼らいに値する者であるように、エリスにとってのゼスもまた信頼に値する者なのだろう。

　クリスがいくら説得しようと言葉だけでエリスを変えるのは難しいだろうな、とカナタは思う。エリスにとって、窮きゆう地ちで協力して戦ったゼスはただの兄ではなく、激戦を戦い抜ぬいた戦友のようなものなのかもしれない。

「なるほどね。不条理については、たしかにお前の言う通りかもな」

　エリスの想いを汲くみながら、カナタが口を開いた。

「そんでミソラたちにとっての不条理は──《ベベル》代表小隊と戦うことってのも間違ってないよ。あいつら自身、現状では勝算がないってこともわかってると思う。でもさ、諦めきれないものってあるんだよ。あいつらは空士として、こと空戦においての不条理に屈くつするわけにはいかないんだ。だからこそ、俺はあいつらに空戦武踏祭エリアルソードで優勝してほしいと思ってる。お前にとって、領民を護りたいって思うことと同じ気き概がいだよ」

「わたしのことをよく知らないくせに、適当なことを言わないで……っ！」

　拒きよ絶ぜつするエリスにかまわず、カナタが尋たずねる。

「そういえばさエリス、お前たちがこの世界の人類と殺し合うことについてどう考えてるんだ？」

「どうって、特に思うことはないわ。わたしが信じるのはお兄様だけよ。お兄様に戦う意思がある以上、わたしはその意思を尊重するだけ」

「たとえば──この世界の人類と共存共栄の道があったとしても？」

　カナタの眼まな差ざしが鋭するどくなる。

「リーゼリットやこの児童養護施設の子供たちは、ミソラたちともう友達って呼べる関係だよ。それにいまはまだ小さいけど、この世界にはお前たちの居場所がある。あとはさ、そのことについてどう考えるかだろ？」

「……絵空事ね。すでに誰だれもが戦いに向けて動いている。その流れを、あなた一人で変えられるというの？」

　現リ実ア主リ義ス者トを気取りながらも、捨てきれぬ理想が見え隠かくれする台詞せりふ。カナタが本当に確信できたのはこのときだ。

　エリスこそ要役に相応しい、と。

「まさか、俺一人で変えられるわけないじゃんか。だって俺はただの教官だよ。俺にできるのは、ミソラたちを教え導くことだよ。他にできたとしても、空士として仲間を見捨てないことぐらいかな」

　カナタの言を聞き、エリスが微かすかに表情を曇くもらせる。だが、次の瞬しゆん間かん──

「でも、流れを変えられる奴やつなら俺の周りに大勢いるよ。ミソラたちやアンネローゼに、クリス。それにお前だって鍵となる人キーパーソンの一人なんだぜ」

　しっかりとエリスを見み据すえ、カナタが言い放った。

「あなた、なにを考えているの？　わたしはこの世界の人類のために協力するつもりはないわよ」

「当たり前じゃんか。お前は人型魔甲蟲なんだから、この世界の人類のために協力なんかしなくていいだろ」

「なら、なにを言いたいのよ？」

「さーな。でも、自分で考えてみろよ。お前がすべきことの答えは、お前の中にあるよ。なあエリス、いまのお前は何か護りたいものはあるのか？」

「……不愉快ね」

　まるで胸中を見み透すかされたような台詞に、そっぽを向くエリス。そんな姿を目まの当たりにしたカナタは、クリスと貌かおを見合わせ、

「少し変わったみたいだな」

「ええ。あなた方のお陰かげでしょう」

　二人はふっと口元を綻ほころばせ、エリス・ヴィーゲルトの前で頷うなずき合った。

　そのあとカナタは、明あ日すに控ひかえる交こう渉しようのために幾いくつかの情報を尋ねる。

「なあクリス。そういえば質問があるんだけど……」

「なんでしょうか？」

「魔ま甲こう蟲ちゆうにも意思統一できる個体が存在するのに、どうして人類と戦い続けてるわけ？　魔甲蟲陣営にはゼスのような統率者がいて、大部分を指揮できるんだろ。ならさ、人類陣じん営えいのトップと魔甲蟲陣営のトップが揃そろって和平会談したりとかして、魔甲蟲陣営に領土を割かつ譲じようする代わりに、不ふ可か侵しん条約を結ぶとかはしなかったの？」

　すると、クリスの纏まとう雰ふん囲い気きが一変。今まで聞いたことのない硬こう質しつさを孕はらんだ声で、

「カナタさん。その件に関して、教皇陛下アークビシヨツプにお尋ねになられましたでしょうか？」

「真っ先にな」

　俺は核かく心しんを突ついている、と思いながらカナタが経けい緯いを説明する。

「そしたら、その件に関してはクリスに訊きいた方がいいって言われたよ。たぶん、この争いのきっかけについて、お前が一番詳くわしいってことなんだろ」

「一番ではございませんが、いま第一人工空島メガフロートにいる面々の中で詳しいのは、わたくしです。そしてカナタさんがこのタイミングでそのことをお尋ねになられるということは、いまがそのときということなのですね」

『いまがそのとき』という言葉には、カナタに全てを託たくすと宣言したに等しい決意が感じられた。交こう渉しようの場でカナタが為なそうとしていることをクリスは知らないのだが、全面的に協力してくれるらしい。

「かつてエリスの御お父上であるシュドナイ・ヴィーゲルト様が、人類勢力との長きに渡わたる戦争に終しゆう止し符ふを打つために、《ベベル》で和平会談に臨のぞみました。その際、人類勢力による襲しゆう撃げきを受け、シュドナイ様が命を落としました。それが魔甲蟲陣営に伝わる真実です。シュドナイ様の世話役として和平歓かん談だんの場に臨んでいたはずのわたしが卑ひ劣れつな教皇に加担したことを、エリスは快こころよく思っておりません」

　それこそが人類と魔甲蟲がいまなお戦い続ける理由であり、エリス・ヴィーゲルトがクリスを怨うらむ理由であった。しかし、クリスが次に紡つむぐ言葉は謝罪ではない。それどころか、

「ですが、実際は違ちがうのです」

　エリスが眼を細めた。この期ごに及およんで何を言うのか、と咎とがめるかのように……

「それとカナタさんには、わたくしが魔甲蟲勢力を離れ、人類勢力に味方する理由をまだ申し上げておりませんでしたね」

「ああ。でも、それが今回の話に関係があるのか？」

「ええ、大いに。わたしはこの場で、真実の告白をしなければなりません。わたしは、シュドナイ・ヴィーゲルトを殺あやめた本当の人物を知っております」

「誰なのよ、そいつは？」

　焦じれたエリスが促うながした。一方でカナタは、言い澱よどむクリスの口調からその人物が、カナタとエリスにとって最も望ましくない相手であることに気づいていた。

「ゼス・ヴィーゲルトです」

　重々しい口調で、クリスが言う。

「シュドナイ様の息子むすこである──ゼス・ヴィーゲルトです。彼が和平会談を叩たたき潰つぶし、この世界に破は壊かいと混こん沌とんを撒まき散らした張本人です」




　　　　※※※




　同時刻。ヴィーゲルト邸てい。ゼスの私室。

「──明日の空戦武踏祭エリアルソード予選における戦傷者慰い問もんについては、以上の日程になります。それとゼス様、交渉の件ですが、先程教皇陛下アークビシヨツプの手の者から、このような手紙が届けられました」

「ふーん。場所と日時の再確認か。カナタ君もまめなことだね」

　ソファーに腰こしかけたゼスが、キルスティから手て渡わたされた手紙に眼を通す。

「教皇も参加するらしいが、はてさて交渉とは一体なにをすればいいのかな。まさか年ねん俸ぽうと労働条件を提示してほしいわけでもないだろうに」

　嘲あざけりの交じった口調で言ったあと、ゼスはこう続ける。

「せっかくだからユミエールも参加させようか。おそらく教皇は護衛に《コウライ》代表を連れてくるはずだからね、貌合わせにちょうどいい」

　カナタを獲かく得とくするために、どちらのチカラが上か示すいい機会だと考えたのだろう。

「ゼス様、ひとつ伺うかがわせて頂きたいのですが」

「なんだいキルスティ」

「もしカナタ・エイジが再度わたしたちからの誘さそいを拒こばみ立ちはだかった場合、どのように対処なさるおつもりですか？」

「なんだ、やけに簡単な質問だね」

　有事の際の対処を問うキルスティに、ゼスは微び笑しようを浮うかべた。

「代理戦争である空戦武踏祭エリアルソードの結果を受け入れず、もしカナタ・エイジを始めとしたこの世界の人間たちがなお敵になるのであれば、最終戦争をしかければいい。わたしたちの管理下にある全ての魔甲蟲を以もって、この世界の抵てい抗こう勢力を一いつ掃そうする」

　魔甲蟲陣営代表として、ゼスが当然の如ごとく断言する。

「王の意思に従わぬ世界など、わたしは認めるつもりはないよ」

　抗あらがう者は全て滅ほろぼし、チカラある者たちが世界を管理し、運営する。狂きよう気きの夢を実現させるチカラが彼にはあった。







　　　第三章　そのとき、境界線上の彼は答える







　五年前。教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。

　和平会談のその日、クリスはエリスの父──シュドナイ・ヴィーゲルト代表の世話役として、ノエシス宮きゆう殿でんの議事室で和平会談に臨のぞんでいた。選ばれた理由はごく単純なもので、シュドナイ・ヴィーゲルトがこの世界に来てから病やまいにかかり、その世話役としてクリスが付きっきりだったに過ぎない。

　本来ならばエリスもこの会談に加わるべきだったが、予あらかじめ会談に参加する人数が制限されていたことと、メンバーを選定したゼスの裁量により外されていた。

　会談に出席した魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えいの主要な面々は、シュドナイとゼスを始めとするヴィーゲルト家の者たちに加え、同盟関係にあるシーザー家の者の姿もあった。シーザー家は党首が魔甲蟲と化し、年若のユミエールが党首代行を務めていたが、こちらは本人の器量が高く配下からの人望も厚かった。

　一方で人類陣営の代表はアンネローゼ・サザーランド・ベベルが務め、多くの護衛と何人かの重じゆう鎮ちんを伴ともなってシュドナイとの交渉を取り纏まとめていた。

　数百年にも渡る対立をしていたにもかかわらず、和平会談という場を築くことができたのは、両陣営の代表による意向が大きい。

　魔甲蟲陣営の代表──シュドナイ・ヴィーゲルトは、クリスが知る限り戦いを好まぬ人物であった。《ゲート》を潜くぐった目的も、新天地を征せい服ふくしに向かうためではなく、あくまで安息の地を求めんがためのものであった。

　その行動には、もしかしたら代々ヴィーゲルト家に伝わる家訓も影えい響きようしているのかもしれない。

　汝なんじの友と手を取り、安あん寧ねいを築かん。

　代々、友好を以もって和と為なしてきたヴィーゲルト家の家訓だ。

　突とつ如じよとして人型魔甲蟲を名乗る存在から接せつ触しよくを受け、この世界の人類たちは戸と惑まどいを覚えたはずだ。だが、アンネローゼも長きに渡る戦いに終止符を打とうとしていたらしく、和平会談に応じてくれたらしい。

　実際、会談が始まってみると両陣営の対話は難航していた。魔甲蟲陣営が自分たちの生活に必要な浮遊都市と領民を要求したのに対し、人類陣営はあくまで人型魔甲蟲たちがこの世界の人々に紛まぎれて暮らし、それに陰かげながら支し援えんを行う意向を示したからである。

　簡単に言うと、人類陣営は人型魔甲蟲という存在を公式には認めず、ささやかな支援を行う見返りに大きな安寧を求めようとしたのだ。

　シュドナイは始めから交渉が難航することを見み越こしており、一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟はさみ仕切り直すことを提案した。

　アンネローゼを説得するのは容易なことではない。

　今日の会談で、彼女がこちらの要求を吞のむことはなく、おそらくはこれから数年に渡り、下へ手たをすれば数十年に渡り、人型魔甲蟲が自治を求める政せい治じ闘とう争そうが続くことだろう。

　シュドナイとクリスがそんな認識を深めていたときだった。

　惨さん劇げきの幕が上がったのは……

　始まりは、教皇の重鎮の一人が休憩中のシュドナイに接近を図はかったことだ。おそらくは会談の場で、アンネローゼが表立って言えないことを伝えに来たのだろう。向こうの世界では、会談を円えん滑かつに進めるための手回しは常識だった。

　魔甲蟲陣営の代表であるシュドナイに貸かし与あたえられた個室には、シュドナイと参さん謀ぼうであるゼス、そして教皇の重鎮である近この衛え隊長──フォルセ・ストライズを残し、クリスはシュドナイが薬を飲むための白さ湯ゆをもらいに退室していた。そして自室に帰ったとき、全てが終わっていた。

　瀕死のシュドナイと、事切れた近衛隊長。いつの間にかいなくなったゼス。慌あわてて駆かけ寄よったクリスへ、事切れる直前のシュドナイから全ての真実が……ゼスが犯人であることが明かされた。

　それがクリスの知る真実だった。

　この話を聞いたエリスは動どう揺ようし、そんなことはあり得ないと否定したが、クリスは真実であることを強調したうえでこう述べた。

「貴方あなたのお兄様は、向こうの世界ではとても慈じ悲ひ深ぶかい方でした。ですが、この世界では違います。ゼス・ヴィーゲルトは闇やみに墜おち、道を違たがえております」

「お兄様への侮ぶ辱じよくは赦ゆるさないわ……っ！」

　信しん頼らいする兄を侮辱され、エリスは思わずクリスの頰を叩いた。しかし、クリスは一瞬もひるむことなく、

「カナタさん、わたくしはシュドナイ様から、エリス様のことを頼たのまれました。いままでは微び々びたるチカラを持つわたくしにできることなどなく、教皇陛下アークビシヨツプのもとへ下り、情報を提供することでゼスを正そうとして参りました。ですが、それもこれまでです」

　そのように述べたあと、クリスはこう結んだ。

「貴方がゼス・ヴィーゲルトに対たい抗こうしうるチカラを持ち、そしてわたくしの信頼を勝ち得た以上、わたくしはお願いしなければなりません。──ゼスを止めてください」







　交こう渉しよう当日。午前九時過ぎ。

　照明が生み出す地下の空を、エリスは憂ゆう鬱うつそうな眼まな差ざしで窓辺から見上げていた。

　昨晩聞いた話は、真実ではないと思う。お父様に酷ひどいことをしたのが魔甲蟲陣営の者──ましてや信頼するお兄様であるわけがない。捕ほ虜りよとなった自分への嫌いやがらせにしても、もっといい方法があるのに馬ば鹿かね、と一笑にふしたことだろう。

　それが他でもない、クリスからの説明でなければ……

　魔甲蟲陣営を裏切り、人類陣営に味方しているとはいえ、クリスがこんな卑ひ怯きような手を使ったりはしないことは自分が一番よくわかっている。それはクリスが使用人として雇やとわれて以来、彼女と一いつ緒しよに過ごしてきた頃ころの記憶から判断して間ま違ちがいない。

　なら残る事実はひとつしかないが、兄が父殺しをしたという事実は、クリスが卑怯な手を使う以上に信じられない。

　言いようのない胸のざわめき、ままならぬ不安。そんなどうしようもない感情が、エリスの胸中に巣食っていた。

「エリス様、どうしたんですか？」

「少し考え事してたのよ」

　エリスが振ふり向いた先には、身み支じ度たくを整え終えたリーゼリットの姿があった。ミソラたちの特訓に付き合うのは性しように合うらしく、昨日の疲つかれを全く感じさせない。

「そういえばクリスの姿が見えないけど、どこにいるの？　あの子に無断で呪じゆ力りよくを使って心臓を潰つぶされでもしたらぞっとしないわ」

　自分の手た綱づなを握にぎる者の名を尋たずねたとき、エリスに思わぬ返事が齎もたらされた。

「クリスですけど、カナタと一緒にどこかに行きました。アリエスの離り宮きゆうもなんだか騒さわがしいみたいですし、動きがあるようです」

　この状じよう況きようでその面々に動きがあるとしたら、可能性はひとつしかない。

　逃げ出すべきかしら？　エリスがすぐさま検討する。カナタとクリスがいない以上、エリスがこの地下都市を脱だつ走そうするのは容易だろう。

　問題はそのあとだ。

　下手に騒ぎを起こして、クリスの逆げき鱗りんに触ふれるようなことをすれば、仮にお兄様と合流できたとしても身が危あやうい。クリスに見つかっても、手が出せない状況を築かなければ……と考え、エリスの脳のう裏りに妙みよう案あんが浮かんだ。

　人類陣営と魔甲蟲陣営が、カナタをかけて交渉する場。おそらく場所は、ノエシス宮殿の議事室。そこなら血ち生なま臭ぐさい行こう為いは厳禁のはず。クリスに交渉の全てを台無しにする覚かく悟ごがなければ、エリスには手が出せない。そして交渉の場に貌かおを出せば、お兄様がわたしのことを護まもってくれる。わたしの提案で、この児じ童どう養よう護ご施し設せつの子供たちを保護することもできる。

　つまり、いま自分に生じている問題を全て解決できるのだ。

「リーゼリット、少し協力してくれないかしら？」

　エリスの提案を聞き、リーゼリットは始めこそ拒きよ否ひしたもののすぐに折れた。もとよりエリスの部下であるリーゼリットに、拒否権など存在しない。やがて──

「エリスさん、今日も特訓をお願いします」

　来室してきたミソラがエリスへ声をかけた。しかしエリスは、うっすらと微笑を浮かべて応じるだけで何も喋しやべろうとはしない。すると、ミソラが不思議そうに貌を顰しかめ、エリスを窺うかがい出すではないか。リーゼリットが慌てて尋ねる。

「ど、どうしたのミソラ……っ!?」

「嫌いや味みごとのひとつでも言われると思ったんだけど、なんだかエリスさんの雰ふん囲い気きが変わったような……」

「ぜ、ぜんぜんそんなことないと思うよっ!?　ほ、ほらエリス様ご自身もそう思いますよね……っ!?」

　リーゼリットが促うながすと、エリスがおしとやかに頷うなずいて見せた。

「そうですか。でも、あたしはエリスさんの雰囲気が変わったと思いますよ。昨日とは、まるで別人みたいです」

　ま、まずい……っ!?　ミソラの指し摘てきを受け、リーゼリットがひっそりと脂あぶら汗あせを浮うかべていた。

「いまのエリスさんとなら、きっとすごい特訓ができると思います。もしかしたらエリスさんも、昨日からあたしとの特訓を愉たのしみにしててくれたりして」

　と、ミソラが冗じよう談だんめかして口にする。

　そもそも非協力的で、この世界の人類を忌き避ひするエリスにとってそれはあり得ないのだが、夢幻泡影ニトケルテイで作られたエリスはまた頷いてしまう。安らかな微笑ほほえみとともに。

　ち、違ちがうしっ!?　エリス様はこんな立派な性格はしてないよ～っ!?

　リーゼリットが内心でツッコむと同時に、ミソラが驚いたように口にする。

「えっ!?　愉しみなんですか……っ!?」

　ミソラの問いに、エリスは三み度たび愛想よく頷いた。

　夢幻泡影ニトケルテイによる再現性の限界か、エリスの自己像セルフイメージとの違いか。おそらくはその両方が関係して生み出されたこのエリスは、慈じ愛あいの心に満ちた人格者らしい。

「ミ、ミソラっ!?　エリス様はお疲れのようだから……」

「お疲れって、まだ今日が始まったばかりじゃないの」

　慌ててリーゼリットが取り繕つくろうが、ミソラは受け付けない。それどころか、その不自然なまでの慌てぶりを不ふ審しんがられる。

「リーゼリット、あんた何か隠かくしてるでしょ？」

「な、なにも隠してないよっ!?　そ、そうですよねエリス様……っ!?」

　リーゼリットが同意を求める。だが、ふるふるとエリスは愛想よく首を横に振った。

　ちょ、ちょっとっ!?　なんでそこで首を横に振るんですか……っ!?

　あたふたしたリーゼリットが視界を遮さえぎろうとするのを押しのけ、ミソラはエリスを凝ぎよう視しして、はたと気づく。

「エリスさん、あなたひょっとして夢幻泡影ニトケルテイで作られた偽にせ物ものじゃ……」

　すると、エリスは無言で愛想よく頷いた。

　なんでこんな正直者なのよ～。エリスのために尽つくそうとしたリーゼリットがとほほとうなだれる。それから、ミソラは鬼おにのような形ぎよう相そうでリーゼリットに振り向き問い質ただす。

「リーゼリットっ！　エリスさんはどこに行ったの……っ!?」

「ゼ、ゼス様に会いに行くって……」

「お馬鹿っ！　なんで止めなかったのよ……っ！」

「だ、だって……あたしの主あるじはエリス様だもん」

　エリスがゼスと出会うことが、あいつの交渉の脚本シナリオを崩くずす最悪の要素フアクターになるかもしれない。

　リーゼリットに、リコたちは予定通りに特訓するようにとの指示を頼み、ミソラは飛行魔ま術じゆつを発動。開け放たれた窓から、大おお慌あわてで飛び出した……！










　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。ノエシス宮きゆう殿でん。議事室。

「さてと、だいたいこんな感じかな」

　Ｕ字型に並べた机を、カナタが満足そうに見み渡わたす。いちおう交渉の主しゆ催さい者しやとして、最低限の用意はするつもりらしい。

　議事室の貸し切りには、リバーが協力してくれている。隠し通路等を心得た宮殿内は警備しやすくいざとなったら逃にげやすいのだろう、快こころよく引き受けてくれた。

「うん、いい出来じゃないのん」

　カナタの肩かたから、エミリーが腰こしに手を当てて言った。妖よう精せいサイズの彼女の所属は人類陣営のはずだが、命を助けてもらったカナタへの義理からカナタ個人に味方することに決めたらしい。他には、捕虜とした人型魔ま甲こう蟲ちゆうたちの扱あつかいを巡めぐり、アンネローゼと険悪な仲になっているクリスの姿もあった。

「にしてもさ、お前らはこっち側についていいの？」

　エミリーとクリスを見やり、カナタが尋ねる。

「俺がなにをしようとしてるかわかんないのに手伝いをするなんて、大分おかしいと思うけど……」

「ええ、常識で考えたらそうなるでしょう」

　カナタの言を受け、クリスとエミリーが主張する。

「ですが、わたくしはカナタさんがとてもユニークな方であることと、空士やその教官としての信念に溢あふれた人物であることを知っております。ですから具体的になにをするのかはわかりませんが、何のためにしたいかはわかるつもりです」

「ふふっ、クリスちゃんに同じん」

　そこまで俺は評価されてるのか。買いかぶられるのは嫌きらいだが、この二人になら悪い気はしなかった。

　クリスもエミリーも、人型魔甲蟲でありながら魔甲蟲陣営を裏切った者たちだ。もともと人類陣営でありながらいまだに人類への協力を表明せず、しかも《ミストガン》で裏切り者呼ばわりされていたカナタとしては、この二人の期待に応こたえてみたいと思う。だが、

「カナタさん、この交こう渉しようの結果、世界が平和になる可能性はどれくらいあるでしょうか？」

「うーん、多分だけど、この交渉はやったところで九割九分無む駄だになると思うよ」

　頭の後ろを搔かいたあと、カナタが言った。

「そもそもさ、俺にいくらチカラがあるっていっても、俺の本職はあくまで教官なんだよね。対してアンネローゼとゼスは政治家とか謀ぼう略りやく家とかそのあたり。今回俺は相手の土俵で戦わなくちゃならないからさ、勝算は本当に低いよ。どう考えても、俺ひとりのチカラじゃ世界は平和にならないんだよね」

　状況は違えど、抗あらがえぬ環かん境きよう下で、誰だれにも訪れる理り不ふ尽じん──不条理。エリスが主張するそれが、カナタの前にも立ちはだかっていた。しかし勝算が殆ほとんどないというカナタの言葉を耳にしても、クリスは挫くじけることなく尋ねてきた。

「ですが、貴方あなたはそれをなさるのですね」

「まあね。たとえ負けるにしても、何もせずに負けるのは俺の主義じゃないんだ」

　どんなに頑がん張ばったところで、ゼスやアンネローゼの信念を変えるのは難しい。いや、不可能といっていい。それでも──

「俺は負ける戦いはしない主義だけど、この交渉に負けても俺が失うものは何もない。だから、俺の理想を実現するために打てる手は全部打つよ。だってさ、やらずに後こう悔かいするよりやってから後悔したほうがいいじゃんか」

　一切の迷いなく、カナタ・エイジは悠ゆう然ぜんと言い放った。







　ノエシス宮殿。廊ろう下か。

「ここに足を運ぶのも久しぶりですね」

　自分の配下たちによって人ひと払ばらいされた廊下には、アンネローゼたちの姿があった。付き従うように半歩遅おくれて歩くハルトマンが提案する。

「何人かの評議員に挨あい拶さつしていきますか？　教皇陛下アークビシヨツプの安否を危ぶむ方もおられますが」

「いいえ、いまはけっこうです」

　ハルトマンを一いち瞥べつすらすることなく、アンネローゼは廊下の先を見み据すえ、

「これから臨のぞむ場では肩かた書がきなど何の役にも立ちません。むしろ、不要な犠ぎ牲せいを強しいてしまうことに繫つながりかねませんから」

　そう言って、戦場へと歩みを進めた。と、向かう先には一足先に現地入りしていたリバーと《コウライ》代表小隊の隊長であるチャオの姿があった。

「教皇陛下アークビシヨツプ、会場の警備と退路の最終確認も終しゆう了りようしました。いざというときは可か及きゆう的速すみやかに《ベベル》の外へ逃のがれることができます」

「わかりました」

　リバーの報告を受けながら、アンネローゼは交渉の控ひかえ室しつへと入り、パイプ椅い子すに腰かけた。リバーたちが警備にチカラを入れる中、ふとアンネローゼが尋たずねる。

「そういえばチャオさん、人型魔甲蟲の戦いを間近で目もく撃げきしてみて、どうでしたか？」

「はい、通常戦力での迎げい撃げきは困難でしょう。《崩力》の遣つかい手は、各おの々おのが一いつ騎き当とう千せんの遣い手となります。《ミストガン》代表小隊を中心とした部隊で迎撃した際は、薄はく氷ひようを踏ふむ思いで戦ったことでしょう。人数の上では優勢であっても容易たやすく勝てる相手ではありません」

　頷くアンネローゼの前で、チャオがさらに説明する。

「今回の決勝トーナメントでは、五対五という同人数で《ベベル》代表小隊と戦うことになります。なので人数比では一対一。大火力、大出力、高機動の敵を相手に長期戦は不利。わたしたちが勝機を見み出いだすには、短期決戦で臨むほかありません。こちらは魔ま力りよく量を気にせずに戦い、《崩力》を貫つらぬける術式を用いて、一気に敵を倒たおします。その為ための術式も全員が習得済みです」

「そうですか、明日あしたの決勝トーナメントでは期待していますよ」

　そう言って、アンネローゼは控室を見渡した。

「それにしても、ここがホームグラウンドだというのに落ち着きませんね」

「落ち着かないのは、以前交渉が最悪の形で決けつ裂れつしたからではありませんかな？」

「……それもあるかもしれません」

　事情を知るハルトマンの言葉に、アンネローゼは珍めずらしく一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたあとに頷いた。自らの甘さが招いた過あやまちを悔くいるかのようだった。

　やがて控室のドアがノックされる。リバーがドアを開けるとそこには、極ごく僅わずかな呪じゆ力りよくを駆く使しして宙に浮いているエミリー・ウィットベルンの姿があった。

「やっほー、リバーちゃん。案内に来たわよん」

　緊きん張ちようした空気をまるで感じさせず、エミリーが能天気そうな声で言う。

「人類陣営はみんな揃そろってるみたいねん。これから会場入りするけど、準備はいいかしらん？」

「エミリーさん、いいですか？」

　挙手をしたリバーが尋ねる。

「カナタ君の目的がどこにあるのか、エミリーさんならわかるんじゃないですか？　まさか本当に交渉の内容次第では魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の味方をするなんて言わないですよね？」

　友人としてカナタ・エイジのことを信じるゆえの質問なのだろう。リバーは近この衛えでありながら、カナタとともに《アスモデウス》との激戦を戦い抜ぬいた経験からか、公務中でもカナタに『戦と友も』として接する節がある。

　それとは対照的に、教皇であるアンネローゼは人類の命運に関する問題において、必ずカナタを『強力な駒こま』として認識していた。

「あははは、リバーちゃん。なに当たり前のことを言ってるのよん」

　リバーがほっとするも、アンネローゼは厳きびしい貌つきを崩さない。

　なぜならば──

「カナタちゃんなら、本当に交渉の結果次第じゃ魔甲蟲陣営の味方するに決まってるじゃないのん。あの子は平気で教皇陛下アークビシヨツプの意思に逆らう人間よ」

「………………っ!?」

　やはりそういうことだろうな、とアンネローゼは思う。

　カナタの言動に関しては、いまエミリーが言ったことが全てだ。

「気を取り直してくださいリバーさん」

　絶句するリバーに、アンネローゼは冷静に声をかけた。

「もしカナタさんに本当に人類に敵対する意思があるなら、そのときは彼の教え子たちを人ひと質じちにして再度協力を要よう請せいすればいいだけのことです」

「ふーん。ま、それが教皇陛下アークビシヨツプの答えなのよねん」

　半ば呆あきれたようにエミリーが言った。だが、なんと嘲あざけられようとアンネローゼに方針を変えるつもりはない。

　徹てつ底ていした現リ実ア主リ義ス者トでなければ、人類の未来を護ることができないのだから。

「それじゃ議事室までついてきてくれるかしらん。それと念のため断っておくけど、ゼスちゃんたちと出会っても暴ぼう力りよく沙ざ汰たは御ご法はつ度とよん」







　同時刻。ノエシス宮きゆう殿でん。中庭。

　専属の庭師によって手入れされたそこの中央には、等とう間かん隔かくに豪ごう奢しやな石柱が幾いくつも立てられ、議事室がある建物へと繫がる屋根付きの通路が設もうけられていた。その通路を、ゼスが仲間たちを連れ立って歩いてくる。

「戦傷者への慰い問もんの後にこの場を訪れるなんて、ふてぶてしい真ま似ねをするじゃんか」

　交渉の場へと向かうゼス一行を待ち受けるカナタが告げた。

　どうやらゼスは、さきほどミーナたちが入院していた病院を訪問していたらしい。議事室近くに置かれていた広報誌には、ゼスの慰問が告知されていた。

「どれもこれもわたしが立場を維い持じするために必要なことだからね」

　何の悪気もなくゼスが言った。

　善行でもなければ悪行でもない、ただ必要だからそれをしたという、倫りん理り観かんに縛しばられぬ態度だった。

「それにしても、直接出で迎むかえてくれるとは光栄だな。この度たびはお招き頂きありがとう、とお礼を言うべきなのかな？」

「俺にも意味があるから、わざわざ来てもらっただけだし、べつに礼を言われるようなことじゃないよ。それに俺一人じゃなくて、もう一人いるし」

　そう言って、カナタは隣となりに立つクリスを一瞥する。するとゼスが、如い何かにもわざとらしい口調で驚おどろいてみせる。

「これはこれは。クリスティーナ君もいたのか」

「生あい憎にくとまだ命を絶たれておりませんので」

「教皇の手の者に助けられて無事だったのだろう。しかし、わたしは人類に与くみする裏切り者を生かしておくつもりはないよ。機会があれば、キミのことは処分させるつもりだ」

「少なくとも俺の眼が黒いうちは、クリスに手を出させねーよ」

　カナタはゼスの傍かたわらに立つキルスティを見やって言った。

「無事と言えば、キルスティももう怪け我がは治ってるみたいだな」

「カナタ・エイジ、もし貴様が教皇陛下アークビシヨツプと結けつ託たくしてゼス様に刃やいばを向けることがあれば──」

「こらこら、よさないかキルスティ」

　睨にらみつけるキルスティを制し、ゼスが問う。

「カナタ君は、この場でわたしたちを襲おそったりはしないよ。そうだねカナタ君？」

「さーな。もしかしたら教皇陛下アークビシヨツプと結託してて、いきなり襲い掛かかるかもしれないぜ」

　そう言って、カナタは不意に魔術士の宝石箱マギスフイアに魔力を宿らせた。固有魔力波に反応し、虚こ空くうから漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣けんが出現。カナタはそれを手に取り、切先を向ける。

　むろん、刃の先にいるのはゼスだ。

「カナタ・エイジ……っ!?」

　騙だまし討ちと理解したキルスティがやや遅れて呪じゆ鎌れんを展開しようとする。しかし、その動きを妨さまたげるものがあった。それは──ゼスの右手だ。

　視線はカナタを見据えたまま、しかしゼスはキルスティを制止するかのように右手を伸のばし、掌てのひらを向けているのだ。この場には、ゼスとキルスティに加え、《ベベル》代表小隊の隊長であるユミエールの姿もあったが、彼女はくだらなそうな眼まな差ざしでカナタを見据えていた。

　キルスティが問う。

「ゼス様、なぜ……っ!?」

「決まっているじゃないか、その必要がないからだよ」

　冷静な表情を崩くずさず、ゼスが言う。

「もしカナタ君にその気があれば、わたしだけをここへ呼ぶように工夫したはずだ。それにこの場所で戦うのは、カナタ君にとって都合が悪すぎる。こんな嫌いやがらせをしたのは、わたしのクリスティーナ君に対する扱あつかいが気に入らなかったからだよ」

　流石さすがに魔甲蟲陣営の代表だけあって、肝きもが据すわってるな。それに、俺の意図を瞬しゆん時じに理解してる。

　しばしの沈ちん黙もく。カナタはおもむろに魔砲剣を霧む散さんさせ、肩かたのチカラを抜いた。

「ま、お前の読み通り、今回は何も危害を加えるつもりはねーよ」

　そう言って何事もなかったかのように、カナタらしい飄ひよう々ひようとした態度で付け加えた。

「じゃあ案内するから、ついて来いよ。それと念のために断っておくけど、殺しは厳禁だからな。教皇陛下アークビシヨツプを見ても大人しくしてろよ」

　そして五年ぶりに、二大陣営の代表同士が相見あいまみえることになった……っ！










　ノエシス宮殿。議事室。

「お久しぶりですねヴィーゲルト評議会会長」

「これは教皇陛下アークビシヨツプ、ずいぶん長いことお会いしていなかったようで。その後はつつがなくお過ごしでしたか？」

「ええ。どこかの人の皮を被かぶった化ばけ物ものと、したくもない挨あい拶さつをしていることを除いてですが」

「おや、随ずい分ぶんと手厳しいですね。これでもあなたがいなくても評議会が上う手まく回るように貢こう献けんしたつもりなんですが」

　出会って早々始まる皮肉の応おう酬しゆうを聞きながら、クリスはカナタの隣の席で、慎しん重ちように状じよう況きようの推移を見み極きわめようとしていた。

　この交こう渉しようの場において、特に役割のないクリスが敢あえてカナタの隣に座ったのは、もしものときに備えてのことだ。

　カナタが企き画かくしたこの交渉の場で、何が起こるかはおそらくカナタにも読めまい。

　先程ゼスの出方を試すような真似をしたときのように、故意過失を問わずカナタの行動の結果として、カナタの身に危険が迫せまる恐おそれは充じゆう分ぶんにある。また人類陣じん営えい、魔甲蟲陣営の双方またはどちらかによる騙し討ちも警戒しなければならない。

　最悪の場合クリスは自分自身を盾たてにすることで、カナタが体勢を立て直すための時間をコンマ一秒でも稼かせぐ覚かく悟ごがあった。クリスにとって、カナタはそれだけの価値がある可能性なのだ。

「やはり《コウライ》代表が次の相手のようですね」

「貴様らが次の相手か、よい面つら構えだ」

　キルスティとユミエールの視線を堂々と受け止め、チャオが不ふ愉ゆ快かいそうに返す。

「化物に褒ほめられてもうれしくないな。決勝トーナメントでは覚悟してもらおう」

「たかが人間が我われに勝てるとでも思うのか？」

　安い挑ちよう発はつに乗ったユミエールが放つのは殺気。それに当てられた者たちの行動に影えい響きようが出る直前、ぱんぱんと手を叩たたく音がした。

「はいはい、そこまで。まずは俺のペースでやらせてくれよ。じゃあクリス、まずはみんなにお茶でも出してあげて」

　緊ア張イをス解ブすレこイとクの必要を感じたのだろう。クリスはカナタの言に従い、テーブルの脇わきにあったポットから人数分の紅茶を用意する。

　まず人類陣営にお茶出ししていると、

「クリスさん、少しいいですか？」

　人類陣営の代表であるアンネローゼに小さく声をかけられ、走り書きが記されたメモを渡わたされた。




　──カナタ・エイジの意図を教えなさい。そうすれば人型魔甲蟲の子供たちの待たい遇ぐうを少しだけ向上させてあげます




　これが教皇陛下アークビシヨツプのやり方ですか。

　呆れるより先に、半ば納得する自分がいることにクリスは気づいた。そのやり口は汚きたないと罵ののしられるかもしれないが、彼女がいるのは綺き麗れい事だけではやっていけない世界なのだ。

「その……じつはわたくしもよくわかっておりません。カナタさんがなにかなさろうとしているのはわかるんですが、彼は『この交渉はやったところで九割九分無む駄だになると思う』と言っておりました」

「いったい何を考えているんですかあの人は……」

　続いてクリスは、ゼスたちへとお茶出しする。

「教皇陛下アークビシヨツプに、なんて訊きかれたんだい？」

「カナタさんの交渉の意図を教えなさいと。むろん、わたくしは存じ上げませんが」

　アンネローゼが見返り込みで伝えてきたことは伏ふせておく。現在所属している陣営に義理立てしたのではなく、その一言でこの交渉の場が荒あれることを防ぎたかったからだ。

　何がきっかけになって、両陣営の殺し合いが勃ぼつ発ぱつするかわからない。言うなれば、この場自体が、僅わずかな震しん動どうで爆ばく発はつしてしまう強力な爆発物のようなものなのだ。

「そうだね、わたしもそれが知りたい」

　紅茶を一口啜すすったあと、ゼスがゆっくりと口を開く。

「早さつ速そくだがカナタ君、教えてくれないだろうか？　わたしたちがこの場でキミを求めて交渉するのに何かやり方はあるのかい？　キミにわたしたちと一いつ緒しよに活動する遣やり甲が斐いや報ほう酬しゆうについて伝えればいいのかな？」

「確かにそうですね。カナタさん、わたしはあなたを獲かく得とくするための交渉なら常に行ってきたつもりですが、わざわざ敵と対面した場で何をすればいいんですか？」

　両代表の視線を集めた状況で、そんなことかと嘲あざけるようにカナタは鼻で笑って言ってのける。

「簡単な話だよ。人類陣営と魔ま甲こう蟲ちゆう陣営、この二つの陣営がなぜ争い続けなければならないのか、両陣営の代表である二人の口から説明してほしい」







　さてと、まずは腹の探り合いからだな。

　アンネローゼとゼスを見やり、カナタが説明する。

「これまで片方ずつ話を聞くことはあったけどさ、究極的に言えば、あんたたちは自分たちに都合の悪い話はしてないでしょ。俺はさ、この場で両方の陣営から争いが続く理由を聞いて、その上で自分が正しいと思った道を選ぶよ。もちろん、正しいと思えばどっちの陣営にも味方する」

　その話に真っ先に喰くらいついたのは、ゼスだ。

「ほう。するとカナタ君は本当に、わたしたちに味方をすることを視野に入れているというのか」

「まーな」

　きっ！　とアンネローゼが睨みつけてくるが、カナタは気にする素そ振ぶりを見せない。

「では、カナタ君の問いについてだが、わたしから説明させてもらおう。二つの陣営が争い続ける原因がどこにあるのか。結論から述べるのは簡単だが、それではわたしの立場をよく理解してもらえそうにないね。おそらくはカナタ君も教皇陛下アークビシヨツプと一緒にいた間に幾いくつか世界の裏事情に触ふれたことだろうが、念のためにその辺りから説明させてもらおうかな。……まずわたしたちの成り立ちについてだが、カナタ君、キミは異世界の存在についてはどう考える？」

「魔甲蟲なんて存在が数百年前に突とつ然ぜん現れるくらいだからな。あってもおかしくないと思う」

「ああ、その通りだ。そしてわたしたちは異世界からやってきた」

『異世界』と聞いて、驚おどろく人間はこの交渉の場にはいなかった。魔甲蟲陣営はもとより、人類陣営にとっても周知の事実らしい。これまでの経けい緯いから察していたカナタも、驚くことはなかった。

「わたしたちの世界では、数百年前から突如として、災さい厄やくが続き始めてね。疫えき病びようや飢き饉きん、人心の荒こう廃はいなどで、人々は安あん寧ねいの地というものを求め始めたらしい。ちょうどその頃ころ、世界各地で悪あく魔ま隠かくしが流は行やり始めたようだ」

　怪け訝げん貌がおでカナタが尋たずねる。

「悪魔隠し？」

「世界中で忽こつ然ぜんと人が消える現象だよ」

　ゼスが淀よどみなく語る。

「当時は誰だれも理由がわからなかったからそう呼んでいたらしい。あとになって《ゲート》を通ってこちらの世界に送り込まれ戦っていたことが判明し、それからは聖戦と名前があらためられた。《ゲート》が人々に見せる、向こうの世界出身の人々がこの世界の領土を征服し、支配する映像が鮮烈だったのだろうね。しかしそれは、《ゲート》がわたしたちを騙だましていたにすぎなかったのだが。……ああ、話が飛んでしまったね。悪魔隠しにあった人間たちは、理性を失い、怪かい物ぶつとなりながらも、こちらの世界に辿たどりついていたようだね。もっともこれはわたしが生まれる前の話だが」

「ふーん。魔甲蟲の正体が異世界人、ね」

　その認識をカナタが口にしたとき、すぐに訂てい正せいが入る。

「いいえ、あれは人間ではなく怪物です。一度呪じゆ力りよくの囁ささやきに吞のまれた以上、助ける術すべはありません」

「ああ、その通りだね。わたしもいまさら、あれを人間などと呼ぶつもりはないよ。あれは魔甲蟲だ。むろん、わたしはそれを統すべる立場にあるのだが」

　敵対するアンネローゼはもとより、統べる立場にあるゼスも、魔甲蟲を『人間』と認めるつもりはないらしい。

　ゼスがなおもカナタに語りかける。

「それから数百年間、わたしたちの世界は混乱しながらも、悪魔隠しの正体を突つき止め、それが世界中に突とつ如じよとして出現する《ゲート》の仕し業わざだと判明した。そして荒廃していた人々は、《ゲート》を神の使者や天使の遣つかいと呼び、《ゲート》を通った先にある新世界を征服するために、次々と集団転移したらしい。もっともその当時のヴィーゲルト家は経済的に余よ裕ゆうがあり、まだ貴族として繁はん栄えいしている最中だったから、《ゲート》を潜くぐろうと思わなかったそうだがね。状況が変わったのは、わたしの父が当主の座についてからだ。さる大貴族が繁栄を続ける我が家を妬ねたみ、謀ぼう略りやくを仕掛けてきたんだよ。その件で、ヴィーゲルト家は没ぼつ落らくし、使用人を雇やとうことすら難しくなった。そんな中で、わたしの父は《ゲート》を潜るという決断を下した。そこでヴィーゲルト家は使用人や一部の領民たちとともに、聖戦へと参加したんだ。

《ゲート》は潜る者に呪力を宿し、それを扱うことができるかどうかを試す審しん判ぱんの門としての働きがあってね、わたしたちは《ゲート》を潜った段階で試される。人の心の欲よく望ぼうを刺し激げきし、悪あしき欲望を持つ者を魔甲蟲へ変へん貌ぼうさせてしまうんだ。わたしはずっと、わたしを信じついてきた者たちに報むくいることだけを考えてきた。だからこそ、魔甲蟲への変貌を防ぐのは容易たやすかったよ。その後の呪力の囁きについても同様だ。強きよう靭じんな意思さえあれば、何事も成し遂とげることができるんだよ。

　この世界へと降臨した際は、殆ほとんどの人間が魔甲蟲へと変貌してしまっていたが、人の姿のまま理性を保つことができたわたしたちは、それから多くのことを知った。向こうの世界で汎はん用よう的なチカラである魔ま力りよくが、この世界では極少数の人間にしか扱あつかえぬこと。《ゲート》を潜る際に呪力を宿した者のうち、半数の人型魔甲蟲は魔力を失ってしまったが、魔力を残すことに成功したもう半数は、二つのチカラを合成させることにより《崩力》を扱えるようになったこと。そのようなことを学びながら、聖戦に臨んだ身であるわたしは、犠ぎ牲せいになった仲間たちの為ためにもこの世界を支配し、王としての立場を確立して悲願を果たそうと努力し続けた」

　犠牲になった向こうの世界の人々の想いを無駄にするわけにはいかない。もしゼスの話が本当であれば、彼は絶対に退ひけぬ覚かく悟ごで聖戦に臨んでいるのだろう。

　争いをやめるようにと誰が説得しようと、彼の心に言葉は届かないのかもしれない。

　ヴィーゲルト家の事情、立場を語った上で、ゼスが本題に切り込む。

「そして、ここから一番重要な話になるんだが、わたしはこの世界に怨うらみを持つ身なんだ」

「この世界に怨み？」

　例の暗殺の件、か？　ゼスの言葉により傾けい注ちゆうするカナタの前で、予想外の事実が告げられる。

「わたしが調べたところでは、わたしたちの世界で悪魔隠しと呼ばれる現象が始まった原因は、この世界にあるんだよ。……教皇陛下アークビシヨツプ、エグザイル歴が始まって以来、この世界の人類の頂点に立つ身としてあなたなら心当たりがあるのでは？」

「……………………」

「お答え頂けないのであれば、代わりに答えてあげましょう。わたしたちの世界に生じた悪魔隠しは、この世界で地上に人類が生存していた時代に起きた人類同士の戦争──そこで生じた召しよう喚かん魔ま術じゆつが原因となり、わたしたちの世界に悪影えい響きようを及およぼしたものです」

　そのように述べたうえで、ゼスはこう断言する。

「結論を言えば、わたしたちの世界が混乱し、多くの人間が犠牲になった原因は、この世界に端たんを発するんだよ。つまりカナタ君の言う『人類陣じん営えいと魔甲蟲陣営が争い続けなければいけない原因』はこの世界の人間たちにあるんだ」







　敵ながら、よく調べていますね。ゼスが口にした事実に、アンネローゼは舌を巻いた。

　もう失われたはずの情報を調べるのは、骨が折れたことだろう。

「そ、それはどういうっ!?　僕はそんな話、聞いたことが……っ!?」

「教皇陛下アークビシヨツプ、ゼス・ヴィーゲルトの話は本当なのですか？」

　リバーが驚きよう愕がくし、チャオが尋ねる。ハルトマンは経験の絶対値が違ちがうからか、十代の者たちのように動どう揺ようすることはなかった。

　新事実を耳にしても、カナタは飄々とした表情を崩さない。

「教皇陛下アークビシヨツプ、あなたなら間ま違ちがいなくご存じでしょう。時の流れに逆らい、姿を変え、名を変え、永世教皇として君臨し続けるあなたならば……」

　続けざまにゼスから秘密を指し摘てきされるも、アンネローゼは平静な表情を保ったまま状じよう況きようを分ぶん析せきする。

　できることならば、こちら側に不利になる情報は最後まで伏ふせておき、誰にも知られないままにしておきたかった。組織の頂点に立つ者に闇やみはつきものなのだ。ゼス・ヴィーゲルトが自らの手で父親を暗殺したことを隠かくしているように。

　だが、これに関して言い逃のがれは難しいだろう。そう判断したアンネローゼはおもむろに口を開く。

「事実です」

　微み塵じんも臆おくすることなく、アンネローゼは堂々と構えていた。

「異世界に影響を与あたえ、その世界の人々を困こん窮きゆうさせたのは地上時代の大戦の影響です。現在よりも機械文明が栄えていた古いにしえの時代に、大陸では科学勢力と魔ま術じゆつ勢力に分かれて争い、追い込まれた魔術勢力がいまは失われた秘術で大規模な事象干かん渉しようを行った記録が残っています。そしてその結果、この世界に齎もたらされたのが魔甲蟲です。ゼスの話から考えても、異世界へ影響を与えたのは、この世界で起きた大規模な召喚魔術の影響だと思います。そのことによる異世界への被ひ害がいは計り知れないことでしょう」

　事実を淡たん々たんと述べたあと、アンネローゼが言い結ぶ。

「ですが、そのことについてわたしはこの時代を生きる人々に責任があるとは思いません。異世界の犠牲になった人々については遺憾に思いますが、かといってわたしたちはゼスたちに屈くつするわけにはいかないのです」

　遺憾という言葉に謝罪の意味はない。アンネローゼが敢あえてその言葉を使ったのは、人類陣営の頂点に立つ者が持つ責任ゆえだ。もしここでゼスの主張を認め、謝罪をしてしまったら、人類陣営の大義名分が薄うすれる。

　魔甲蟲はあくまで侵略者であり、復讐者であってはならないのだ。この世界の人類が犯した過あやまちに対する報いが魔甲蟲と知れたら、この世界の人々の中からゼスへの賛さん同どう者しやが生まれるかもしれない。

　それに、賠ばい償しようの問題もある。

　ひとつの世界に破は滅めつと混こん沌とんをもたらしたことに対する賠償など、いったいいくらかかるのか。そもそも金銭で清算できるのかどうかすら定かでない。

「教皇陛下アークビシヨツプ自らが非をお認めにならないのが、この争いが続いている原因だとはお考えにならないのですか？」

「ええ。全く思いません」

　ゼスの問いかけに、アンネローゼが即そく答とうする。

「先に迷めい惑わくを懸かけたのはこちらかもしれませんが、それについてはすでに清算されているものと考えています。あなた方の報復によって、わたしたちは地上を奪うばわれ、大勢の犠牲者を出しましたから」

　苦しい言い訳だな、とアンネローゼ本人が思う。

　ゼスの話によると、魔甲蟲と化したそれは聖戦に臨んでいたようだが、それを報復と呼べるかどうかは贔ひい屓き目めに見ても微び妙みようなところだ。魔甲蟲となって向こうの世界から襲おそってきた存在に関しては、呪力の囁きに支配されているため、そこには当人の意思がないのだ。

「聞いたかいカナタ君」

　危き惧ぐしたとおり、ゼスが的確に指摘する。

「教皇陛下アークビシヨツプは全ての責任を被ひ害がい者しやである異世界の人々に擦なすりつけ、自分たちには一切の責任がないと主張しているんだ。キミはこんな無責任な人物のために命を懸けられるのかい？」

「ま、普ふ通つうだったら懸けたくはないだろうね。俺の教え子たちにも、こういう奴やつの為には戦ってほしくないと思うよ」

　そう答えたカナタのことを、アンネローゼは厳きびしい眼差しで見み据すえた。

「カナタさん、わざわざわたしを交こう渉しようの場に呼んだのは、わたしを不当に貶おとしめるのが目的ですか？」

「まさか。そんなわけないじゃんか」

　そう断ったあと、カナタはしっかりとアンネローゼを見返し、

「両陣営から齎もたらされる情報の裏付けとして、人類陣営の代表である教皇陛下アークビシヨツプに来てもらった点は否定しねーよ。けど、俺はそれが目的でこの交渉を催もよおしたわけじゃない。いいところ副産物ってあたりかな」

　他にも狙ねらいがあるということか？　アンネローゼがカナタの意図を読みきろうと思考を巡めぐらせたとき、ゼスが口を開く。

「これでわかってもらえたかなカナタ君、どちらの行動に義があるのか」

「まあ、魔甲蟲が出現した経けい緯いとか諸もろ々もろについてはよくわかったよ」

　そう言ってから、カナタはアンネローゼを見やり、続けた。

「世界間の均衡バランスを崩ほう壊かいさせた原因は、この世界の人類にあるみたいだな」

「カナタ・エイジっ!?　あなたという人は……っ!?」

　アンネローゼが声を荒あらげるのも当然だ。

　この世界の人類であるカナタが、この世界に侵略される原因があることを肯こう定ていしたのだ。この交渉の場において、魔甲蟲陣営を擁よう護ごしたカナタの発言は、アンネローゼに反旗を翻ひるがえしたに等しい。

「勘かん違ちがいするなよ教皇陛下アークビシヨツプ。俺は相手が誰だれであれ、悪いことには悪いって言う主義だよ。ま、色々言いたいことはあるけどさ、教皇陛下アークビシヨツプに現在の方針を変えるつもりがない以上、少なくとも俺は、人類陣営に味方するのはお断りだね」

　その言葉を聞いた直後、ゼスがふっと口を弛ゆるめた。




　　　　※※※




　何度考えてもお兄様が正しいじゃないの。そもそも、争いの原因はこの世界の人類にあるわ。

　アリエスの離り宮きゆうを飛び出し、蒼そう穹きゆうを飛行するエリスが思う。

　自分たちのいた世界を混沌へ追い込んだ原因は、この世界の人類にある。ゆえに、補ほ償しようが必要なのだ。わたしたちの世界をめちゃくちゃにしたことに対する補償が。それを拒こばみ、謝罪すらも拒む教皇が率いる人類陣営に対し、お兄様は比ひ較かく的平和な方法で問題解決に努つとめている。

　この世界の人類陣営の上層部だけを排はい除じよし、自分たちはそれに成り代わる。この方法を使えば、《崩力》を駆く使しして正面からこの世界の人類を叩たたき潰つぶすより、流れ出る血の量は圧あつ倒とう的に少ない。

　やはりお兄様が行っていることは正しく、そして優しい。

　そんなお兄様が、お父様を暗殺するわけがない。

　そう考えると、エリスは心に渦うず巻まくもやもやが晴れていく気がした。

　ひょっとするとわたしは教皇の手先となったクリスに捕とらわれていたことで、弱気になっていたのかもしれない。

　クリス。

　人類に騙だまされた憐あわれな親友。

　よりにもよって、お兄様がお父様を殺したと主張するなんて……

　クリスが噓うそを言っているとは思えないが、真実を言っているともエリスには思えなかった。おそらくは教皇の関係者に、なんらかの手段で騙されているのだろう。

　そう考えれば、全ての説明がつく。

　やがて《ベベル》本体がエリスの視界に入る。ノエシス宮きゆう殿でんは警備が強化されているだろうから、侵しん入にゆうする手段を工夫しなければならない。地下通路を駆使するか、夢幻泡影ニトケルテイを駆使する必要があるだろう、などとエリスが考えていたとき、

「エリスさんっ！　戻もどってください……っ！」

　エリスの眼前に、立ち塞ふさがるようにしてミソラ・ホイットテールが現れた。

　大おお慌あわてで駆かけつけたのだろう。ミソラは全身汗あせだくになって、エリスの前で肩かたを上下させていた。

「退どきなさいミソラっ！　わたしの前に立ち塞がるなら、容よう赦しやしないわよ……っ！」

「ダメです、戻ってくださいっ！　脱だつ走そうしたことが発ば覚れたら、クリスさんに殺されるかもしれないんですよ……っ！」

　ミソラが必死で訴うつたえてきた。

「他にも、あいつの計画が狂くるって、交渉の場で両陣営の戦いが勃ぼつ発ぱつすることだって考えられますっ！　いまエリスさんが交渉の場に貌かおを出すことは危険リスクが大きすぎるんです……っ！」

　たしかにその通りだろう。ひょっとしたら、エリスの言動が魔甲蟲陣営の不利益に──ゼスの足を引っ張ることに繫つながりかねない。

　それでも、

「そんなことは承知の上よっ！　でも、わたしはどうしてもお兄様に確かめなければいけないことがあるの……っ！」

　兄の冤えん罪ざいを晴らすため、騙されたクリスに真実を伝えるために、エリスが必死に訴える。

「わたしはお兄様がお父様を殺すことはないって信じてるっ！　クリスも騙されてるだけだって考えてるっ！　だからこそ、わたしは何が真実なのかをお兄様に問いただして、お兄様が悪でないことを証明しなくちゃならないの……っ！」

　そう言って、エリスは《崩力》と夢幻泡影ニトケルテイを発動。一いつ瞬しゆんで無数のアルケナル級を作り出し、ミソラを包囲しようとする。仕方なくミソラは魔ま砲ほう剣けんを展開し、戦せん闘とう機動を開始。その刹せつ那な──

「悪いわねミソラ、行かせてもらうわ……っ!?」

「エリスさん……っ!?」

　制止しようとするミソラを振ふり切り、エリスは《ベベル》本体へと接近していった。




　　　　※※※




　さて、カナタ君の真意はどこにあるのかな？

　人類勢力への協力拒きよ否ひを明言したカナタのことを、ゼスは見定めていた。

　カナタを自陣営に取り込めれば、最高の結果だ。

　むろん、カナタとアンネローゼが裏で結けつ託たくし、人類陣営の協力を拒否した振りをして、カナタが魔甲蟲陣営に潜せん入にゆうするという可能性もまだ拭ぬぐいきれない。

　しかしゼスとしてはカナタの真意がどこにあれ、こちらの陣営に加わるというのならば、彼を使いこなしてみせるつもりだった。全力のキルスティを凌りよう駕がするチカラの遣つかい手を。

「カナタ君。キミがこの世界の人類に味方しないということは、つまり──」

「納得できません……っ！」

　ゼスの発言を遮さえぎり、アンネローゼが主張する。

「カナタさん、先程のゼス・ヴィーゲルトの説明には誤りがあります。カナタさんが説明を求めたのは『二つの陣営がなぜ争い続けるか』という点についてだったはずです。ですが、ゼスが説明したのは二つの陣営の争いの発端であって、争い続ける理由ではありません」

　この世界で行われた大規模な召しよう喚かん魔ま術じゆつが異世界に悪影えい響きようを与あたえたことが原因で、戦せん端たんが開かれた。だが、それは争いが起きた理由であって、必ずしも争い続ける理由とはならない。

「ゼスに訊きいてみてくれませんか？　なぜわたしたち人類とこうして対話できる人型魔ま甲こう蟲ちゆうが、争い続けなければならないのかを」

「だそうだけど、その点については説明してもらってもいいか？　俺も疑問に思ったんだけど、こうやって俺はゼスと対話できてるだろ。なら教皇陛下アークビシヨツプとゼスが対話して、魔甲蟲勢力に領土の割かつ譲じようとかもできたんじゃないの？　べつに敵対する全てを滅ほろぼさなくても、お前には対話で元いた世界の人々の悲願を果たす方法もあったと思うけど」

「その件に関しては、不幸な行き違ちがいがあったんだよ」

　カナタの問いに、ゼスが丁てい寧ねいに説明する。

「まず前提として、この世界に人型魔甲蟲として降臨できるのはほんの一ひと握にぎりだけでね、わたしたち家族が人の姿のままでこの世界に降臨できたは僥ぎよう倖こうだった。つまりわたしたちは《ゲート》から選ばれた存在なのだが、この世界にいる全ての魔甲蟲が、わたしたちの思念に応こたえられるわけではないんだ。《ゲート》を潜くぐった際に呪じゆ力りよくの囁ささやきに吞のまれ魔甲蟲へと変へん貌ぼうを遂とげながらも、独自の考えを持った群れも存在するからね。人類に限らず、実は魔甲蟲同士でも常に散発的な戦闘は発生しているよ。地上を支配している魔甲蟲もその類たぐいだ。その上で、わたしはこの世界で最も多くの魔甲蟲を従える王となっている。むろん、五年前からだがね」

　アンネローゼを牽けん制せいしながら、ゼスが言う。

「わたしが王になる以前は、わたしの父であるシュドナイ・ヴィーゲルトが王だった。父はこの世界に降り立って以来、この世界の仕組みシステムを学び、人類社会に溶とけ込む道を模も索さくしていたんだ。わたしたちもその方針に従っていたよ」

　説明をしながら、ゼスはつぶさにカナタの反応を窺うかがう。初めて説明する事実のはずだが、カナタが特段驚おどろいている様子は見られない。もとよりカナタは反応が薄うすくて感情が読み辛づらい相手だが、それでも今は反応が薄すぎる。

　これはひょっとして──。試しに、ゼスは少し流りゆう暢ちように語ってみる。

「わたしの父は人類社会で学びながら、この世界を管理する教皇陛下アークビシヨツプの関係者と繫つながりを築き上げた。そして人類陣営との長きに渡わたる戦争に終しゆう止し符ふを打つために、自らが人型魔甲蟲であることを明らかにし、《ベベル》で和平会談に臨のぞんだんだよ。しかしその際、わたしの父が人類陣営の関係者に暗殺されたんだ。会談の場で父が倒たおれたことに激げき怒どしたわたしは、すぐに暗殺者を殺害。和平会談は惨さん劇げきの場となり、人類と魔甲蟲の融ゆう和わへの道は失われることになったんだ。……もっとも、もとより王になるのがわたしの責務。わたしたちの平和を愛する気持ちを、あのような非道に利用された以上、教皇陛下アークビシヨツプを代表とする人類陣営と手を取り合うことなどできないがね」

「それは違います。ゼス・ヴィーゲルトが、和平会談の場で実じつ父ぷを殺あやめたのです」

　否定するアンネローゼの言葉を聞いても、カナタは特段驚く素そ振ぶりを示さない。

　どうやらカナタ君も色々と知っているみたいだね。

　敵の庭で暗殺したのだ。人ひと気けがなかったとはいえ、アンネローゼはもとより、カナタに知られていてもなんの不思議もない。

　しかし、問題はカナタ君の真意だ。

　カナタ君はこの争いの原因がどちらにあるのかを気にかけているようだが……

　この状じよう況きようで、ゼスは敢あえてしらを切ってみる。

「なんのことかよくわかりませんね」

「この状況で否定ですか。まさかわたしが何の根こん拠きよもなくあなたの罪を主張していると思っているんですか？」

「さあ、どうやら」

　あまりに手て応ごたえのないゼスの態度に、アンネローゼが苛いら立だちを募つのらせ、

「どうやらあなたは、なぜクリスティーナ・バルクホルンが人類陣営に与くみすることになったかご存じないようですね」

　核かく心しんを突ついて、声高に糾きゆう弾だんする。

「シュドナイ・ヴィーゲルトは伝えていたんですよ、瀕死の身ながらクリスティーナ・バルクホルンにっ！　ゼス・ヴィーゲルトが犯人であることを……っ!?」

　その直後。カナタの視線が、片時もぶれることなく自分に注がれていることにゼスは気づいた。

　なるほど、キミはわたしを見定めようというのか。

　一方でアンネローゼは鋭するどい表情でゼスを見てくる。アンネローゼ自身が自陣営にこの世界の成り立ちを伏ふせていたように、今度はゼスが自陣営に父殺しの事実を伏せていたという点につけ込んだつもりでいるのだろう。

　自らが所属する陣営の代表が父殺しの大罪を犯しているとわかれば、魔甲蟲陣営にも少なからぬ動どう揺ようが奔はしり、幾いくらかは瓦が解かいさせることができる、と。

　常人ならば焦あせるべきこの局面で、ゼスは内心でつぶやく。

　この程度か。わたしを甘く見過ぎですよ教皇。

　ゼスは澄すまし貌で言ってのける。

「ふっ、そうでしたか。なら正直に申し上げましょう。父上はわたしがこの手で殺めました。一いつ緒しよにいた教皇陛下アークビシヨツプの重じゆう鎮ちんを殺めたのもわたしです」







「な……っ!?」

　その声が漏もれたのは、他でもなくゼスを糾弾していたアンネローゼ自身の口からだった。

　ゼスが父殺しを認めることは、魔甲蟲陣営の代表が同胞を殺めた悪人であることを意味する。それは魔甲蟲陣営そのものを瓦解させかねない事実のはず……だというのになぜ？

　そんなアンネローゼの疑問を、ゼスは見み透すかしたように、

「べつにわたしの仲間たちは動揺したりしませんよ。今日連れ立ってきたのは、真実を知る者たちです。当初からわたしがこれと眼をつけた者には事情を説明し、わたしの理想への賛同を取り付けてあります」

　その言葉通り、キルスティもユミエールもまったく動揺する素振りをみせなかった。

「その事実を知らないのはクリスティーナ君のように魔ま力りよくを持たぬ者や、リーゼリットのように幼さを残す者ばかりです」

「そこまで……。あなたたちはなんという……」

　取り返しのつかないことを、と口にしようとしたが、最後までは声に出せないほどアンネローゼは動揺していた。

　ゼスにとって父殺しとは微び々びたる犠ぎ牲せいに過ぎないと悟さとったからだ。

　この男は世界を獲とるために多くの犠牲を強しいてきたが、それは相手が肉親であっても同様らしい。おそらくは父殺しの一件も、ゼスがこの世界で政権を担になうまでの、想定された犠牲の範はん疇ちゆうを出ないのだろう。

　一方でカナタは驚きよう愕がくの事実を前にしても、平静を保っている。

「カナタ君、さきほど教皇陛下アークビシヨツプが指し摘てきされた事実は、我々の陣営の要人はみんな知っているよ。その上で、ここにいる者たちは、わたしに協力しているんだ」

「エリスは知っているのか？」

「いいや、教えていないよ」

　カナタの問いに、ゼスが答える。

「あれでエリスには理想主義者ロマンチストなところがあってね、汚きたない現実に直面させて、彼女の理想のお兄様を汚けがすのは惜おしい」

「その割に、理想のお兄様は妹のことを気にかけていないように見えるな。あんた、エリスのことを切り捨てただろ」

「ああ。あの子は失敗が多すぎた。他の仲間に示しがつかないからね。だが理想を抱いだいたまま果てれば、それはそれで幸せだったのではないかな」

「そんなのはあなたのエゴに過ぎません……っ！」

　アンネローゼが糾弾するも、ゼスは意に介かいさない。

「教皇陛下アークビシヨツプはわたしのことを一方的に悪と決めつけるが、結果としてわたしが頂点に立てば、この世界にある多くの命を魔甲蟲から護まもれる。もしかしたら空士であるキミの仲間たちが墜おちることがなくなるかもしれない。それだけのチカラを、わたしは持っている。わたしが政権を担えば、この世界から、争いそのものをなくすことだってできるかもしれない。これはね、この世界の人類の為ためでもあるんだよ」

　たしかにゼスにはそれだけのチカラがある。アンネローゼとしては教皇という立場上、ゼスに従属するわけにはいかなかった。しかしカナタは──

「ふーん、ゼスの言うことは魅み力りよく的だな。ゼスが政権を担えば、その圧あつ倒とう的な戦力を背景に、恩おん恵けいとして家族を失う人も出さないで済むのかもしれない」

「ですが、だからといってゼスのような存在を統治者にするのは間ま違ちがっています。それは現統治者として看過できません」

「だが、教皇陛下アークビシヨツプが統治したままだと、わたしよりも大勢の人が死ぬよ」

　ゼスが口を挟はさんだ。

「教皇陛下アークビシヨツプは《ゲート》の座標を知っているからね。空戦武踏祭エリアルソードの件が片付いたら、次はこの争いの大本である《ゲート》をどうにかしようと考えるだろう。それだと確実にわたしたちと表立って対立することになる。それに繰くり返すようだが、犠牲の絶対数はこちらのほうが確実に少ない。わたしたちと対立すれば、キミの仲間たちだって、何人も墜ちることになるだろう。それにこのままだといずれ人対人……わたしを信じる空士と、教皇陛下アークビシヨツプを信じる空士たちが争うことだって考えられるよ」

　くっ!?　余計なことを……っ!!　機会を見計らってアンネローゼからカナタに説明し、協力を請こおうと考えていたことを伝えられてしまう。

　このままでは貴重な《絶力》の遣つかい手が……と焦るアンネローゼの前で、危き惧ぐしていた言葉が発せられる。

「なら、やっぱりあんたと戦うわけにはいかないな」

「そうだろうね。それでキミは、わたしたちに協力してくれるのかな？」

「そうだな。そんじゃいきなりだけど、俺は──」

　アンネローゼの脳のう裏りを最悪の未来が過よぎった刹せつ那な、議事室のドアがばっ！　と開かれた。

「お、お兄様っ!?　さきほどの話は本当なのですか……っ!?」

　そこにいたのは、額に汗あせを搔かき、息を荒あらげるエリス・ヴィーゲルトだった。







「エリス……っ!?」

「エリス、なぜキミがここに？」

　驚愕し思わず椅い子すから立ち上がったクリスと、座ったまま冷静に構えるゼス。そんな二人に、エリスが経けい緯いを説明する。

「お兄様がお父様を殺害したとクリスが言っていたから、その冤えん罪ざいを主張しに来たんです」

　むろん、交渉の場ではそのクリスが自分を殺せないと踏ふんだうえでだが。案の定、クリスは場を弁わきまえ、拘こう束そく制せい御ぎよ術式には触ふれてこない。と、そのときさらに後方から飛行魔ま術じゆつで加速したミソラが飛び込むように入ってきた。

「ごめんっ！　エリスさんが飛び出たのに気づいて、慌あわてて追いかけたんだけど……」

　カナタのほうを見やり、ミソラが事情を説明した。

　兄の無実を証明するために命を捨てる覚かく悟ごで脱だつ走そうしたエリスには、必死の説得も届かなかったのだ。

　だが、

「お兄様、本当にお兄様がお父様を……っ!?」

　エリスが問うも、ゼスは答えようとせず、やれやれといった体ていでカナタに言った。

「まさか話を盗ぬすみ聞きされているとは思わなかったよ。カナタ君、これもキミの仕込みなのかい？」

「まさか。こうなったのは本当に偶ぐう然ぜんだよ」

「お兄様、ど、どうしてそんなことをっ!?　お父様を殺したのは教皇の手の者ではなかったの……っ!?」

「いいや、そうではなくわたしだよ」

　発ば覚れてしまったら仕方がない。もう隠かくす必要はないというかのように、ゼスが認めた。その直後、エリスは感情に歯止めがきかなくなっていた。

「キルスティ、どういうことっ！　説明しなさい……っ!?」

「説明も何も先程ゼス様がおっしゃられた通りです。もっとも現在も魔ま甲こう蟲ちゆう陣営のもとでは、お父上を殺したのは教皇の手の者ということで通していますが」

　エリスは再びゼスを見やる。だが、ゼスは観念したかのようにふっと体のチカラを抜ぬき、エリスには何も声をかけず蚊か帳やの外にして話を戻した。

「それにしても、クリスティーナ君が事情に精通していたとは知らなかったな。もしそうなら、エリスか誰だれかに相談すると思っていたが」

「自分の親友がどれほど兄に対して盲もう目もく的なのかは、わたくしが一番よく存じております。それに、わたくしから見れば貴方あなたの周りには、不ふ穏おんな方々しか集まっておりません。そして貴方方はこの世界に来てから、完全に闇やみに吞のまれております」

「闇に吞まれる、か」

　立ち上がったままで睨にらみつけるクリスの視線を、ゼスは平然と受け止めていた。そこに良心の呵か責しやくは存在しない。ゼスの倫りん理り観かんは世間とは一線を画している。

「わたしは決して呪じゆ力りよくやそれが齎もたらす《崩力》というチカラに溺おぼれたりはしないよ。そしてこのチカラを持つ者の責務として、この世界を導いて行くべきだと考えている」

　それは驕おごりともとれるし、矜きよう持じともとれる。人類陣じん営えいと魔甲蟲陣営に決定的な違ちがいがあるとすれば、ここだ。

　ゼスにとって《崩力》とは、世界を御ぎよする資格であり使命なのだ。

「あのさ、いまは俺の話の途と中ちゆうなんだけど……」

　エリスの乱入で交渉の結論が先延ばしになっていたカナタが言った。

「でもその前に、エリスにひとつに訊ききたいことがあるんだよね」

　そう言って、不敵な眼まな差ざしでエリスを見つめてくる。

「なあ、エリス。お前は信じてた兄貴に裏切られたわけだけどさ、それでもこの世界の安あん寧ねいを──地下都市にいる、あの人型魔甲蟲の子供たちを護りたい、とは思わないか？」

「そんなもの、いまのわたしにとってはどうでも──」

「エリスっ！　貴方はやっていいことと悪いことの区別がつく人間のはずです……っ！」

　兄の前で、兄を信しん頼らいする妹を演じ続けようとしていたエリスに、クリスが必死に訴うつたえかけてくる。

「貴方はこの世界に来ることで得た《崩力》というチカラを、世界を滅ほろぼす為に使うつもりですか……っ！」

「わ、わたしは……」

　どうしたらいい？　決断の重大さに躊ちゆう躇ちよし、エリスは俯うつむいた。

　あのお兄様を裏切るのか、それともクリスと人型魔甲蟲の子供たちを裏切るのか。過去の愛いとしき日々は忘れ難がたく、しかし現在の友人たちはいま彼女の心の支ささえになっている。

　どちらかひとつしか選せん択たくできない状じよう況きようで、エリスは導けない。

　後こう悔かいしない彼女自身の答えを。

　そんなとき彼女に声をかける者がいた。それは人類陣営の代表アンネローゼでもなければ魔甲蟲陣ゼ営の代表スでもない。かといって、カナタでもない。

　声をかけたのは、ただ単にこの場に居合わせただけの少女だった。

「エリスさん、あたしは何が本当かどうかよくわからないですけど、クリスさんが言っていることなら信じます。エリスさんは違うんですか？」

　事の重大さを理解しているのか、そうでないのか。ミソラは、世界の覇は権けんを争う二大陣営の代表の前で、さらっと言ってのけた。

「裏切り者の言うことなんて信じられるわけないじゃないの」

「あたしは……クリスさんがエリスさんの為を思って言ってくれたんだと思います。自分が所属する陣営を裏切るっていうのは、それだけ覚悟がいることなんです」

　かつて《ミストガン》の英えい雄ゆうと謳うたわれた男のことを思い浮うかべながら、ミソラが言う。

「あたしも最初は裏切り者になんて耳を傾かたむけたくはありませんでしたし、ぶつかったりもしました。でも、あたしにとっての裏切り者は、自分の全てを投げ捨ててでもあたしたちを導いてくれようとする、心の底から信頼できる人だったんです。

　そのお陰かげで、あたしはいま空戦武踏祭エリアルソードに出場して、世界一をかけて戦おうとしています。エリスさん、あなたにとっての信頼できる裏切り者は誰ですか？」

　エリスの信頼を裏切り、父親を殺してなお世界の覇権を狙ねらう者か。それとも、エリスの信頼を裏切り、かつて所属されていた陣営に逆らってもなおエリスを正そうと尽つくす者か。

　すっと貌かおをあげ、エリスは議事室にいる者たちを見み渡わたし、こう言い放った。




「わたしは……。わたしは……あそこにいる子供たちを護りたいっ！　チカラなき者たちとも友になって、平和な時代を築きたい……っ！」




　その言葉を聞いた多くの者たちが呆あつ気けに取られる中で、真っ先に口を開いたのは、不敵な笑みを零こぼす男だった。

「へっ、面おも白しろい答えじゃんか」

　口の端をつりあげたカナタが愉ゆ快かいそうな眼差しを向けてくる。

　そのとき、本題から逸いつ脱だつした場を、アンネローゼが修正しようとした。

「カナタさん、それであなたは今後どちらの陣営に与くみするんですか？　まさかとは思いますが、わたしと敵対するなんてことはありませんよね」

「カナタ君、これまでの経緯から察するに、わたしたちに協力してくれるのかな？」

「ああ、その件なんだけどさ──」

　会場全員の視線を一身に受け、どこか満足そうなカナタが飄ひよう々ひようと言い放つ。

「やっぱどっちも無理。俺は人類陣営にも魔甲蟲陣営にも味方しないよ」




　　　　※※※




　一気に会場が啞あ然ぜんとした。

　アンネローゼも、ゼスも、その周囲の者たちも、二の句を継つげずにいる。

　カナタに人類陣営と手を取り合う意思はなく、かといって魔甲蟲陣営に協力する意思もないという、正気を疑う発言をしたのだから当然だ。

　しばしして、ゼスがようやく口を開いた。

「カナタ君、理由を教えてもらえないだろうか？」

「簡単だよ。人類陣営も魔甲蟲陣営も最小限の犠ぎ牲せいで済ます方法を選んでないんだ」

「最小限の犠牲で済ます方法？」

　ゼスが尋たずねた。

「カナタ君、キミは気づいているはずだ。《崩力》を扱あつかえる人型魔甲蟲を相手に、この世界の人類が勝つことはできない。そしてキミが魔甲蟲陣営に味方すれば、最小限の犠牲で秩ちつ序じよを維い持じできることを」

「でも、それは敵対する相手を全ぜん滅めつさせるっていう方針があってのものだろ」

　両陣営の主張を理解したカナタが告げる。

「あのさ、ここにいるみんなに訊きたいんだけど、人間と人型魔甲蟲の境界線ってどこにあると思う？」

「向こうの世界から来て呪力を宿すかどうかでは？」

　ゼスの回答をカナタはふっと鼻で笑い飛ばし、クリスを見やる。

「クリス、お前の考えは？」

「少なくともわたくしが《ミストガン》で暮らしてた数年の間、誰だれ一人としてわたくしを人型魔甲蟲として差別する者はおりませんでした」

「そんなの、誰もあなたの正体を知らないから当然じゃないの」

「ええ、そうでしょうとも。それが当然なのです」

　エリスから咎とがめられても、クリスは譲ゆずらない。

「正体さえ知られなければ、この世界の人間にとって、わたくしたちは人間と同じなのです。それに仮に正体を知られていたとしても、この世界の児じ童どう養よう護ご施し設せつで保護されている、人型魔甲蟲の子供たちは脅きよう威いとみなされていません。チカラが未熟というのもありますが、それ以前に争いが起きない理由がございます。この世界の人間たちに対して、その子たちは憎にくしみを抱いだいていないのです」

　エリスが問う。

「それが何か関係あるっていうの？」

「おわかりになりませんか？　この世界において、もし人間と人型魔甲蟲に境界があるとすれば、それはチカラに吞まれ、この世界の人間を同どう胞ほうとみなしていないかどうかなのです。……エリス、地下都市へ攻せめ入ったとき、貴方はわたくしを殺そうと心から思っておりましたか？」

　最初からエリスが殺す気なら、クリスはとうに果てていた。《崩力》の遣つかい手であるエリスと、ロクに戦せん闘とう訓練も受けていないクリスとのチカラの差は歴然だ。

「貴方が最初から全力を出せば、わたくしに捕とらわれることなどなかったはずです。エリス、まだ人としての心を残すならば、よく見てください。この場の誰が敵なのかを」

「わたしは……《ベベル》であなたを殺そうとしたわよ」

　殺意の示し唆さ。しかし、

「本当の悪人はそのようなことを口にしませんよ」

　カナタもエリスに同じ趣しゆ旨しの言葉を返したことがある。彼女にこの言葉をかけた者たちは間ま違ちがいなく気づいたはずだ。

　憐あわれにもエリス・ヴィーゲルトは良心の呵責に苦しみ、罰ばつを望んでいたことを。

「エリス、貴方は誰が咎めずとも、自分で他者を傷つけたことを苦しまずにはいられない人間なんです。貴方が向こうの世界で領民を護ろうとしたときのように、この世界でも護りたい者があるのではないですか？　いつまでも自分の心に噓うそを吐つくのは止やめませんか？」

「クリス……」

　思わずつぶやき、エリスはクリスのもとへと歩み寄ると、そのまま泣なき崩くずれるようにクリスの胸に貌を埋うずめた。必死に堪こらえようとしながらも漏もれ出てしまう嗚お咽えつの声を、カナタは聞きながら、

「俺はさ、この世界の人間には人型魔甲蟲のことをもっと理解してほしいって思ってるし、人型魔甲蟲にも人間のことをもっと理解してほしいと思ってる。そうすりゃ俺が思い描えがく、最小限の犠牲で世界に秩序が齎されるからな。……どちらかの陣営が勝ったら、もう片方を滅ぼすっていうやり方の代理戦争には限界があるんだよ。相手を理解しない以上、結局最後までいがみ合い続けることになるだろ」

　本ほん音ねで、カナタが真っ向から話す。

「だからさ、決めたよ」

「いったい何を決めたんだというんだね？」

「お前らがしている空戦武踏祭エリアルソードに、俺が一石投じてやるよ。俺が率いる《ミストガン》代表小隊も代理戦争としての空戦武踏祭エリアルソードに出場する。そんで《ミストガン》代表小隊が優勝したら、両陣営に和解してもらう」

『………………っ!?』

　交こう渉しように居合わせた者たちから、どよめきが生まれる。

　カナタの言葉は、二つの世界を相手に宣戦布告したに等しいのだ。

　常人であれば、カナタの行動は狂きよう気きに、冷れい徹てつな現リ実ア主リ義ス者トであるアンネローゼやゼスから見れば、カナタは夢想家と映ったに違いない。
















　だが、カナタのことをよく知るミソラは気づいていた。カナタが本気でそれを成し遂とげるつもりであると。ミソラは知っているのだ。カナタ・エイジには果断の意志力と実現力があることを。

　そして、どの道空戦武踏祭エリアルソードで優勝するつもりだったミソラに動どう揺ようはなく、カナタの宣戦布告を撤回させるつもりもない。

　いまだどよめきが落ち着かぬ両陣営の者たちに、カナタはさらに身の程知らずともいえる発言をぶつける。

「そんでさ、エリスを魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の代表、クリスを人類陣営の人型魔甲蟲問題調整官に据すえて、二人と人類陣営の代表を交えて新しい秩序を作ってもらうよ。それが俺の信じる最小限の犠牲で世界を平和にする方法だ」







「くだらないですね、結局魔甲蟲陣営に味方する意思はなかったということですか」

　キルスティが鋭するどい視線をカナタへ向ける。

　その瞬しゆん間かん、クリスはこの場の雰ふん囲い気きが一変したのを感じた。

　殺気だ。放っているのはキルスティ。敬愛するゼスを侮あなどられたと怒おこっているのだ。愚おろかなことを、とクリスが思う。ここは歴戦の勇士が集まる交渉の場だ。殺気に気づけぬ者はいない。しかも、殺気とはすぐに伝染するものだ。

　瞬またたく間まに、人類陣営が動く。

「教皇陛下アークビシヨツプ、戦闘が始まったら窓から外へ逃にげますよ」

　すぐさま椅い子すから立ち上がり、リバーが告げた。

「チャオ・シンクー。戦闘が始まったら、真っ先にゼスを狙ねらいなさい」

「御ぎよ意い」

　どさくさに紛まぎれて敵の大将を討うとうと、アンネローゼが冷徹な決断を下す。チャオは獲え物ものを狙う猛もう禽きんのような眼まな差ざしで、椅子に腰こしかけたままのゼスを視界に捉とらえた。

　力量差を把は握あくしているのだろう。

　刺し違ちがえる覚かく悟ごがひしひしと伝わってくる。

「ユミエール様、僭せん越えつですが雑ぞう兵ひようの始末をお願いできますでしょうか？」

「ふっ、燃やし尽つくしてくれよう」

　キルスティの依い頼らいを受け、ユミエールが紅ぐ蓮れんの長ちよう剣けんを生み出す。張はり詰つめた緊きん張ちようが極限に達し弾はじけようとした刹せつ那な、

「待ちたまえキルスティ。今日は手を出さないでいい」

　椅子に腰かけていたゼスがすっと手で制した。

「ですがゼス様、この男はゼス様が差さし伸のべた手を──」

「いいんだ。今日は戦いに来たわけじゃないからね」

　感情的になったキルスティを穏おだやかに窘たしなめ、ゼスはその視線にカナタを捉えた。

「カナタ君。どうやらキミは本気でわたしたちに挑いどむつもりのようだね。なら、この交渉の場を設もうけた目的は──」

「俺がこの交渉の場を仕組んだのは、あんたたちに俺の考えを伝えるためだよ。人類陣営でもなければ、魔甲蟲陣営でもない、《絶力》っていう理ことわりを司つかさどる第三者として、俺が考える理想をな」

　カナタが説明する。

「正直言ってさ、こうやって全員を集めて俺の考えを伝えたところで、状じよう況きようが動く可能性はほとんどなかった。アンネローゼもゼスも、自分の理想を頑かたくなに信じて考えを変えるつもりはないっていうのはわかってたしな。だから俺の言葉が届く可能性は、一パーセント以下だったと思う。……でも、そうしないわけにはいかなかったんだ。──そこに少しでも可能性があるなら」

　この交渉が始まる前、カナタは、




　──俺は負ける戦いはしない主義だけど、この交渉に負けても俺が失うものは何もない。だからこそ、俺の理想を実現するために打てる手は全部打つよ。だってさ、やらずに後こう悔かいするよりやってから後悔したほうがいいじゃんか




　と言っていた。それはこのことを指しての発言だったらしい。

「結果として今回あんたたちと対話したことで変わったことが二つある。ひとつはエリスがいまの魔甲蟲陣営の行動に疑義を抱いたこと。なあクリス、エリスはまた敵になると思うか？」

「そうはさせません。もしまた道を違たがえることがあれば、そのときはわたくしが命に代えて止めてみせます」

　クリスの言葉には、泣き疲つかれたエリスを庇かばうかのようなチカラ強い響ひびきがこめられていた。

「そしてもうひとつ変わったことは、この場にいる全員に、俺たちの理想を示せたことだ」

　カナタはアンネローゼとゼスを見やり、続けた。

「俺はさ、魔甲蟲っていうものが一体どういう存在なのかずっと考えてたんだ。少なくとも俺は人型魔甲蟲であるエリスやリーゼリットとは友達になれると思うし、クリスやエミリーとはもう友達だ。そこに人間じゃないからとか、人型魔甲蟲だからとかっていう差別は存在しない。この世界に生きる同じ仲間だって考えてる。もちろん《崩力》が使えるとかの、チカラの強弱とかも関係なし。……けど、あんたたちの話を聞く限り、どっちも相手は敵だっていう認識で凝こり固まっている。お互たがいのことをよく理解しようとしてねーんだよ」

「だから、わたしたちはお互いに理解し合うべきだと？」

「それが最善の可能性だ」

　アンネローゼの問いにカナタが答える。

「空士の敵は、魔甲蟲──この世界の秩ちつ序じよを乱す存在だからな。もしあんたたちのどちらかがもう片方の陣営を理解したいっていうのであれば、俺はそっちの側についた。でも、話を聞く限りじゃそれは無理らしいな。だからこそ、俺の理想を実現するために両陣営に方針転てん換かんの機会を作るよ」

「そのような絵空事が実現するとは思えないね」

「ま、いまは絵空事だよ。しかも、俺が担当する事案じゃない」

　ゼスの否定にカナタが反論する。

「でも今回人類陣営でもなければ魔甲蟲陣営でもない、第三者として臨んだ俺から見てできると思ったんだ。エリスとクリスの二人ならきっと最小限の犠ぎ牲せいで世界を平和にできるって」

　そう言って、カナタはエリスとクリスを一いち瞥べつし、

「もしこいつらが道に迷うことがあれば、俺が責任を持って教育して、道に気づかせてやるよ。Ｅ６０１小隊の教官として、空士としての俺の流りゆう儀ぎを──不ふ屈くつの闘とう志しって奴やつを叩たたき込んでやるぜ……っ！」

　二大陣営を前に、宣戦布告をしてみせたカナタに、アンネローゼとゼスは何も言うことができなかった。

　微み塵じんも迷いのない、カナタの真まっ直すぐな瞳ひとみ。その瞳が、何を言っても無む駄だだと悟さとらせてしまったのだ。

「ふむ、そうなればそれもいいだろう。では、明日の空戦武踏祭エリアルソードで、もしキミが率いる《ミストガン》代表小隊が勝てば、わたしは教皇陛下アークビシヨツプと和平を結ぼう。わたしが率いる《ベベル》代表小隊が勝てばわたしがこの世界の人類に対する支配権を得、教皇陛下アークビシヨツプが率いる《コウライ》代表小隊が勝てばわたしが人類陣営の軍門に下ろう」

　状況をあっさりと纏まとめ、ゼスが颯さつ爽そうと言い放つ。

「さて、わたしたちはこれでお暇いとまさせてもらおうか」

　少しも落らく胆たんすることなく、ゼスは仲間を引き連れて帰ろうとする。キルスティと互ご角かく以上に渡わたり合える実力者であるカナタを手に入れられなくても、嘆なげく素そ振ぶりはない。

　演技でなければ、ゼスはもう──

「あんたはきっとエリスを不要だと思って切り捨てたんだと思う」

　背中を向け出口へ向かうゼスに、カナタが投げかける。

「でも、いまエリスは色んなことを学んでる真っ最中だ。こいつのチカラはさ、まだまだ伸びる。……だからお前は、いつか後悔することになるよ。簡単にエリスを切り捨てたことをな」

　ゼスは何も言わず、その歩みを止めることもなかった。

　……ゼスたちがいなくなったあと、議事室では、ふぅと安あん堵どした空気が満ちていた。カクナリタス陣た営ちも人類陣営アンネローゼたちも、魔甲蟲陣営ゼスたちといつ戦せん闘とうに突とつ入にゆうするかもしれず、肝きもを冷やしていたのだ。

「カ、カナタ君っ!?　あんなことを言って、もしゼスが襲おそい掛かかってきたら、どうするつもりだったんだい……っ!?」

「さあな。そんときは全力で戦ってたと思うけど、全員を護りきるのは難しかっただろうな」

　リバーの問いに素っ気なく答えたあと、カナタが言い添そえる。

「ま、そんな事態にはならないって思ってたけど」

　今回交こう渉しようの場に引きずり出すことで、ゼスという存在を、カナタは少し摑つかめた気がする。ゼスの言動や引き際ぎわの良さから、カナタは断定した。

「今回直接会って俺は確信できたよ。ゼス・ヴィーゲルトは俺たちがどう動いても大局に影えい響きようがないことを知ってるんだ。明日あしたの空戦武踏祭エリアルソードの決勝トーナメントの最中、ゼスは必ず動く。そして──俺たちがこのまま手を打たないと、ゼスがこの世界の覇は権けんを握にぎるよ」

　アンネローゼが問う。

「それで、あなたはどうするんですか？」

「できることなら、世界の事情なんかそっちのけで、俺は教官に専念したいところなんだけどさ、ミソラたちも独り立ちを始めたみたいだし、いまは俺に空士としてのチカラがある以上、自分にできることをやるつもりだよ」

「自分にできること、ですか」

　カナタの言葉を聞き、アンネローゼは鋭い眼光を奔はしらせた。

「あなたはまだ何も異変に気づいていないみたいですね。《絶力》──世界の歪ゆがみを絶つチカラを持つことの代だい償しようを」

「……………………」

　アンネローゼからの警告に、カナタは何も答えず、ミソラたちを引き連れ交渉の場所をあとにする。かくしてカナタが仕し掛かけた交渉は終しゆう了りようし、結果としてカナタは二大陣営のどちらにも所属せず、第三勢力としての道を歩むことになった。










　第一人工空島メガフロート。地下都市。夜間。

　児じ童どう養よう護ご施し設せつ。集会室。

「そっちも収しゆう穫かくがあったみたいだな」

「ふっ、まあな。わたしたちもそれなりにチカラを得た」

「あのぅ……どうにかノエルさんと渡り合えるレベルに仕上げられたと思います」

「うぬ。あとは実じつ践せんするのみです。必ずや勝利をご覧に入れます」

　確実に何かを摑んだ表情をするリコたちを見て、ミソラは羨うらやましいと思った。むろん、ミソラとてこの日も特訓をしたのだが、エリスを追って交渉に巻き込まれたため、己おのれを磨みがく時間が圧あつ倒とう的に不足していた。

　この場には、エリスにクリスも同席している。エミリーとリーゼリットは、子供たちのお世話で留守だ。教え手たちを集めたこの場で、カナタは敢えて伏せていた事情を説明した。

「つーわけで、じつは空戦武踏祭エリアルソードを通じて、人類陣じん営えいと魔ま甲こう蟲ちゆう陣営で代理戦争をしてたわけ。これを隠かくしていたことはお詫わびするよ。お前らに純じゆん粋すいに特訓に専念してもらうためとはいえ、噓うそをついていてすまなかった」

　この点については、すでに知っていたミソラはもとより、ある程度察しがついていたリコたちにも動どう揺ようはなかった。もっとも代理戦争の説明に続き、今日の交渉での出来事に及およぶと話は別だ。

「今日の交渉の場で、その代理戦争に、俺は《ミストガン》代表であるＥ６０１小隊が第三勢力として介かい入にゆうすることを宣言して来た。お前たちが空戦武踏祭エリアルソードで優勝した場合、エリスが魔甲蟲陣営の代表になって、人類と和平が結ばれる可能性がある。これについちゃエリスがまだ悩んでて、あくまで可能性なんだけど」

　誰だれも血を流すことのない未来。カナタが見つけた可能性はそれだ。

　その話を聞き、リコたちは、

「「「「……………っ!?」」」」

　と、一いつ瞬しゆんで驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。だが、すぐに平静さを取り戻もどし、

「ふっ、面おも白しろい。つまり、わたしたちが勝てば全てが丸く収まるということだろう」

「そ、そのぅ……責任重大ですけど、頑がん張ばります」

「うぬ。最初から勝つ気でおりましたゆえ、どのような事実を聞かされようと臆おくすることはございません」

「とにかく、わたしたちは勝つことだけを考えればいいということですね」

　自分たちの活かつ躍やく次第では世界が平和になると知り、リコたちが希望に溢あふれる貌かおをする。

　そんな教え子たちを見やるカナタは、成長したな、というかのようにふっと口の端はをつりあげた。

　一方で、ミソラは密かに闘志を燃やしていた。

　あたしはまだ新しいチカラを得ていない。このままじゃ終われないわ……っ！

　リコたちのように新しい武器を身につけなければならない。そうしなければ、決勝トーナメントでは通用しない。

「そんで決勝トーナメントについて、明日は二連戦が想定されるんだけど──」

　勝利条件は、相手の小隊長の撃げき墜つい。つまり、Ｅ６０１小隊はミソラが墜おとされたらその時点で敗北が決定ということだ。

「ぶっちゃけ俺は相手の情報がわかんないんだよね。二戦目の相手なら、いくらかの情報と時間が得られるから、作戦の立てようがあるんだけど。ま、勝ちあがって来る相手によっちゃそもそも戦術が通じるのかっていう疑問が残るけどな」

　そう断ったあと、カナタはミソラたちを見み渡わたし、

「まずは初戦の《ファルシオン》戦についてだけど、レクティとブレアがノエルと対決するとして、誰かその構図を作るイメージのある奴いる？」

「ある」

　副隊長兼けん参さん謀ぼうであるリコが即そく答とうした。

「こちらから速そつ攻こうをしかけて、ノエルを倒たおす。短期決戦だ。敵の戦術はわからないが、ノエルほどの攻こう撃げき力を持つ空士を後ろで遊ばせたりはしないだろう。必ず前に出てくるはずだ。そのタイミングを狙ねらう。それ以外には考えられない」

　うん、正解だ、とでもいうかのようにカナタが頷うなずいてみせた。どうやらいまのＥ６０１小隊の実力なら、わざわざカナタが指し摘てきする必要はない、と考えていたらしい。

「そのぅ……短期決戦なのはどうしてですか？」

「うぬ。理想を言えば、最初は丁てい寧ねいに《ファルシオン》代表小隊の出方を窺うかがって、ノエル先せん輩ぱい以外の面々の能力を把は握あくしながら倒し、外そと堀ぼりから埋うめていくべきなのではないか？」

　次の戦いの鍵となる人キーパーソンであるレクティとブレアが疑問を口にした。

「それなら、あたしにも答えられるわ」

　ミソラが断言する。

「あたしたちが目指すのが優勝だから、でしょ」

「ミソラにしてはよく見えているな」

　ふっと微笑ほほえみを零こぼし、リコが言い放つ。

「レクティ、ブレア。極きよく端たんな言い方だが、《ファルシオン》との戦いは前座に過ぎない。わたしたちの本当の敵は、おそらく勝ちあがって来るであろう次の相手だ。その相手を倒す為ためにも、消しよう耗もうするわけにはいかない」

「あのぅ……ノエルさんの存在に捉とらわれて、視野が狭せまくなってました」

「うぬ。その通りであるな」

「レクティさん、ブレアさん。頑張りましょうね」

　気合を入れ直すレクティとブレアに、ユーリが朗ほがらかに微笑んだ。

　明日、世界最強を決める戦いが始まるが、誰も重圧プレツシヤーを感じている様子もなければ、出場小隊の中でＥ６０１小隊が最弱であるという事実に臆する様子もなかった。

「さてと、じゃ明日は一発派手にかましてやれよ。お前らのチカラを、世界中の人間に見せつけてやれ」

　カナタに激げき励れいされたあと、ミソラたちは解散の流れとなった。ほぼ一日かけて特訓していたリコたちは疲つかれが溜たまっているのか、おもむろに集会室を出ていく。ミソラもその流れの最さい後こう尾びに続くが、室内にはまだ二人の人物が残っていた。

「あのっ！　カナタ先輩……少しいいですか……っ!?」

「んっ、ユーリ。どうかしたのか？」

　ドア口にいたミソラが振ふり向くと、そこには一いつ旦たん恥はずかしそうに貌を俯うつむけたあと、やがて意を決したように、カナタをじっと見つめるユーリの姿があった。

　ひょ、ひょっとしてっ!?　こ、告白……っ!?

　覚かく悟ごを決めた乙女おとめの貌は、恋こいする少女にはすぐにわかった。

「その……カ、カナタ先輩っ!?　明日なんですが、空戦武踏祭エリアルソードが終わったあと、少し時間を取ってもらってもいいでしょうか……っ!?」

　緊きん張ちように声を震ふるわせながらも、それでもユーリは最後まで口にした。

　ミソラの知るユーリなら、場と状じよう況きようを弁わきまえ、決勝トーナメント前夜にこんな大事なことを口にしないはずだ。

　だが、実際は異なる。

　目の前で起きている現実は……

　えっ!?　え……っ!?　ユーリによる突とつ然ぜんの奇き襲しゆうに、ミソラは慌あわてふためく。ユーリに何があったか知らないが、普ふ段だんよりも強い意志を感じた。

　ここまでくればいくら鈍どん感かんなあいつでも勘かんづく。完全に先を越こされた……っ!?　と青ざめるミソラの前で、カナタが言う。

「無理。明日はすごい忙いそがしいと思うから」

「………………えっ!?」

「……………………」

　想定外の答えにユーリが間の抜ぬけた声をあげ、ドア口に立つミソラも絶句した。

　このような類たぐいの話を立ち聞きするのはいけないことだと知りながら、ミソラはその場から立ち去ることができない。告白の行方ゆくえが気になって、体が磔はりつけにされたみたいに動けなくなっていた。

　従来のユーリならばカナタとの関係の悪化を危き惧ぐし、入隊当時のケーキ告白作戦が失敗したときのように、ここですぐさま撤てつ退たいを始めるだろう。

　しかし、

「い、いえ、そういうことではなくてですね……っ!?」

　この日のユーリはすぐに諦あきらめたりはしない。彼女は先輩としての体てい裁さいをかなぐり捨て、必死に勇気を振り絞しぼっていた。ぎゅっとスカートの裾すそを握るユーリの白い指先は微かすかに震えていた。

「あ、明日空戦武踏祭エリアルソードで優勝したら、大事な話がありますっ!?　す、少しの時間でいいですから、絶対に時間を取ってください……っ!?」

「わかった。少しなら時間が取れると思う」

　……ユーリさん、本気なのね。

　突然の奇襲に戸と惑まどったミソラだが、落ち着いて考えれば、それは当たり前であることに気づく。

　おそらく空戦武踏祭エリアルソードが終われば、この世界に大きな変化が訪れる。どの陣営が優勝しようと、それが齎もたらす変革は測りしれず、場合によっては人類同士で争うことになるだろう。何が起こるか知れぬ世界で、現い在まを必死に生きる人の帰結としては自然なことなのだ。

　でも、あたしは……

　いまはまだ、あいつの隣となりにいる人物には相応ふさわしくない。

　悔くやしい。本当に悔しいけど、カナタ・エイジという不ふ屈くつの男に相応しい、空士としてのチカラも実績も示せていない。

　ユーリさんのように、新しいチカラを宿してもいなければ、特務としてカナタと同じ戦場を駆かけ、同じ小隊の仲間として実績を積んできたわけでもない。

　きっと下した唇くちびるを嚙かみ、ミソラはそっと集会室をあとにする。

　……いまのあたしじゃ、あいつに告白する資格がない。

　もしミソラがカナタに告白する機会があるとすれば、それは対等な仲間として、戦場を舞まうカナタ・エイジを『救う』ときに他ならない。

　ミソラは廊ろう下かに出た直後に駆けだし、リコたちに追いつくと、その中の一人に声をかける

「あの、エリスさん。少しいいですか？　その──」

　続くミソラの言葉を聞き、エリスは文句を言いながらも、最終的に頷いた。










　真夜中。第一人工空島メガフロート。東方上空。

『明日あしたは大事な戦いが控ひかえているんでしょ。今晩はもう体を休めるべきじゃないかしら』

『その通りなんですけど、いまのあたしじゃダメなんです……っ！』

　夢幻泡影ニトケルテイで作った魔ま甲こう蟲ちゆうの包ほう囲い網もうの中で、ミソラが叫さけんだ。

『リコたちは今日の特訓で昨日の手て応ごたえを確かなものにしたようですけど、あたしはまだ新しいチカラをものにしていません。明日の戦いは、いまのあたしのチカラじゃまるで通用しないんです。でも──もう少しで何かを得られる気がします。だから、もう少しだけ協力してください……っ！』

　いったい何度この台詞せりふを聞いたかしら？　アルケナル級に加え、今度はプロキオン級も生み出しながら、エリスが半ば呆あきれていた。

　ミソラたちが明日に懸かけているように、エリスにとっても明日は大事な日になる。カナタの宣言通り動けば、エリスは魔甲蟲陣じん営えいの代表になるかもしれないのだ。

　だが、同どう胞ほうがわたしに素直に従うとは思えない。クリスの件でも同様だ。この世界の人類と和平を結ぶなど夢のまた夢だ。

　そのような不条理に自分が耐たえられるのか。カナタから勝手に提案された約束に、エリスはまだ答えを返してはいない。

　アルケナル級の群れに追い回されるミソラを、エリスは見やる。

　ミソラのお願いから、数時間は戦い続けている。

　時刻は午後十一時半過ぎ。もうすぐ日付けが変わる。

　明日の決勝トーナメントを前に、体を休めるのが定石セオリーなのだが、

『もういいんじゃないかしら？　これ以上続けてもあなたが……』

『もう少しで何かが摑つかめる気がするんです』

　そう言って、ミソラが無限の軍勢の海を泳ぎ続ける。そして彼女は躱かわし続ける。鋭するどく、速く、しなやかに。弾だん丸がんのように襲い来るアルケナル級の群れを。

　それは紙一ひと重えの連続だった。覚悟を決めたミソラだからこそ、どうにか躱し続けられているのだろう。

　動体視力と周辺視野は鍛きたえられてきた。

　だが、ミソラが得意とするあらゆる技能……幻想イリユー加ジヨン速アクセル、乱砲ほう撃げき、加速力、体力、曲カがツりト、それら全てを駆く使ししても、無限の軍勢を突とつ破ぱすることは叶かなわない。

　防護服プロテクターは切り刻まれ、ミソラの姿はぼろぼろになっていく。

　そんな光景を見やり、エリスは思う。

　どんなに努力しても、辿たどり着つけないものはある。人が生まれ持つ才能という壁かべは、確かに存在する。

　そしてミソラは──

『あたしは才能がないですから、その分努力で補わないといけないんです』

　ミソラの十お八は番こである収束ストラ魔イクブ砲ラスターは、高い攻撃力を誇る。しかし《崩力》で強化された障しよう壁へきを破壊できるかというと怪あやしいだろう。収束ストラ魔イクブ砲ラスターは《アマイモン》相手にはどうにか通用したが、厳密に言えば、《アマイモン》は《崩力》の遣い手ではないからだ。

　しかも相手が《ベベル》代表小隊──ユミエールたちほどの遣い手ともなれば、やはりもっと密度を高めて、貫かん通つう力を高めた戦技が必要だ。しかしリコたちはそれを選せん択たくしたが、ミソラは選ばなかった。

　いや、選べなかったのだ。

　ミソラには収束ストラ魔イクブ砲ラスター以上の戦技を身につける自信がない。繊せん細さいな魔ま力りよく制御コントロールによる縮退魔力の練成を必要とする戦技は、才能のない彼女には不向きだったのだ。

　だからこそ、ミソラはそれに代わる武器を求めて、無限の軍勢と戦っている。

　敵に吞のまれるという絶体絶命の状じよう況きよう下かで、戦い方を覚え、理り不ふ尽じんに抗あらがう術すべを身につけようとしているのだ。

　自らの限界など把握しているだろうに……

　ミソラは空戦武踏祭エリアルソードが三みつ巴どもえの戦いになる以前から……いや、それ以前に、人類陣営と魔甲蟲陣営の代理戦争であることを知らずに、無む謀ぼうとしか取れない特訓に励はげんでいた。

『なにがあなたたちをそこまでさせるの？』

　必死に抗うミソラへ、思わずエリスは尋たずねていた。

『はっきり言って、誰だれもあなたたちが優勝するとは思っていないし、あなたたちの実力で空戦武踏祭エリアルソードの決勝トーナメントに残れたこと自体、過ぎた結果だわ。ここまで来れたんだから優勝を狙ねらう気持ちもわかるけど、これから立ち向かう相手が、いままでにない強敵であることにあなたは気づいてるはずよ。あなたが直面しているのは、足あ搔がいても足搔いてもどうすることもできない不条理。たとえ命を懸けても届かぬ相手と知りながら、何のためにそこまで戦おうとするの？』

　エリスは抗えなかった。

　いや、抗った結果、心が砕くだけて抗えなくなった。

　元いた世界で、兄とともに正しいことをして、その結果──どうしようもできない窮きゆう地ちに立たされ、安寧の地を求めてこの世界にやってきた。

　だからこそ、不条理に抗い続けることの難しさは、誰よりもわかっているつもりだ。

　ミソラたちが向かう先にある不条理を、エリスは知っている。リーゼリットと戦ったミソラたちも当然それは知っているはずだ。だというのに、ミソラたちは命を懸けた特訓をしてまで、それに抗おうとする。

　そこまでして、得たいもの。

　空戦武踏祭エリアルソード優勝で得るものについて、エリスは訊きかずにはいられなかった。なにせミソラたちは、空戦武踏祭エリアルソードが代理戦争であることを知らずとも、特訓に励んでいたのだから。

『あたしが戦う理由なんて簡単ですよ』

　急制動をかけながら反転。引きつけたアルケナル級へ砲撃を連射したあと、ミソラが答えた。

『《ミストガン》でがけっぷちだったあたしたちを、教え導いてくれたあいつの期待に応えたいんです』

　反転。再加速。左右後方から挟はさみ込むように迫せまってきたアルケナル級に、ミソラは砲撃を浴あびせながら、

『あたしたちは空戦武踏祭エリアルソードの裏事情を知っちゃいましたけど、でもあいつは本ほん音ねのところで、きっと何の気負いもなく、純じゆん粋すいに戦って空戦武踏祭エリアルソードで優勝してほしいって思ってるんです』

　さらに加速。敵の包囲の一角に穴を空け、ミソラは急きゆう上じよう昇しよう。引き撃うちの構図を崩くずさず、迫りくるアルケナル級を迎げい撃げき。その後、急降下しながら、アルケナル級の群れを引き剝はがそうとする。

『いまは状況が状況だから、教皇陛下アークビシヨツプたちはあいつに世界の行く末を案じさせようとしてますけど、あいつの役割はあくまで教官です。もちろん、もしこれから世界を揺ゆるがす大惨さん事じが起きれば、あいつも教官ではない立場でその問題を解決する必要が出てくると思います。でもいまはまだ、あいつはあたしたちの教官なんです』

　進行方向に一体のプロキオン級が立ちはだかった。鉄槌の鎌ハンマーエツジと呼ばれる鎌を振ふりかざそうとする。ミソラはそれを掠かすめるようにして躱し、逆三角形の頭部へ砲撃を集中。頭部が爆散し、霧む散さんするプロキオン級に一いち瞥べつをくれることさえなく、ミソラは急降下を継続。海面すれすれで体を起こし、包囲しようとする魔甲蟲の群れを一気に引き剝がした。魔甲蟲の群れが縦に長く伸のびていく。

『そしてあいつの教え子は、相手がどんな強敵であっても負けるわけにはいきません。あいつの不屈の闘とう志しを、あたしたちが受け継ついでみせます。それがあいつの教え子であることの証明で、いつかあいつの隣を飛ぶことの最低条件だと思ってます』

　その後、再度上昇。ミソラを追つい撃げきするために伸び切っていた魔甲蟲の群れへ一気に斬きり込む。

『だから、空戦武踏祭エリアルソードの裏事情についてみんながどこまで当たりをつけているかは知らないですけど、でもみんな似たようなことを考えているんじゃないですか。この戦いに世界の命運がかかっていることとは関係なく、カナタ・エイジの教え子に相応しい戦いをしようって』

　その後は、一気に大混戦へと持ち込むミソラ。もう体力は尽つきかけており、ロクな身動きもままならないはずだ。また墜おちる、とエリスが攻こう撃げきの勢いを弛ゆるめようとした刹せつ那な、

『え……っ!?』

　あらぬ光景が、エリスの眼前に広がっていた。

　完全に疲つかれ切ったはずのミソラが魔甲蟲の包囲下で飛び続けているのだ。いや、ただ飛び続けているのではない。戦っている。無数のアルケナル級の体当たりを躱し、的確に砲撃を繰くり出している。まるで敵の動き全てを見切っているかのように。

　ミソラの動きは決して速くない。彼女の売りのひとつである速度はもう殺されてしまっている。でも、速い。遅おそいのに速い。アルケナル級の体当たりが届かないのが証拠だ。まるで彼女が存在する空間だけ、時の流れが遅くなっているかのようだった。ミソラが児じ戯ぎのように魔甲蟲の群れをあしらっている。

　これはっ!?　このチカラは……っ!?

　その奇き跡せきにエリスが心を動かされたとき、ミソラが魔甲蟲の包囲を抜け、エリスにとりつこうとする。エリスは夢幻泡影ニトケルテイの呪じゆ力りよく弾だんで迎撃。しかし、あろうことかミソラはその弾だん幕まくを搔い潜くぐろうとする。決して速くはない動きで、交差するように降り注ぐ呪力弾の軌き道どうを先読みしたかのように躱す。そしてミソラは魔ま砲ほう剣けんを構えたままエリスに接近。魔砲剣の砲口から白銀の光が漏もれる。収束ストラ魔イクブ砲ラスターだ。大急ぎでエリスが障壁を展開した刹那、白銀色の光の奔ほん流りゆうが夜や天てんを斬きり裂さき、エリスの脇を駆け抜けていく。直後、ミソラはふっと糸が切れたかのように落下していった。一拍遅れ、エリスは慌あわてて飛行し、

『ミソラ……っ!?』

『エリスさん、その……』

『あなたたちは強いのね』

　まだ特訓を続けようとするミソラを、エリスは抱だき抱かかえていた。

　おそらくミソラ自身、なにをしたかは気づいていないだろう。彼女がみせたチカラは、意識して行ったものではない。

　だが、エリスは目もく撃げきしていた。ミソラの中にある、不条理を覆くつがえすチカラの片へん鱗りんを。

　それを生み出したのは、不条理に抗い続けようとするミソラの信念だ。空戦武踏祭エリアルソード優勝は、生なま半はん可かな覚かく悟ごで言ったものではないだろう。

「なら、明日あしたはあなたたちがその不ふ屈くつの闘志で、不条理に立ち向かえることを示してみなさい。そうしたら、わたしも考えてもいいわ。魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えいの代表として、この世界の人類と和平を結ぶことを」
















　エリスは明言を避さけていたことを口にした。

「エリスさん……」

「もしこの世界を平和にしたいなら、あなたのチカラを示してみなさい」




　　　　※※※




　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。発着場。早朝。

「ふぅ、どうにか間に合ったみたいだね」

　飛ひ空くう艇ていのタラップを降りきったクロエがうーんと伸びをする。

　明け方の澄すんだ空気と陽光が眠ねむ気けを一気に醒さましていく。応援要よう請せいを受け大急ぎで《ベベル》へ向かった結果、どうにかカナタとの約束の時刻に間に合うことができた。

「魔甲蟲の襲しゆう撃げきがあったら、完全に詰つんでましたけどね。運行クルーは昼夜交代で、フル稼か働どうでしたから」

　タラップを降りながら、短く整えられたブロンドの好青年──ロイド・オールウィンが欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

「えー、もしものときはわたしが撥はね返してたよ」

「夜中にぐっすり寝ねてた人が言うと説得力がありますね。さすがに夜間哨しよう戒かいに立ったことがないだけはあります」

「ロイドも立ったことないでしょ？」

「いいえ、僕は立ってましたよ。特務だからってサボってたのはクロエだけです」

「……………………」

「ついでに、襲撃はありませんでしたがニアミスはありましたよ。なぜだか知りませんが、《ベベル》周辺の空域に少なくない規模の魔甲蟲が集まってきているようです。これはカナタも知らないかと」

「……………………」

「それで、ぐっすりと眠ねむっていた誰かさんは、夜や襲しゆうにあっても撥ね返していたとか。いったいどうやってやるんですか？　ああ、もしかして鼾いびきが音響衝撃波ソニツクウエーブになって敵を叩たたき落とすんですか？」

「……………………」

　三み度たび絶句するクロエ。本気で知らなかったとはいえ、自分が熟じゆく睡すいしている間に魔甲蟲とニアミスしていたとはぞっとする。

　飛空艇を運航していた機長を始めとする乗ク組ル員ーの判断に感謝だ。それと皮肉交じりの軽口を叩きながらも、クロエを気にかけていたロイドには謝罪と感謝だ。

　結果としてクロエはぐっすり眠れたので、調子は万ばん全ぜん。いまから戦せん闘とう開始と言われても即そく応おうできる状態である。

「よう、わざわざ来てもらってわりーな」

　カナタが出で迎むかえに来てくれた。貌かおを合わせていないのは二週間にも満たない期間だったが、随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが変わったな、とクロエは思う。

　何かカナタのうちに漲みなぎっているものがあるのだ。相変わらず飄ひよう々ひようとした彼のうちに、闘志のようなエネルギーが満ち溢あふれている。

　漠然とした気き迫はくではない。もっとちゃんとした裏づけのあるエネルギーだ。

　まさか……っ!?　と思ったクロエがカナタを注視する。それは眼で見て感じられるチカラではないはずだが、彼女は確かに感じ取ることができた。

「ねえ、もしかしてチカラが……？」

「まあ、色々あってさ」

　その瞬しゆん間かん、クロエはカナタに抱きついていた。朴ぼく念ねん仁じんである彼の首の後ろへと手をまわし、ぎゅっと抱き寄よせる。

「心配かけたな」

「うん」

　カナタはそっと抱きしめ返し、クロエの頭を撫なでていた。何か思うことがあったのか、ロイドもこのときばかりは軽口を叩かず、静かにしていた。

　やがて抱ほう擁ようを終えたクロエに、カナタが言い放つ。

「そんでじつはさ、状況によってはこれからかなり困ったことになるんだよ。つーことで、お前に重要な任務をお願いしたい」

「重要って、どのくらい？」

「うーん、ぶっちゃけ世界の根こん幹かんを揺るがしかねない程度」

　また厄やつ介かいなことに巻き込まれてるみたいだね、と呆あきれながら、クロエは続きを促うながした。







　　　第四章　空士たちの演えん舞ぶ







　決勝トーナメント当日。午前九時過ぎ。

　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。闘とう技ぎ場。ＶＩＰ観戦席。

　ふーん、ゼスはやっぱ余よ裕ゆうの表情か。

　キルスティを伴ともない、ソファーシートに腰こしかけるゼスをカナタが見やる。見晴らしのいい窓の向こうにあるフィールドには興味を示さず、優ゆう雅がに紅茶を嗜たしなむ彼の姿は、自陣じん営えいの趨すう勢せいを懸かけた決戦にも動じぬ、王者の風格とでも呼ぶべきものを漂ただよわせている。

　ちょうどそのとき、入室してくる者がいた。カナタがその人物を見やり眼を細めたとき、ゼスが口を開く。

「おや、意外ですね。まさかそのお姿でわたしの前にいらっしゃるとは……」

　背中まである金色の髪かみとすらっとした長い手足に、白いドレスを纏まとう妙みよう齢れいの女性の姿があった。傍かたわらにはリバーとハルトマンが恭うやうやしく付き従っている。

「べつに意外なことでもないでしょう。今日は教皇として民衆の前に姿を現すのです。なら現教皇の容姿を再現するのは当然でしょう」
















　妙齢の女性──アンネローゼ・サザーランド・ベベルが言った。

　ふーん、こうやって《ベベル》の頂点に降臨し続けてるのか。

　交こう渉しようの場でゼスから聞いた話では、アンネローゼは自らが持つチカラで、肉体の老化を拒きよ絶ぜつし、時として名を変え、姿を変え、数百年に渡わたって《ベベル》の頂点に降臨し続けているとのことだったが、本当のようだ。

　椅子に腰かけたアンネローゼに向き直り、ゼスが言う。

「民衆の眼を欺あざむくのはあなたも得意のようですね」

「生あい憎にくとわたしは目的のために手段を正当化する考えの持ち主です。世界秩ちつ序じよの維い持じのためなら、民衆を騙だますことなどに心が痛むことなどありません」

「それはわたしも同じですよ。この世界を支配し王として盤ばん石じやくな地位を築くためならば、心は痛みません」

「あなたとわたしでは本質が異なります。わたしはあくまで秩序維持のため、あなたのは侵しん略りやくではないですか」

「そちらから見れば侵略でも、わたしたちにとっては聖戦です。それも最小限の犠ぎ牲せいで、この世界に新しい秩序を築くための、ね」

「ゼス様、本日は不戦の約やく定じようは結んでいらっしゃらないのでしょう。必要があれば、わたしが──」

「いや、今回に関してはキミの手は不要だよ。教皇陛下アークビシヨツプがどんなに抗あらがおうと、わたしの計画が狂くるうことはないからね」

　どんなに抗おうと計画が狂うことはない、ね。

　ゼスの言葉の真意を、カナタが瞬しゆん時じに理解する。

　おそらくこの代理戦争で人類陣営が負けたところで、教皇たちが素直に引き下がるとはゼスは考えていない。

　それでも、この代理戦争を通じて、人類陣営と魔ま甲こう蟲ちゆう陣営のうち、どちらの陣営のチカラが強いかを大衆の前で示すことに、大きな価値があると考えているのだろう。魔甲蟲陣営の圧あつ倒とう的なチカラを知らしめれば、この世界の人類から抵てい抗こうする意思を奪うことなど容易たやすい、と。

「あなたたちの野望はここで潰ついえることになります」

「さあ、それはどうでしょうか。時の流れに逆らうあなたに、未来を見通すチカラがあるとは思えませんが」

　睨にらみつけてくるアンネローゼを、穏おだやかな笑みでゼスが受けて立つ。世界の命運を担になう両者が睨み合う中、カナタが不敵な笑みを浮うかべ、割って入る。

「あのさ、二人とも熱が入ってるところわりーんだけど、お前らの計画は俺の教え子たちが必ず潰つぶすよ。だから、こんなところで何を言い争っても無む駄だだぜ。どんな強さを持っていても、ミソラたちを相手にしたら必ず潰される」

「随分と自信があるものだね、カナタ君。キミの教え子たちが優勝できるとはとても思えないが。ユミエールたちを倒たおすには、実力も経験も圧倒的に不足しているよ」

　ヴィーゲルト邸ていや交渉の場で出会ったカナタの教え子──ミソラを思い浮かべながら、ゼスが言った。

「ま、普ふ通つうに考えたらそうだろうな。でも、お前の計画は台無しにされるよ」

　そう言ってカナタは立ち上がり、ＶＩＰルームのドアへと向かって行く。するとリバーが尋たずねてきた。

「カナタ君、どこへ行くんだい？」

「どこって、観戦席の最前列に決まってんじゃんか。ここじゃ試合の雰囲気を肌はだで感じられないからな」

　振ふり向いたカナタが答えた直後、挑ちよう発はつするようにゼスが言う。

「おや、ということは決勝トーナメント中、カナタ君はこの場にいないということか」

「ゼス・ヴィーゲルト……」

　リバーが険けわしい表情で睨みつけた。

《絶力》の遣つかい手であるカナタがいなければ、ＶＩＰルームでアンネローゼたちを殺害できるという意図が伝わったのだ。

　しかし、カナタは飄々とした態度を崩くずさず、

「落ち着けよリバー。まだゼスは動いたりはしないよ」

　ふっと口の端はをつりあげ、言い放った。

「もしこいつが本当の意味で動くとしたら、それは最後の戦いが終わったときだ」

「カナタ君はまるでわたしの心を悟さとったように言うんだね」

「まさか、他人の心を悟ることなんてできるわけないじゃんか。俺にできるのは相手の考えを少しだけ読むことだよ」

　そう言って、カナタは鋭するどい双そう眸ぼうでゼスを見み据すえ、

「あんたがいまも世界の覇は権けんを担になおうって考えてるのもわかってる。でも、そいつは俺たちがさせねーよ……っ！」

　それだけ言い残し、カナタはＶＩＰルームの外へと姿を消した。







　闘技場。最前列。

　各所には中ちゆう継けいカメラが設もうけられ、巨きよ大だいなパネルモニターに選手たちの活かつ躍やくを映す用意がされている。注目度は世界最高。電波状じよう況きようと距きよ離りにもよるが、この映像は《ベベル》内に留まらず、近きん隣りんの浮遊都市へも生中継される予定だ。

「初戦は《ミストガン》と《ファルシオン》。もうすぐミソラさんたちの試合ですね」

「《ファルシオン》ね。わたしは詳くわしく知らないけど、どうなの？」

　クリスの発言を受け、エリスが尋ねた。

　もしミソラたちが空戦武踏祭エリアルソードで優勝すれば、形式的とはいえ、エリスが魔甲蟲陣営の代表になる。

　そうすれば少なくとも、エリスは人型魔甲蟲の子供たちを助けることができる。チカラなき者──魔ま力りよくを扱あつかえぬ人型魔甲蟲の子供たちをだ。

　だが、それをなすには幾いくつもの障害が立ちはだかるだろう。兄であるゼスが、代表の座を素直に譲ゆずり渡すとは思えないし、他の人型魔甲蟲たちもエリスを認めるとは思えない。それに人類陣営との外がい交こう問題もある。

　エリスが本当の意味で魔甲蟲陣営の代表として認められるには、人型魔甲蟲どうほうの反発を始めとする恐おそろしいまでの理り不ふ尽じん──不条理を乗り越こえなければならない。そんなことが本当にできるのか、示してほしいと思った。人間が持つ可能性というものを、カナタ・エイジの教え子たちに……

「エリス様。わたしは《ファルシオン》の戦術を知りませんけど、一番怖こわいのは間ま違ちがいなく小人ドワーフのお姉ちゃんだと思います」

　クリスの隣となりにいるリーゼリットが伝えた。

「縮退魔力を駆く使しした螺ら旋せん槍そう。あれの直ちよく撃げきを浴びれば、《崩力》で強化した障しよう壁へきも貫かん通つうされると思いました」

「そう。この世界の人間にも意外と骨がある子がいるのね」

「ふふっ、あの子はたしかに小人ドワーフねん」

　リーゼリットのポケットからひょこっと貌かおを出し、エミリーが答えた。

　こんな具合に人型魔甲蟲組が対戦相手を分析していたとき、足をぶらぶらとさせて椅い子すに座っていたリーゼリットが声をあげた。

「ミーナ、こっちこっち──痛い……っ！」

「ミーナさんでしょ。ミーナお姉ちゃんでも赦ゆるすけど」

「ミソラといい、どうして《ミストガン》の空士はわたしの頭をぼこすか殴なぐるのよ……っ!?」

「あなたの礼れい儀ぎがなってないからよ。そんなことより、いま何が起こっているか全部わたしにこっそり白状しなさい」

「ミーナさんって意外と乱暴な方だったんですね」

　リーゼリットの扱われように、社交的なアリアが同情した。

「ミーナさんのご質問に関しては答えさせるわけには──」

　と、クリスが拒こばもうとしたおり、不意に声がかかった。

「いいや、俺から説明させてもらうよ。ミーナにはミソラたちを助けてもらった恩があるし、これからの状況に必要なチカラだからな」

　そう口にしたのは、教官であるカナタだ。ミソラたちの観戦にやってきたであろう彼は、ミーナたちを巻き込むことを反対するクリスに状況が変わったと伝え、手早くミーナたちに状況を説明し、とある計画について協力を求めた。







　闘とう技ぎ場。フィールド。

「あなたたち、やっぱり無事だったようね」

　小隊長同士が対面の挨あい拶さつをする際に放たれたノエルの第一声に、ミソラは胸の奥から込みあげるものがあった。

　そっか。ノエルさんは事情を……

　空戦武踏祭エリアルソードで優勝するという目標と、世界の裏事情とで多た忙ぼうだったとはいえ、せめて一言は無事であることを伝えるべきだった、とミソラは一いつ瞬しゆん後こう悔かいする。

「あの戦いではあなたたちのお陰かげで生き残ることができた。まずはそのことにお礼を言わせてちょうだい。ありがとう」

　そう口にするノエルは、儀ぎ仗じよう兵へいのような制服と兼けん用ようの防護服プロテクターではなく、黒い軍ミリタリー服ジヤケツトのような防護服プロテクターを纏まとっている。

　それは本気の覚かく悟ごの証あかし。返り血で汚よごれても目立たぬようにと配はい慮りよされた、実用性を重視する《ファルシオン》の戦いくさ装しよう束ぞくだ。

「でも、この戦いは容よう赦しやするつもりはないわっ！　その上で、もしわたしが勝って次の戦いへ進むことがあれば、事情を説明しなさい……っ！」

　口ではそう言いながらも、ノエルはミソラたちがこの場に舞まう覚悟を汲くんでくれているらしい。この場では一言も、尋ねることはなかった。

　第一人工空島メガフロートで、カナタが発揮したチカラの件についても。あの激戦の後、ミソラたちがどこで何をしていたのかも。何もかも、まるで説明は不要だと言うかのように……

　命を懸かけてともに戦った仲間──戦と友もとして自分たちのことを信しん頼らいしてくれているのだ。

「ノエルさん、こちらこそあの戦場ではありがとうございました。それと、すみません。ノエルさんに事情を説明することはできません」

　ノエルの想いの一いつ端たんを汲みながら、ミソラがふっと微笑ほほえみ宣言する。

「この先に進むのは、あたしたちですから」

　その一言につられたかのように、ノエルも口の端をつりあげた。ちょうどそのとき、心地ここちよい風が闘技場に吹ふき、ミソラの長ちよう髪はつがたおやかに靡なびく。

　初めて出会ったときはノエルさんのことを嫌きらいだったけど、いまはそうでもない、とミソラは思った。好敵手ライバルとの対決とでもいうのだろうか。仮にもしこの戦いで負ければ、カナタの理想の未来が砕くだけ散ると知りながらも、ミソラはわくわくが抑おさえきれない。

　これから起きる戦いが愉たのしみでたまらない。

　戦闘狂バーサーカーとしてではなく、ミソラは小隊長として確信できたのだ。この相手と戦えば、Ｅ６０１小隊がさらなる高みへ辿たどりつけると。

　挨拶が終わり、ミソラが自分のポジションにつく。

『リコ、確認だけど最初は相手の出方を見るわ。ノエルさんたちが一気に近づいてきたら、あたしが砲ほう撃げきを連射して牽けん制せいする』

『ああ、わかっている。そこから最小限のチカラで勝てるように、わたしが随ずい時じ策を練り、ノエル狙ねらいで一気に墜おとす』

　ノエルは、第九人工空島メガフロートでの一件で、ミソラたちの能力と癖くせを正確に把は握あくしているはずだ。彼女がその気になれば、ミソラたちの弱点を突つくような戦術をぶつけられる。

　その直後、どんっ！　と赤色発はつ煙えん弾だんがあがった。試合開始の合図だ。

《ファルシオン》代表小隊の初手を警けい戒かいし、身構えるミソラたち。だが次の瞬しゆん間かん、彼女たちは激しい動どう揺ように苛さいなまれた。なぜならば、ノエルの打った一手目は、ミソラたち全員の想定を裏切る、予想外の手だったからだ。

『あ、あのぅ……《ファルシオン》代表の動きが……っ!?』

　驚きよう愕がくするレクティの視線の先には、大きなハの字のように展開した《ファルシオン》の前衛二人と中衛二人。後衛に位置するノエルに、ミソラたちを近づけさせないかのような陣じん形けい──箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンだった。

『うぬ。あれは攻せめるというより、こちらの出方を窺うかがっているように見える』

『おそらくはブレアさんの見方が正解でしょう。それにしてもこの手を打って来るとは……』

『ああ。ノエルは感情的になりやすいが、裏事情に触ふれている。だからだな』

　格上である《ファルシオン》代表小隊が、手の内を知り尽つくしたＥ６０１小隊相手に防ぼう御ぎよを重視した陣形を取る。その意図を理解し、リコはふっと口の端をつりあげた。

『蚊か帳やの外に置かれていた割に、粋いきな手を打ってくる』







　闘技場。観戦席。

「へえー、面おも白しろい手を使うじゃんか」

《ファルシオン》の一手目を見やり、カナタが不敵な笑みを浮うかべていた。

「チビ虎とらさん、意外と可愛げのある手を打ってきたわね」

「チビ虎さん、か。面白いあだ名だな」

　ミーナの言葉を聞き、カナタが言った。

　カナタはノエルが短期留学して来たときに知り合っている。そのときはあだ名をつけたりはしなかったが、ぴったりだと思った。あいつ、背が小さいことを指し摘てきするとギャーギャーうるさいし……

「カナタさん、ノエルさんの意図はどういう……」

「あれはさ、ノエルが挑ちよう戦せん状を叩たたきつけてるんだよ」

　クリスに尋たずねられ、カナタが説明する。

「ノエルは空戦武踏祭エリアルソードの裏事情を知らない。でも、世界の裏に触れた人間として感じ取ってるんだ。この決勝トーナメントが単なる戦いじゃないってことを。その上でノエルは、自分たちの防御陣を破るチカラがないとこの先に進む資格がないって宣告してるんだ」

　だからこそ、手の内を知り尽くしたミソラたちに対し、格上の《ファルシオン》が防御陣形を敷しいている。

「ふーん。この世界の人類にも粋な人がいるのね。でも、ミソラたちにあれを難なく抜ぬけられるかしら」

　エリスは、フィールドで《ファルシオン》代表小隊と睨にらみ合い、幾つか陣形を変えて隙すきを窺うミソラたちを見やり、

「あの子たちの売りは、粘ねばり強さよ。あの防御陣を破るには、相当なチカラを消費するはず。もしここで勝てても、間違いなく二戦目に響ひびくわ」

　エリスの発言は、ミソラたちが《ベベル》代表小隊と戦うことを前提にしたものらしい。魔ま甲こう蟲ちゆう陣営の実力を知る彼女は、《ベベル》代表小隊が《コウライ》代表小隊に敗やぶれる可能性など微み塵じんも考えていないのだろう。

　リーゼリットが言う。

「でも、エリス様。黒い髪かみのお姉ちゃんなら、ここを突破できるかもしれません。精密誘ゆう導どう射しや撃げきを百発以上同時に撃うてて、わたしが魔ま弾だんの射手って認めるほどの腕うで前まえです」

　おそらくは〝神憑きツヌグイ〟発動時における多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバーストのことだろう。厳密には魔力弾自体が敵を追つい尾びする精密誘導射撃ではなく、あれは未来を視みて撃つ狙そ撃げきに過ぎないが、カナタはとり立てて訂てい正せいしなかった。代わりに、

「わりーけど、リコはそれを使わねーよ。何度もできるような技じゃねーし、あいつは次の戦いを見み据すえて動いてるからな。絶対にチカラを温存する」

　そう断言するカナタの横顔を、クリスは覗のぞき込むように見る。

「カナタさん。なんだかやけに愉ゆ快かいそうな貌をしてますね」

「そう見える？　──ま、実際に愉快なんだけどさ。だってこれは、俺にとって最高の機会じゃんか」

　ふっと不敵な笑みを浮かべ、カナタが上空で動きだすミソラたちを見やり、

「リーゼリットとの激戦を戦い抜いたあいつらが、この状じよう況きようを切り抜けられないわけがねーよ。きっと新しいチカラの一端を披ひ露ろうしてくれるはずだぜ」







　闘技場。フィールド。

　ふむ、やはりのって来ないか。

　リコを起点に、両りよう翼よくを伸のばし、Ｖ字型の陣形──鶴翼の陣クレインウイングを敷いてみたが、ノエルたちに目立った動きはない。《ファルシオン》にいる射砲撃系二人から牽けん制せい射撃が飛んできたくらいだ。

　後方にいるノエルを引き擦ずり出す為ため、リコが決断する。

『ユーリ、レクティとブレアを率いて、試しに突いてみてくれ。ノエルの動きに注意しろ。ミソラはわたしと援えん護ご。おそらく《ファルシオン》あの布ふ陣じんは網あみのようなものだ。こちらから攻めて行って絡からまったところを、ノエルがひと突きしてくるぞ』

　さしずめ雀蜂の網戦術ホーネツト・ウエブとでもいおうか。箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンでは後方に控ひかえるノエルがフリーになっているため、防御を固める《ファルシオン》の前衛と中衛が交戦している隙を突いて、ノエルが一いち撃げき必殺の螺旋龍風破ドラグ・トルナードを叩き込みやすい。

　最初に《ファルシオン》がこの布陣を敷いてきたとき、リコは即そく座ざにその意図を理解していた。

　しかし、相手が攻めてこない以上、こちらから動くしかない。

『わかりましたリコさん。……行きますよ、レクティさんブレアさん。あまり離はなれず、纏まって斬きり込みます……っ！』

　突破力を集中させ、ユーリたちが接近戦を仕し掛かける。

　すると、

『敵が動いたぞ。ブルーノとフランクは、敵の前衛に射しや撃げきを集中。近づけさせるな。オリバーは俺と一いつ緒しよに迎げい撃げき。行くぞ……っ！』

　着き崩くずした防護服プロテクターを纏うジルグが指揮を取り、すぐさま対応していく。

　どうやら後方に控えるノエルの代わりに、ジルグが指揮をするのが《ファシオン》代表小隊のやり方らしい。

　ユーリたちの密集突とつ撃げきは、ブルーノたちの正確な射撃に勢いを削そがれ、続くジルグたちの近接戦に完全に勢いを殺された。その瞬間、後方に控えるノエルが動き出す。

『ノエルさんが動いたわっ！　みんな、気をつけて……っ！』

　牽制砲撃を放ちながら、ミソラが警告する。

　ミソラから放たれた白銀色の砲撃を、しかしノエルは子供騙だましとでもいうかのようにあっさりと躱かわし、ジルグと斬撃戦の真まっ只ただ中なかのユーリへと迫せまった。

『ジルグ、そのまま足止めしてなさい……っ！』

『ユーリ、狙われているぞ気をつけろ……っ！』

　ノエルに一いつ拍ぱく遅おくれてリコが注意した。

　直後、ジルグと入れ違ちがうようにして、ノエルがユーリに襲おそいかかる。ジルグとの交戦中だったユーリがちょうど右脇わきから突かれる構図になった。

『一撃で仕留める……っ！』

　ノエルが右手に握にぎるサーベルに螺ら旋せん槍そうが生じ始める。その刹せつ那な、ユーリはノエルの眼球の動きと右手の動きを読み、回かい避ひに専念。




　魔ま剣けん戦技──螺旋龍風破ドラグ・トルナード




　縮退魔ま力りよくの螺旋槍による突きを、ユーリは身を後ろに仰のけ反ぞらして躱す。そのままノエルの腹部を蹴けとばし、跳ちよう躍やくするように加速。さらには〈トリシューラ〉の魔力噴ふん射しや機構も駆く使しし、一気にノエルと距きよ離りを取ってみせた。

『レクティさん、ブレアさん退ひきますよ……っ！』

　紙一ひと重えで必殺の一撃を躱したユーリは、仲間たちとともに一目散に後退していく。

『潔いさぎよい引き際ぎわね。ジルグ……っ！』

『わかってる。全員、深追いする必要はない……っ！』

　間合いをとろうとするユーリたちを、ノエルたちは無理に追いかけようとはせず、再び箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンを構築した。

　どうあってもＥ６０１小隊にあの防御陣を突破させたいらしい。だがＥ６０１小隊の実力では、チカラを温存させた状態では《ファルシオン》の防御陣は貫つらぬけそうにない。

　このまま出し惜おしみして負けたら、女め神がみなわたしが無能呼ばわりされるな。なら……ここから参さん謀ぼうとしての実力を披露してやろう。

　リコが決意を固めたとき、ミソラから通信が入る。

『リコ、あたしは魔力量に余よ裕ゆうがあるわっ！　ここで戦技の一発や二発撃っても次の試合でもほぼ全力で臨めるわよ……っ！』

　普ふ段だんのお馬ば鹿か発言ではない。手て詰づまりになったリコを助けるためという気き遣づかいから、ミソラが口にしているのはすぐにわかった。

　だからこそリコは──

『侮あなどるなミソラ。ほぼ全力ではダメだ。次の試合は、全力で挑いどんでも勝てるかどうか危あやうい相手だろうからな。だが、このままではノエルを墜おとせないのも事実。そこでだ』

　気を取り直し、仲間たちに告げる。

『戦法を変えるぞ。こちらはわたしとミソラ、レクティとブレアで二人一組ツーマンセルを組んで敵を迎撃する。前衛はレクティとブレア、中衛がわたしとミソラ、ユーリは後衛だ。むろん陣形は──』

『そのぅ……それだとお互たがいに削けずり合うことになるんじゃ……』

『うぬ。この場は私たちに任せてもらうものだと……』

　リコの思いきった采さい配はいを聞き、レクティとブレアが疑念を口にする。

　この状況から、レクティとブレアがノエルと対決するという構図が望めないと思っているのだろう。二人にはこの試合の鍵となる人キーパーソンになるという気負いもあるはずだ。

　そんなとき、

『なるほど、挑戦には挑戦で返すということですか』

　魔ま槍そうを隙なく構えながらユーリが言った。どうやらリコの意図を読んだらしい。

『レクティさん、ブレアさん。ノエルさんは、わたしたちの手の内を知り尽つくしているんです。だからこそ、この場はわたしなんですよ』

『そのぅ……どういうことですか？』

『ふっ、簡単な話だ。わたしたちの当初の作戦計画に変へん更こうはない。レクティとブレアにはノエルと対たい峙じしてもらう。頼たのんだぞ』

　リコの言葉を信じ、あろうことかＥ６０１小隊が箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンを敷き、ユーリを後衛に置いた。







　闘とう技ぎ場。観戦席。

「な、なぜ箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンをっ!?　あれでは次の戦いで疲ひ労ろうが……っ!?」

「このまま戦うと両方ともじり貧ね。ねえ、ミソラたちの手がなくなったんじゃないの？」

　クリスが驚おどろき、エリスがそれとなく尋たずねてきた。

　戦術的に考えて、防御陣形と防御陣形をぶつけ合うことになる。そんなことをすれば、お互いがやすりで削り合うかのようにじわじわとダメージを受け、とてもじゃないがＥ６０１小隊は次の試合で万ばん全ぜんの調子では戦えないはずだ。

　にしてもこいつ、気のない振ふりしてやけにミソラたちのことを気にかけてるな。

　ミソラたちが不利になる都つ度ど、素っ気なさを装って尋ねてくるエリスに、カナタは好感を覚えていた。どうやらエリスの中で、ミソラたちに対する評価が変わりつつあるらしい。

「ま、一見すると相手の猿さる真ま似ねだけど、実際は違うよ。あれはさ、ミソラたちが挑ちよう戦せん状を送り返して、文句があるならかかってこいって挑ちよう発はつしてるんだ」

　ノエルはミソラたちが次の試合に進む資格があるかを試すために、箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ンを敷しいた。それに対し、ミソラたちがした返事は同じ箱ボ壱ツ型ク防ス御ワ陣ン。それがカナタの言う『挑戦状を送り返す』という意味になる。

「挑発の意図はわかったけど、それだと結局泥どろ仕じ合あいは避さけられないんじゃないの？　もし勝てても次の試合がきついわよ」

「お前の言うことはもっともだよ。でもそれは、ミソラたちがこのままぶつかり合ったらの話だろ。Ｅ６０１小隊で、一番ベテランであるユーリが後衛にいることを考こう慮りよし忘れてるよ」

　カナタが指し摘てきすると、エリスとクリスがミソラたちの状況を注視する。

《ファルシオン》代表小隊と同じ陣形を取ったＥ６０１小隊は、まだ正面からぶつかり合ってはおらず、ミソラとリコが中距離ミドルレンジから散発的な射しや砲ほう撃げきを浴びせるだけだ。

「なんとなくだけど、ぶつかり合うのを避けているように見えます」

「避けている、か。それだと六十点ぐらいかな」

「それって避けてるのは間ま違ちがいってこと？」

「まーな。ま、お前らはミソラたちのことをよく知らねーからな。戦った経験もないし」

　一度敵としてＥ６０１小隊と戦えば、わかるものがあるだろう。ミソラたちの真価は窮きゆう地ちでこそ発揮されるのだ。

「なあリーゼリット、お前はどう思う？」

「うーん、青い髪かみのお姉ちゃんに主しゆ攻こうを任せたとしても、小人ドワーフのお姉ちゃんを倒たおすには攻こう撃げき力不足でしょ。でも──」

　リーゼリットがうーんと考え込んだあと続ける。

「ミソラたちって、わたしが追い詰つめたって思ったときにここぞっていう反はん撃げきをしてくるのよね。それに、戦ってるミソラたちの眼はぜんぜん死んでない。だからさ、ぶつかり合うタイミングみたいなのを探ってるんじゃないかな」

「わかってるみたいねリーゼリットさん。わたしも同じ意見よ」

　そう言って、ミーナがリーゼリットの頭へ手を伸ばそうとすると、リーゼリットは拳げん骨こつを恐れて、身を強こわ張ばらせた。しかし、いつまで経っても痛みはやってこない。やがて撫なでられていることに気づき、どこか照れくさそうな貌でミーナを見上げた。

「正解だ。いまミソラたちはさ、ノエルの誇りプライドをおちょくりながら、《ファルシオン》代表小隊とぶつかり合うタイミングを探ってるんだよ」

　でも、それだと泥仕合は避けられないのでは？　エリスとクリスが疑問を口にするより先に、カナタが言い放つ。

「挑戦状を挑戦状で返されたノエルは、なら自分が次の試合に進もうと思って、ミソラたちと組み合おうとする。そのときノエルが狙ねらうのは、間違いなく特務小隊ロイヤルガードも兼けん務むするユーリだ。でもリコが攻せめるのは、ノエルじゃなくて──あいつだろうな」

　カナタの視線の先には、《ファルシオン》代表小隊の迎撃指揮を担当するジルグ・フェンサーの姿があった。







　闘技場。フィールド。

　紅あかチビたち、最悪の選せん択たく肢しを選んだわね。

　自分たちと同じ陣形を取るＥ６０１小隊を見やり、ノエルは侮ぶ蔑べつの視線を向けていた。

　ノエルが送った挑戦状の意味はわかっているはずだ。ノエルは《ファルシオン》の防御陣を突とつ破ぱして自分を墜としてみせろ、それくらいできなければこの先に進む資格はない、とメッセージを送った。

　対して、攻めあぐねたミソラたちが返したものは、よりにもよってノエルが送った挑戦状と同じもの。つまり、ノエルたちに先に進む資格があるか試すというもの。

　まあ、それならそれでいいわ。

　あなたたちが試すというなら、わたしたちにこの先へ進む資格があることを示してあげる……っ！

　散発的な射砲撃による牽けん制せいを躱しながら、ノエルが覚かく悟ごを決めた。

　負傷していた足はまだ本調子ではないが、それでもバトルロワイアルで《ベベル》代表小隊には敗走に追い込まれた借りがある。おそらく勝ちあがって来るだろうその小隊に、高いツケを払はらわせてやる必要があった。

『ジルグ、作戦変更よ。紅チビたちを正面から叩たたくわ』

『ガチで潰つぶしにかかっていいのかよ？』

　前衛で指揮を担当するジルグが訊きいた。

『お前さ、なんか考えがあるから敢あえて《ファルシオン》の流りゆう儀ぎを捨てたんだろ』

　合理性を重視する《ファルシオン》の学生なら、まずは相手の弱点を突つく。

　第九人工空島メガフロートでミソラたちと一いつ緒しよに時間を過ごしたノエルは、その手の内がわかっており、最初に奇き襲しゆうをしかけて叩き潰すこともできた。

　だが、それを選ばなかったのは、《ベベル》の入院病びよう棟とうでミソラたちが空戦武踏祭エリアルソードにかける信念に絆ほだされたからだ。

　あなたたちの覚悟には、《ファルシオン》の流儀を捨てる価値すら感じたっていうのに、この程度のチカラしかないなら……

『前言撤てつ回かい。気が変わったわ。紅チビたちは、わたしの想像を上回るような手を打てないようだし、このまま叩き潰しなさい……っ！』

『ったく。今回だけだぞ。いくらお前の言うことでも、こんな我わが儘ままに付き合うのは』

　そのすぐあと、ジルグが全体へ作戦を指示する。

『野や郎ろうども、よく聞け。俺たちはこのまま《ミストガン》代表小隊とぶつかり合う。そんで俺たちが壁かべ役として交戦している間に、ノエルが隙すきを突いて《ミストガン》代表を確実に墜としていく。続いて相手の特とく徴ちよう確認だ。金きん髪ぱつと銀髪の魔ま双そう剣けん士しはアイゼナッハ流の遣つかい手で──』

　ジルグが、ノエルから聞いていたＥ６０１小隊の代表の特徴を次々と伝えていく。そして一通り伝え終えた直後、仲間たちに号令をかけ、防御陣じん形けいのまま攻こう勢せいに移った。

『でええええい……っ！』

　ジルグがレクティと、魔剣士であるオリバーがブレアと刃やいばを交える。すでにアイゼナッハ流の剣速が優すぐれていること、斬撃が比ひ較かく的軽いことは伝えてある。ブルーノとフランクが、ミソラとリコを相手に本格的に撃うち合い出し、敵味方が一気に入り交じり始めた。

　加速度的に状じよう況きようが変化。戦せん況きようは……《ファルシオン》が優勢。やはり実力と戦せん闘とう経験の差が出た。ミソラたちが本科生なら勝負はわからなかったろうが、勝負の世界は常に非情だ。

　ときとして姑こ息そくな手も用もちいられる。

『え……っ!?』

『赦ゆるせよ、お嬢じようちゃん……っ！』

　レクティが意外な声をあげた直後、ジルグの喧けん嘩か殺さつ法ぽう──斬撃のあとに続く頭ず突つきを浴びて、レクティが鈍にぶい音とともに眼を回してふらつく。

『ノエル、いまだ……っ！』

『任せなさいっ！　それにしても、やるじゃないのジルグ……っ！』

『させませんよ、ノエルさん……っ！』

　レクティへと肉にく薄はくしようとするノエルのもとへ、ユーリが一直線に迫せまった。

『邪じや魔まよ……っ！』

　勢いをつけたノエルの刃と、ユーリの魔槍が交こう錯さく。二つの斬撃から激しい衝しよう撃げき波はが生み出される。そんな大気の震ふるえが収まるより先に、二つの影かげは複雑な軌き道どうを描えがきながら絡からみ合い、交錯しては弾はじけ、再び交錯していく。

『やるじゃないのユーリ・フロストル。あなたの腕うで前まえはすごいわ。味方であったらさぞ心強いことでしょうね』

　幾いく度どとなく斬撃を放ちながら、ノエルが言った。自分とこうまで渡わたり合える魔槍士は、《ファルシオン》にもいない。だが、

『でも、これはあなたでも防ぎきれないわ……っ！』

　小こ競ぜり合いを煩わずらわしく思ったノエルが、戦闘中に縮退魔ま力りよくを練れん成せい。刀身に螺ら旋せん槍そうを生み出そうとする。だが、

『ええ、そうでしょうとも。ですから──先にあの人を狙わせて頂きますっ！　行きますよ、皆さん……っ！』

　そう言って、ノエルと対峙するのを避け、ユーリは〈トリシューラ〉の魔力噴ふん射しや機構を作動。一直線にジルグへと向かった。その動きに呼応し、混戦中のミソラたちも相手のマークを外して、一気にジルグへと迫る。

『なっ!?　混戦の最中に全員でジルグを……っ!?』

　ノエルは止め役フイニツシヤーに専念するため、全体指揮をジルグに任せてある。その彼が、混戦の最中に狙われたのだ。慌あわててノエルが指示を飛ばす。

『みんな、ジルグを護まもりなさい……っ！』

『こらっ、ま、待てっ！　お前ら、これは誘さそい──』

　ノエルとジルグの指示が交錯。それでも《ファルシオン》代表小隊の隊員たちは小隊長の指示を優先し、明らかに狙われているジルグの盾たてとなるべく回り込もうとする。

『はあああああ……っ！』

　猛もう進しんするユーリを拒こばもうと、《ファルシオン》代表小隊の隊員たちの注意が、ユーリへと注がれる。結果、Ｅ６０１小隊の他の隊員たちへのマークが甘くなった。その刹せつ那な、

『リコ、敵の動きが乱れたわ……っ！』

『ああ、いまだレクティ、ブレアっ！　ノエルに痛つう撃げきを浴びせてやれ……っ！』

『ま、任せてくださいリコさん……っ！』

『うぬ。この機会は必ず生かしてみせようぞ……っ！』

　レクティとブレアが、ユーリと入れ違ちがうようにノエルへと向かう。

『ったく、あの馬ば鹿かが孤こ立りつしたぞ。野郎ども、早くノエルを──』

　救出に行くぞ、と猛進するユーリを《ファルシオン》の仲間たちとともに防いだジルグが言いかけたそのとき、白銀色の砲撃と青色の魔力弾だんが、ジルグの眼前に降り注いだ。

『悪いけど、ここから先は一方通行よ……っ！』

　魔ま砲ほう剣けんを構えたミソラと、魔ま銃じゆうを構えたリコが、ジルグたちの前に立ち塞ふさがった……！







　闘とう技ぎ場。フィールド。

『ブレアさん、いきます……っ！』

『焦あせるなよレクティ。ノエル先輩は強敵だぞ』

　レクティはブレアとともに、ノエルの前に立ち塞がった。リコが策でノエルを孤立させ、援えん護ごに来ようとする《ファルシオン》代表小隊の隊員たちとの間には、ミソラたちが壁になってくれている。

　ここで絶対にノエルさんを倒します……っ！

　魔双剣を握にぎる両手に、レクティがぎゅっとチカラを込める。

『ユーリじゃなくて、まさかあなたたちが立ち塞がるなんてね。けど、年下にわたしを足止めさせるつもりはないわ』

　ノエルは、Ｅ６０１小隊の中で自分と互ご角かくに渡り合える相手を、ユーリだけだと思っているらしい。第九人工空島メガフロートでの一件で、打だ撃げき力りよく不足を露ろ呈ていしていたレクティとブレアは確かにユーリと比べて見み劣おとりする。レクティとブレアは『足止め』にしか思えないようだ。

　それでも、ここで退ひくわけにはいきませんっ！　ブレアさんと連れん携けいして、ノエルさんを倒します……っ！

『レクティ・アイゼナッハっ！　参ります……っ！』

　それだけを念頭に置き、レクティはノエルに肉薄。二に閃せん十じつ殺さつと称しようされる神速の刃を叩き込んだ。神速で放たれる刃の数々。しかしノエルは右手のサーベルでその大半を弾はじきながら、軽かろやかに後退していなしてみせた。

『悪いわね。あなたのチカラではわたしには届かない』

　正面から打ちあわず、後退することでレクティの剣勢を殺しているのだ。

　一見ノエルはミソラと同じパワー系に見えるが、そのじつテクニック系だ。彼女は何よりもまず合理性を重視し、無理なく状況に対処することを優先する。

『ならばノエル先輩、二人相手ならどうですか……っ！』

　そう言って、ブレアが襲おそいかかる。二人がかりの構図だ。

　カナタがレクティたちを相手にしたときは、魔砲剣による剛ごう撃げきで武器破は壊かいを狙い、近づけさせないようにしていた。しかしノエルが握るサーベルに、一撃で粉ふん砕さいする破壊力はない。

『隙ありですノエル先輩……っ！』

　レクティが攻める合間を縫ぬって、ブレアが肉薄。不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちをしたノエルが、空あいた手で魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開。ブレアの攻こう撃げきを一いつ拍ぱく遅おくらせたあとに間合いを取る。

『ブレアさん、このまま連撃を続けましょう』

『うぬ。ノエル先輩に縮退魔力を練成する時間は与あたえぬ』

　如い何かにノエルさんとはいえ、これは防ぎようがないはず……っ！　レクティとブレアがここぞとばかりに剣勢を増す。しかし、

『さすがアイゼナッハ流。見事な斬撃ね。敵であるわたしに美しいと思わせるほど、あなたたちの魔双剣術は洗練されているわ』

　レクティとブレア。同時に迫る二人を見やり、ノエルが言った。

『でも、だからこそ残念ね。あなたたちの斬撃には打撃力が不足している。二人がかりでもわたしの足止めには不適切……っ！』

　そう言った直後、ノエルがレクティへ向かってきた。

　え……っ!?　と怪け訝げん貌がおをするレクティ。当然だ。いままで後退しながらこちらの剣撃をいなし続けていたノエルが、突然迫ってきたのだから。

　合理主義のノエルが自じ暴ぼう自じ棄きになるわけがない。何か策があるのだろう。それでも、レクティは魔双剣士。退くつもりはない。近づいてくる相手は、迎むかえ撃つのみ。

　いまだ……っ！　と間合いに入ったレクティが魔双剣を振ふるおうとした刹那、頭の中を危険信号が奔はしり抜ぬける。次の瞬間、レクティは咄とつ嗟さに魔双剣をＸ字に交差させ──

『きゃああああ……っ!?』

『レクティ……っ!?』

　ノエルの刃を受けた瞬間、まるで剛撃でも浴びたかのようにレクティが弾き飛ばされる。ノエルの斬撃は、風を噴ふん射しやしながら加速したように見えた。

『あのぅ……い、いまのは……っ!?』

『飛行魔術の派生術式──風の加護シルフイードで剣速をあげて、威い力りよくをあげたの』

　ブレアが迫ると、ノエルは二に閃せん十じつ殺さつと互角以上に打ち合ってみせた。

『ぬぅ。なんだこの奇き妙みような剣撃は……っ!?』

『鷹のフアルケ旋ン・シユ風トウルム。風の加護シルフイードを駆く使しした二段斬撃よ。同時にわたしの周囲の風を操あやつって、あなたの剣撃を逸そらしてもいるわ』

　意表を突つく斬撃に翻ほん弄ろうされたブレアは、続くノエルの回し蹴げりを浴び、一瞬意識が吹ふき飛ぶ。地上に墜つい落らくしかけたブレアをレクティが慌てて抱だき抱かかえた。

『そのぅ……だ、大だい丈じよう夫ぶですかブレアさん……っ!?』

『ぬぅ……助かった。感謝するぞレクティ』

　レクティは、ふらつくブレアとともにゆっくり地上へと降下する。

『それにしても、私たち二人を相手に隙を見せぬとはさすがはノエル先輩だ』

　レクティとブレアの視線の先には、縮退魔力の螺ら旋せん槍そうを形成しながらこちらを見下ろすノエルの姿があった。

『あと三年早く生まれていれば、勝負はどうなったかわからなかったでしょうね。でも、あなたたちにできるのはせいぜいわたしの足止めまでよ』

　そう言って、地上へと舞まい降おりたノエルが完成された螺旋槍を向けてきた。アイゼナッハ流に、螺旋龍風破ドラグ・トルナードを破る戦技はない。しかも、空士としての洗練されたノエルの覇は気きが、レクティたちを逃のがすつもりはないと語っている。

『これで終わりよ……っ！』

　まるで死の宣告のように言い放ち、ノエルが匍ほ匐ふく飛行で一気に迫ってくる。

『ブレアさん』

『うぬ。ここからが本当の勝負であるな』

　レクティとブレアは貌を見合わせたあと、身構えた。お互たがいに魔力を高め、地を這はう燕つばめのような構えを取り、肉薄するノエルに真まっ直すぐに突っ込こんでいく。

『足止めかどうかその身で確かめてみるがよい……っ！』

『行きますノエルさん……っ！』

『もらった……っ！』

　相手の撃げき墜ついを確信してノエルが螺旋龍風破ドラグ・トルナードを放ったとき、レクティとブレアは同時に飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げきで迎え撃うつ。

　どうだ……っ!?　と険けわしい表情でレクティが見守る先では、四発の飛炎が絡からみ合い、結び合い、生物の貌のようなものを形作る。その刹那、ノエルの戦技と激突した。膨ぼう大だいなエネルギーをぶつけ合ったとき、眼を大きく瞠みはったのは、レクティでもなければブレアでもない、絶対的攻撃力を持つノエルだった。

『な、なによこれ……っ!?』

　驚きよう愕がくするノエル。その視線の先には、突とつ如じよとして生み出された紅ぐ蓮れんの顎アギトのようなものが映っていた。それが螺旋龍風破ドラグ・トルナードに直ちよく撃げき。一瞬で激しい爆ばく煙えんと熱風と衝しよう撃げきを撒まき散らし、ノエルだけでなくレクティたちまで包み込んだ……！










　闘技場。観戦席。

「な、なにいまのは……っ!?」

　一瞬で静まり返った闘技場で、エリスがつぶやいた。すぐにグラウンドは爆煙に包まれてしまったはずだが、彼女はフィールドに現れたあの存在を目もく撃げきできたのだろう。

　特訓ではミソラに付きっきりだったエリスは、レクティたちの新しいチカラを知らない。

「見事というしかないわね、よくあれをこの試合で放てたわ」

「さすがわたしのお姉ちゃんたちです」

　ミーナが絶賛し、アリアも賞賛する。レクティたちと一いつ緒しよに特訓していた二人は、そのチカラの真しん髄ずいを知っていた。

　クリスが尋たずねる。

「カナタさん、いまのは……っ!?」

「新しいアイゼナッハ流魔双剣戦技だよ」

　当事者であるノエルは、全ぜん貌ぼうが摑つかめなかったことだろう。自分が放った螺旋龍風破ドラグ・トルナードが何かに命中したとしかわからなかったはずだ。

　だが、観戦席でその様子を、彼女たちが戦う光景を見守っていた者たちは目撃していた。レクティとブレアが螺旋龍風破ドラグ・トルナードを破るために生み出した、炎撃による紅蓮の龍。

「簡単に使える戦技じゃないけど、あれなら《崩力》で強化された障しよう壁へきも貫つらぬけるな」

　司会と解説役すら絶句する中で、カナタが飄ひよう々ひようと言った。

「にしてもミーナ、あんなのを使える奴やつらと対戦してて、よく死ななかったな？」

「さすがに一度二人が要領を摑んだあとは、二人でタイミングを合わせる指導に切り替かえたわよ。あれと実戦し続けたら、いまここにはいないわ」

「それでも、ミーナさんは何度か相対したんですよ。自分の戦技とどちらが上か比べてみたいって」

　アリアの言を受け、カナタはふっと口の端をつりあげた。

　馬ば鹿かにされたと思ったミーナが恥はずかしそうに貌を俯うつむけるが、事実はそうではない。

　ミーナの騎き士しとしての生き様。さらなる高みへと昇のぼるための純じゆん粋すいな矜きよう持じがカナタの、琴きん線せんに触ふれたのだ。

　やがて会場がざわめきだす。次第に爆煙が晴れ、グラウンド中央から端はしまで続く盛大な焦こげ跡あとが見てとれた。中央部では距きよ離りを取って、レクティたちとノエルが対たい峙じしている。

　レクティたちは息があがっているようだが、無事らしい。だが、あのノエルと互角に渡わたり合ってみせたというのに、二人の表情は沈しずんでいるように見えた。

「見事な戦技を放ったにしては、レクティさんたちが浮うかない貌をしているような……」

「ええ。もしかして負傷したんじゃないの？」

「まさか。ぴんぴんしてるよ。でも、あいつらが浮かない貌してるってのは間ま違ちがってないぜ。だってさ、あいつらは世界の頂いただきを狙ねらう者だからな」

　世界の頂きを狙うには、さきほどの戦技以上になにが必要なのか？　誰だれかがその疑念を口にする先に、カナタはレクティたちを見やり言い放つ。

「レクティ、ブレア。世界中に、お前らの実力を見せつけてやれ……っ！」







　闘とう技ぎ場。グラウンド。

　つ、強い……っ!?

　何が起きたのか、ノエルはまだ正確に把は握あくできていない。

　だが、爆煙に包まれる寸前、彼女は見た。突如として襲いかかってきた紅蓮の顎アギトを。

　ノエルと対峙する姿勢を崩くずさず、レクティが口にする。

『そのぅ……足りなかったようですね』

『違ちがうわ。ちゃんと相そう殺さいできたわよ』

『ぬぅ。やはり足りなかったようであるな』

『だから足りなくなんてないって言ってるでしょ、謙けん遜そんはよしなさいっ！　あなたたちはたしかにわたしの螺旋龍風破ドラグ・トルナードを相殺したのよ……っ！』

　なぜか冴さえない表情をしているレクティたちに、ノエルが苛いら立だち交じりに告げた。

　自分の必殺技である螺旋龍風破ドラグ・トルナードを相殺したのだ。少しは胸を張ってほしいと思う。声に出して悦よろこんだっていい。しかし、次の瞬しゆん間かん。ノエルは自らの狭きよう量りようさにうちひしがれることになる。なぜなら、

『あのぅ……ノエルさん。わたしたちが言っているのは、そういう意味ではないんです』

『うぬ。ノエル先輩、相殺では足りぬのです』

『わたしたちが目指すアイゼナッハ流の新しい戦技は、これ以上のチカラが必要なんです』

『螺旋龍風破ドラグ・トルナードを相殺するのではなく、打ち破るチカラを私たちは求めているのです。そうしなければ──』

　レクティとブレアが同時に言い放つ。




『『空戦武踏祭エリアルソードで優勝することができません……っ！』』




　そっか。この子たちは最初から足止めじゃなかったのね……

　レクティとブレアを見み据すえ、ノエルは思う。

　そもそもＥ６０１小隊は、わたしからの挑ちよう戦せん状をきちんと受け取っていた。《ファルシオン》の陣じん形けいを真ま似ねて挑戦状を送り返してきたのは、挑戦を放ほう棄きしたからじゃない。挑戦を放棄する振ふりをして、最小限の労力で勝ち進むことを狙っていたからなんだ……っ！

　現にミソラたちはいまもなお、劣れつ勢せいながらジルグたちと交戦している。

　そして止め役フイニツシヤーであるこの二人と、わたしが決戦する状じよう況きようを作り出すことを、最初から狙っていた。

　つまり、まんまとわたしは策に嵌はめられていたのね。

《ファルシオン》の流りゆう儀ぎならば、ここは退ひくべきだろう。上じよう昇しようし、ジルグたちと合流すれば、まだ幾いくらでも戦術の打ちようがある。

　勝算も高いだろう。

　だが、この先に進むことをミソラたちが諦あきらめていないなら話は別だ。敢あえて体力と魔ま力りよくを温存したままで、次の相手へ挑いどもうとしているのであれば……

『いい覚かく悟ごねっ！　なら、もう一度チカラ比べをしましょう。次はわたしも奥の手を使わせてもらうわ……っ！』

『ノエル、そこから一いつ旦たん後退を──』

『いいのよジルグ。もしこの戦いに意味があるとしたら、わたしの本気とこの子たちの全力をぶつけ合うことなの』

　上空で戦うジルグに、ノエルが伝える。

『でも、これは完全な私し闘とうになるから、先にみんなに謝っておくわ。ごめんなさい』

『……その件に関しちゃ昨日も説明あったからべつにいいけどよ。お前さ、なんか変わったよな。なんだかずっと遠くを見るようになったっつーか』

　それが一人か、みんなかの差が、ここに来て如によ実じつに表れていた。おそらくＥ６０１小隊は、全員が新しいチカラを身につけたはずだ。対して《ファルシオン》は──

『レクティ・アイゼナッハっ！　ブレア・アイゼナッハっ！　あなたたちにいまこの場で決けつ闘とうを申し込む……っ！』

　そう言って、ノエルは右手のサーベルを構え、縮退魔力の螺ら旋せん槍そうを生み出した。同時に空いてる左手でも縮退魔力の螺旋を生み出し、右手のサーベルへと注ぎ込む。直後、サーベルの刀身を越こえる巨きよ大だいな螺旋が形成され、やがてそれは巨大な突とつ撃げき槍そうを形作った。

　風を切るような甲かん高だかい音が鳴り止まず、穂ほ先さきがドリルのように常に震ふるえるように回転している。直撃すれば、螺旋の巨きよ大だい槍やりに凝ぎよう縮しゆくされた風の刃やいばが嵐あらしのように全てを吹ふき飛ばす。

『もしあなたたちに覚悟があるなら、受けて立ちなさいっ！　そして示してみなさいっ！　この先に進むに値する資格があるかどうかを……っ！』







　レクティとブレアが同時に応こたえる。

『『受けて立ちますっっっ！』』

　二人は貌を見合わせ、

『レクティ、ノエル先輩相手に小細工は不要である……っ！』

『はいっ！　正面から叩たたきます……っ！』

　そう言って、レクティは地を這はう燕つばめのような構えを取った。

　ノエルさん……

　胸中でつぶやき、レクティは螺旋の大剣を構えるノエルを見据える。レクティたちに対し実力を示すように言ったノエルの高潔さに、レクティは敬意を感じざるを得ない。

　わたしたちの真意を知った上で、それを受け入れてくれるなんて……

　真意……Ｅ６０１小隊にとって《ファルシオン》に勝つことが目的なのではない。《ファルシオン》は踏ふみ台だ。だからこそ、ミソラたちはチカラを温存して戦っている。

　その屈くつ辱じよく的な事実に気づいた上で、ノエルはそれをよしとする。これには、ノエル自身が、この先に待ち構えている相手の強さを知っているという点もあるのだろう。

　次の試合──《ベベル》が勝つにせよ、《コウライ》が勝つにせよ、勝ち上がってきた相手は必ず怪物モンスター──史上最強の敵だ。

　そんな天壌の敵と戦う資格があるのか。ノエルはそれを見み極きわめようとしてくれている。

　わたしは対戦相手に恵めぐまれているな、とレクティは思った。

《メルキア》での交流戦でブレアさんと一対一で勝負したときといい、今度はノエルさんがわたしを試してくれる。伸のばしてくれる。

　より高みへ、より遠くの空へ──カナタさんがいる空へと辿たどり着つけるように。

　だからこそ、レクティは魔双剣をぎゅっと握りなおし、右みぎ膝ひざにチカラを込めた。

　ここは勝たせてもらいます……っ！

『行きますよブレアさん……っ！』

『うぬ……っ！』

　その直後、三者が一いつ斉せいに動く。

　レクティが右足で勢いよく地を蹴けった。左ひだり隣どなりにはブレアの姿。正面からは匍ほ匐ふく飛行したノエルが迫せまる。レクティが飛行魔ま術じゆつを発動。ブレアも続く。

　魔力を高める。

　黄金の輝かがやきを放つ魔双剣のルーン文字。

　ブレアのは白銀。

　ノエルが迫る。レクティが飛行軌き道どうを微び修しゆう正せい。ブレアと隣となり合う。タイミングを合わせる。一いつ瞬しゆんでもずれたら、完全な合あわせ技わざにはならない。

『はああああああああっっっ！』

　ノエルが螺旋の突撃槍を振りかざした。

　その刹せつ那な、レクティとブレアは同時に飛炎衝天撃を放った。

　レクティと隣り合うブレアの姿は、まるで鏡に映るもう一人の自分のようだった。動作には一切の無む駄だもズレもなく、動きは対称的。むろん同じ魔力量と攻こう撃げき速度で放った飛炎衝天撃は二人の進行方向で混ざり合い、そして──重なりあった四つの灼しやく熱ねつの火ひ柱ばしらが一瞬で膨ぼう張ちよう。巨大な紅蓮の龍のような炎撃となって、ノエルへと襲おそい掛かかる。

　嵐を凝縮したような螺旋の突撃槍と、巨大な紅蓮の龍のような炎撃が激突。

　螺旋の突撃槍の前に紅蓮の龍の顎アギトが搔かき消けされそうになる。

『『はああああああああああああああっっっ！』』

　己おのれの全力を解き放て。目の前の敵を貫つらぬくのに、遠えん慮りよはいらない……っ！

　二人同時に魔力を注ぎ込む。

　同じ量を、狂くるいなく。

　すると巨大な紅蓮の龍が勢いを取り戻もどし、螺旋の突撃槍を嚙かみ砕くだくようにして、一気にノエルを吞のみ込もうとする。




　レクティＬ＆ブレアＢアイゼナッハ流魔双剣戦技合技──龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しよう




『ああ、これなら──』

　紅ぐ蓮れんの龍に吞みこまれる直前、ノエルがつぶやいた。

『これなら、先に進む資格が充じゆう分ぶんにあるわね』

　その直後、爆ばく発はつ。闘技場全体が震え、激しい衝しよう撃げき破はと熱風が吹き荒れた……！










　闘技場。観戦席。

　その雄お々おしき戦い振ぶりは、観衆の心を大いに震わせ、唸うならせ、叫さけばせていた。惜おしみなき称しよう賛さんの言葉が、次々とレクティたちへ浴びせられる。ノエルの戦技を正面から喰くい破ったアイゼナッハ流の魔双剣士たちのチカラは、まさに世界の頂を狙ねらう者に相応ふさわしいものだったのだろう。
















「まさか本当に勝てるとは思わなかったわ」

　グラウンドでノエルに駆かけよるレクティたちを見やり、エリスが感かん嘆たんしていた。

　むろん、《ミストガン》代表であるＥ６０１小隊が、落ちこぼれ小隊やＦランク小隊と蔑さげすまれていたことなど、闘とう技ぎ場に居合わせた人々には知る由もない。

「あのレクティって子、普ふ段だんはおどおどして戦士には見えないのに、いざというときは本当によくやるのね」

「まーな。いざっていうときにやれるように必死に努力したんだ」

　しょんぼり八の字眉まゆばかりを浮うかべていた頃ころのレクティを思い出し、カナタが言う。

「俺と出会ったときは、ロクに魔双剣を振るうこともできなかったのに、教官として本当に誇ほこらしいよ」

　今回、レクティが自らノエルと対たい峙じすることを提案したのは、大きな成長の表れだ。レクティは自らのチカラで、道を切り開いてみせた。そしてそれを可能にしたのは……カナタの視線はレクティを見て、笑みを零こぼすブレアへと向けられる。

「ブレアも仲間と連れん携けいをして、よく戦えるようになった。あいつも危険リスクを抑おさえて戦う小隊間戦術に関して、充分理解を深めたと思うよ」

　カナタと出会ったとき、ブレアは一いつ匹ぴき狼おおかみのようなものだった。仲間と連携することなく、ただひたすらに己おのが武を研けん鑽さんし続ける存在だ。もし彼女がレクティと連携することを拒きよ絶ぜつしたならば、あの合技は生まれなかっただろう。

　レクティとブレア。彼女たち二人は、間ま違ちがいなくアイゼナッハ流魔双剣術の新しい歴史を築き上げたのだ。そのことを、カナタは誰だれよりも誇らしいと思う。

「見ていて、とても胸が空すく戦いでしたね」

「ああ、相手にも恵まれてたと思う」

　レクティとブレアは、目が覚めたノエルの手を取り、優しく起こしている。この戦いはノエルが《ファルシオン》の流りゆう儀ぎを捨てなければ、生まれなかった。

「ノエルは小人ドワーフとかチビ虎とらとかとにかく背の小さいことばかりいじられるけどさ、あいつは器うつわが大きいよ。小さな巨きよ人じんとでもいうのかな」

　踏み台であることを甘んじて受け入れてみせた空士へ、カナタが称賛の言葉を送った。

「エリス、Ｅ６０１小隊は面白いだろ」

「まあ、そうなんじゃないの。正直、ミソラたちのことを侮あなどっていたわ」

　素っ気なくも、ついにエリスは認めた。ミソラたちに興味を抱いだいていることを。

「でも、そのことと不条理を覆くつがえせるかはべつよ」

　それと、と言いながら、エリスがそれとなくつけ加える。

「わたしね、昨日の夜にミソラとした約束があるの。わたしに魔ま甲こう蟲ちゆう陣じん営えいの代表として、この世界の人類と和平を結ばせたいというのなら、ミソラたちＥ６０１小隊に、不条理に抗あらがうチカラがあることを示してみなさいって。もしミソラたちがそれを示せれば、わたしたちが魔甲蟲陣営の代表になったとき、この世界の人類代表と和平を結んであげるからってね」

「エリス……」

　クリスが見み直したかのような眼まな差ざしを向けた。やがて試合を終えたミソラたちがカナタたちへ合流。もうすぐ始まる《ベベル》対《コウライ》の試合を見学することになった。







　闘技場。ＶＩＰルーム。

「教皇陛下アークビシヨツプ、いよいよ始まりますね」

「ええ。そのようですね」

　リバーの言を受け、アンネローゼは険しい表情でフィールドを見み据すえていた。

　もうすぐ待ち望んだ試合が始まる。

　それは実質、この代理戦争の終着駅だというのに……

「ふむ、ここはこの表現のほうがいいかな」

「ええ。そちらのほうがチカラ強いかと」

　ゼスとキルスティは試合に興味がないとでもいうかのように、なにやら原げん稿こうに眼を通しながら話し合っている。

　アンネローゼはそれをちらりと横目で見て、余よ裕ゆうですね、と思った。

《崩力》を扱あつかえぬこの世界の人間など脅きよう威いではない、と認識しているのだろう。確かに遥はるかな高みに立つ者から見れば、雑ざ魚こに映るのかもしれない。だが、

　必ず痛いめを見せてやります……っ！

　傲ごう慢まんなゼスの態度に、アンネローゼは怒りを滾たぎらせていた。







　闘技場。フィールド。

『姫ひめ様、ゼス様からのご指示はなんと』

『ああ。我らに歯向かうことの愚おろかしさを教えてやれとのことだ』

　隣となりにいるグレゴールから問われ、ユミエールが答えていた。

『倒すだけなら我一人で足りるのだが、それではゼス様の指示に応える意味にはならぬからな』

　そう言って、紅蓮の長ちよう剣けんを握るユミエールはやれやれといった体ていで、《コウライ》代表を見やる。

《ベベル》に巣食う侵しん略りやく者どもが、どの口でほざく……っ！　あまりにも傲ごう岸がん不ふ遜そんなユミエールの態度に、太た刀ち状の魔ま剣けんを握るチャオが挑ちよう発はつで返す。

『安い挑発などせずとも、貴様たちは全員わたしが地に叩たたき落としてやるが』

『安い挑発？　貴様には我らの考えがまるで読めていないようだな。所しよ詮せん、矮わい小しようなチカラしか持たぬ存在ということか』

『勝負する前からなにをふざけたことを……っ!?』

《コウライ》代表小隊の副隊長──マオ・リーファが唸った。

　しかし、《ベベル》代表小隊の面々は表情一つ変えることはなかった。まるですぐに約束された勝利の栄光が齎もたらされることを知っているが如ごとく、動どう揺ようすることはない。

　貴様たちはもう充分に知っているのだろうな、この世界の人類が抗えぬことを。ユミエールたちを見み渡わたし、チャオが内心で宣告する。だが、それは《崩力》というチカラの存在を知らぬ者たちの話だ……っ！

　直後、試合開始を告げる赤色発はつ煙えん弾だんが上がる。

『速そつ攻こうを仕し掛かけるぞ』

『了りよう解かい……っ！』

　当初の予定通り、チャオたちが動く。

　人型魔ま甲こう蟲ちゆうどもがそのチカラを過信しているのは好都合だ。チカラを使う暇ひまを与あたえず、一気に決着をつける。チャオの標的はユミエール。残りの仲間たちも標的を分担してある。

　各々の標的へ向かって一目散に散らばっていくチャオたちを見やり、ユミエールが虫け

　らを見るような眼差しで言い放つ。

『こざかしい』

　ユミエールがチャオを近づけさせまいと紅蓮の長剣を振ふりかざす。切先に生まれた紅蓮の火球が、チャオに向かって放たれた。

　狙いが甘い……っ！

　自らに向かって放たれた火球を、チャオは緩ゆるやかに降下しながら躱した。続けざまに第二、第三の火球が放たれる。それを回かい避ひしながら、上じよう昇しよう。地上方向から突つきあげるようにして、チャオがユミエールへと迫せまり、手にした太刀状の魔剣を叩きつけ、鍔つば迫ぜり合いへと持ち込む。

『派手なだけで狙いが雑だな……っ！』

『たかが人間如きが調子に乗るなよ……っ！』

　紅蓮の長剣で受けながら、ユミエールが不快気に言い放ってきた。

　先程からチャオは相手を押し切ろうと魔剣を握にぎる腕うでにチカラを込めるが、ユミエールは女性とは思えぬほどの強きよう靭じんな膂りよ力りよくで抗っており、押し切れない。そのとき、

『シンクー様、全員が標的に取りつきました』

　マオからの報告。どうやら状じよう況きようは、チャオたちの予定通りに推移しているようだ。

　如い何かに膨ぼう大だいなチカラを持つ相手とはいえ、体力魔ま力りよくともに万ばん全ぜんな試合開始直後なら手の打ちようはある。

『よし、敵に反はん撃げきの暇を与えるな。一気に叩き潰つぶせ……っ！』

　その言葉に応じるように、チャオの仲間たちが必殺の一いち撃げきを放とうとする。ある者はほぼ零ゼロ距きよ離りからの砲ほう撃げき系戦技を、またある者は貫かん通つう力を強化した独自の魔剣戦技を。《ベベル》代表小隊の隊員たちの攻こう撃げきを受けるのも構わず、一気に間合いを詰つめ、戦技を放とうとする。

　もとより技能に優れた《コウライ》代表たちの一斉突撃。想定以上の猛攻に、グレゴールを始めとする《ベベル》代表小隊がたまらず守勢へと回った。

　あとのことなど考えぬ魔力配分。捨て身の動き。そんな《コウライ》代表小隊の動きから、ユミエールはすぐさま意図を悟さとる。

『貴様ら、死兵か』

『いまさら気づいたか』

　あとさきを考えず、全力の一撃を放ち続けるチャオが言い放つ。

『我々が教皇陛下アークビシヨツプから与えられたご指示は、貴様らを絶対に制すこと。ならば命に代えても果たさねばなるまい』

《コウライ》代表小隊にとって大事なのはこの一戦のみ。ゆえにこのあと《ミストガン》代表小隊と戦うことなど考こう慮りよに入れておらず、この一戦に持ちうる限りの全てを注ぎ込んでいるのだ。

　この一戦で不意を突くために、第九人工空島メガフロートで多くの学生が《アスモデウス》に襲しゆう撃げきされた際も、実力を秘ひ匿とくし続けたのだ。本ほん音ねを言えば、チャオは空士としてあの場で多くの者たちを助けたかった。

　だが、その後悔もここで終わらせてみせる……っ！

　チャオは深く腰こしを落とすと、左手の中指と人差し指の間に魔剣の刀身を挟はさむようにし、柄つかを握る右手の肘ひじを頭の後ろのほうへと突き出した。

　まるで弓に矢を番つがえるかのようなその構えの名は──絶技の構え。左手で魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開しながら相手へと近づき、右手に握る太刀状の魔剣でひと突きする捨て身の構えだ。

〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下であるため、実戦ではないにせよ、左手は捨てる覚かく悟ご。右手で握る太刀状の魔剣は当然魔力で満たす。チャオが決死の覚悟で攻せめ込もうとしたそのとき、ユミエールが唐とう突とつに笑い始めた。

『ふはははははっ！　勝つために手段は選ばぬか……っ！』

『なにがおかしい……っ！』

『いやはや、これが嗤わらわずにいられるか。教皇の切り札と思い、どれだけの手て練だれかと思えば、単なる死兵とはな』

　そう言って、命を捨てる覚悟で対たい峙じするチャオを見やる。

『宣言しよう。貴様らはすでに敗北している』

『なんだと……っ!?』

　己を捨ててまで勝利に執しゆう着ちやくする覚悟。そうまでして《ベベル》代表小隊に勝とうとしているというのに……

『冗じよう談だんも大たい概がいにしろっ！　これで終わりだ、下げ種すめ……っ！』

　チャオが一気に間合いを詰める。ユミエールを倒たおす為ため、捨て身の一撃を叩き込もうとしたとき、

『我に容易たやすく触ふれられると思うな、雑ぞう兵ひよう』

　その瞬しゆん間かん、空中が爆ばく発はつした。大気中の酸素という酸素が燃やし尽つくされるかのように、ユミエールの周辺の大気が炎ほのおへと変化する。まるで地じ獄ごくの業ごう火かが突とつ如じよとして噴き出したかのようであった。

『ち……っ！』

　必殺の一撃を放とうとしたチャオが熱波に押され、後退する。

　ユミエールが行ったのは、魔力の瞬間モメン開タム・放バーストだ。自らが持ちうるほぼ全ての魔力を、炎ほのお変へん換かんの魔力特性で一気に燃焼させたのだろう。

『結集せよ、我が配下たちよ……っ！』

　一瞬にしてほとんどの魔力を消費したユミエールが、交戦中の仲間たちへ通信を飛ばす。その直後、交戦中のグレゴールたちが一目散にユミエールのもとへと向かった。熱波はユミエールの部下たちだけを避さけるように進み、マオたちの追つい撃げきを拒こばむ炎えん壁へきと化す。

　そして地獄の業火が消え去ろうとした刹せつ那な、勢せい揃ぞろいした《ベベル》代表小隊が真の実力を披ひ露ろうする

『全員で合わせるぞ、遅おくれるなよ』

　その直後、ユミエールたちは五人同時に《崩力》を発動。突如として生み出された膨大なエネルギーは、その誕生の余波だけで、闘とう技ぎ場の空気を震ふるわせてみせた……！










　闘技場。観戦席。

「こうなってしまっては、ここにいること自体が危ないわね」

　フィールドを見るミーナの視線の先には、五体の怪ばけ物ものの姿があった。

　当然、闘技場の観衆たちは静まり返っている。

　この会場にいる者たちは《ベベル》の市民と空戦武踏祭エリアルソードの出場校の学生と関係者が大半だ。ナチュラルもウィザードも入り交じっているが、《崩力》の凶きよう悪あくさは全員が感じ取ったらしい。

　表情が凍こおっている。そのチカラを宿す《ベベル》代表小隊が敵なのか、味方なのか判別が……いや、事情を知らぬ者にとっては人類の味方に映るべきそれが、敵にさえ思えてしまう。そのようなあまりにも異質すぎるチカラだった。

「人目に晒さらすということは、お兄様も本気ということね」

「あ、あのチカラはいったい……っ!?」

　事情を知らぬアリアが額から脂あぶら汗あせを流していた。

「《崩力》だ。アリアよ、もしこの祭さい典てん中に危険を感じ取ったらなりふりかまわず逃にげるがよい。周りは気にするな」

「そのぅ……アリアさん、正直言うともうこの闘技場の外へ……いえ、できれば《ベベル》じゃなくて《オエキス》に帰ってもらえると助かるんですけど……」

「お、お姉ちゃんたち、何を言って──」

　驚きよう愕がくするアリアを遮さえぎり、クリスが尋たずねる。

「カナタさん、ここにいたら戦闘の余波に晒される恐おそれがあるのではないでしょうか？」

「うん。ユミエールは好戦的だから危ないかも……」

「ユミエールちゃんは、遠えん慮りよとかしないものねん」

　リーゼリットとエミリーも警告するが、カナタは断言する。

「たしかにこのままここに居続けたら危ないけど、でもまだ大だい丈じよう夫ぶだ」

「ど、どうしてそんな風に判断できるんですか……っ!?」

　圧あつ倒とう的なチカラに恐怖を隠しきれぬアリアが尋ねた。するとカナタは向かいの観戦席の最上部にある、フィールドを一望できるＶＩＰルームを指さした。

「簡単だよ。あそこにいる《ベベル》代表小隊に指示してる偉えらい奴やつが、もう勝った気でいるんだ」

「勝った気でいるって……」

　そうアリアがつぶやいたとき、カナタが険しい表情でＶＩＰルームの窓の向こう──涼すずしい表情で対決を観戦するゼスを見み据すえ

「勝てるとわかってる勝負で、わざわざルール違い反はんを犯して反則負けする奴はいねーだろ。まして優勝すれば世界征せい服ふくできるってご褒ほう美びがあれば、な」







　闘技場。フィールド。

『殺し尽くせ……っ！』

『はっ、姫ひめ様の仰おおせのままに』

　ユミエールが紅ぐ蓮れんの長ちよう剣けんを振りかざし、グレゴールたちへ命令した。彼女の配下たちは、忠実に命令実行しようとする。

『そうやすやすとやられるものか……っ！』

　チャオの一声と同時に《コウライ》代表小隊が再度捨て身の攻撃を実じつ施しする。だが、彼らに《ベベル》代表小隊の殺さつ戮りくに抗あらがうチカラは存在しなかった。

　圧倒的。それは本当に圧倒的だった。グレゴールたちの無む尽じん蔵ぞうのチカラは、あとさき考えぬマオたちをたちまち翻ほん弄ろうした。

　無限対有限の全力では、最初しか勝負にならない。捨て身のはずの《コウライ》代表たちが攻こう勢せいではなく、守勢に回るという非常事態に陥おちいった。

『シンクー様、このままでは……っ！』

　不利を悟ったマオからの報告を聞き、チャオはすぐさま勝負に打って出た。

『墜おちぬと思うのであれば、受けてみよ……っ！』

　回かい避ひする素そ振ぶりをみせぬユミエールに、チャオは絶技の構えで仕し掛かける。

　ユミエールが《崩力》を駆く使しして生み出した火柱を左手の魔術障壁で防ぼう御ぎよ。魔術障壁越ごしに激しく叩たたきつけられた炎撃の衝しよう撃げきで左手の感覚がなくなりながらも、ユミエールのもとへ辿たどりついた彼は、太た刀ち状の魔ま剣けんを握にぎる右みぎ腕うでに全ての魔ま力りよくを集め、局所的に集中強化を施ほどこす。右腕の筋肉が異常に膨ふくれ上がり、そこだけ巨きよ人じんの腕のようになる。

　そして刀身に宿らせた縮退魔力を円錐コーン状に固定することで貫通力を生みだした状態で、チャオは右腕に宿る魔力を一気に解放した……！




　魔剣戦技──神しん閃せん




　右腕から解放された魔力は猛烈な風力となって右肘ひじから噴出し、チャオの右腕を前に突つき出させる。局所的に集めた魔力を一気に飛行魔ま術じゆつで変へん換かんした反動で、チャオは右腕も使いものにならなくなるが、それすら構わない。

　その代償として放たれるのは、知覚の限界を超こえた速度の強烈な突き。

　海面を二つに割ることすらできる、自じ爆ばく技である。

　左手の中指と人差し指の間にある刀身が、ユミエールを貫つらぬくための矢のように放たれた。

　これならば……っ！

　ぶつかり合う神閃とユミエールの障壁。やがて神閃が《崩力》で強化された障壁を貫いた。

　とった……っ！

　チャオが勝利を確信した刹那、ユミエールは口の端はをつりあげる。

『ぬるいわ……っ！』

　そう言って、ユミエールが瞬間モメン開タム・放バーストを発動。魔力ではなく《崩力》の、その圧倒的なチカラが、空中で、紅蓮の業火となって咲さき誇ほこり、万象一切を無視し、全てを容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんし破は壊かいし尽くした。

　神閃。チャオの自爆技は、紅蓮の業火に破れ、僅わずかに軌き道どうをずらされる。結局神閃は遥はるか下方にあるグラウンドへと突き刺ささり、盛大な爆発を引き起こしていた。

　自らの全てを捨て、死を覚悟して挑んですら……届かぬ壁かべがある。

　くっ!?　命を賭としても倒せぬ相手がいるのか……っ!?

　その爆ばく心しん地ちから弾はじき飛ばされたチャオの視線の先には、悠ゆう々ゆうと構えるユミエールの姿。魔力を瞬間モメン開タム・放バーストしたときと違ちがい、無尽蔵のチカラである《崩力》を宿す彼女はチカラに満ち足りていた。

　そう。何度でも彼女は、何度でも瞬間モメン開タム・放バーストできるのだ。

『ちっ、チカラの差はわかっていたが、これほどまでとは……』

　ほとんど感覚のなくなった左ひだり腕うでをふらつかせ、チャオがつぶやいた。瞬間モメン開タム・放バーストで吹ふき飛ばされて以来、全身を火ひ炙あぶりにされたような感覚が続いている。

〈ソーサラーフィールド〉の影えい響きよう下でなければ、即そく死しだったことだろう。

『貴様の敗因は、チカラの差などではない』

　紅蓮の長剣をこちらへ向け、ユミエールが言い放つ。

『むろん、チカラの差もあっただろうが、貴様たちの敗因は策にある。死兵となって挑いどむなど、貴様らの流りゆう儀ぎではあるまい。普ふ段だんからそんな戦い方をしていれば、身が保もたぬからな。つまり、貴様らが我らに打ったのは下策。それも自らの信じる戦いを捨てた阿あ呆ほうの打つ真正の下策よ』

　その直後、チャオの仲間たちが次々と墜ちていく。中にはチャオのように《崩力》の障壁を貫けた仲間もいた。副隊長のマオなどがいい例だ。だが、グレゴールと交戦中だった彼女は最終的に、圧倒的なチカラを前に押おし潰つぶされていた。

『終わりだ……っ！』

　ユミエールの紅蓮の長剣が一いつ閃せん。身動きすらままならぬチャオは無残に斬きりつけられ、糸の切れた操り人形マリオネツトのように落下していく。

『死人に我らが止められると思ったか』

　墜ちていくチャオを見下ろし、ユミエールが昂こう然ぜんと言い放った……！







　闘技場。ＶＩＰルーム。

「つ、強い……っ!?」

　呻うめくようにリバーが声を漏もらした。

　チャオたちの戦術は決して間ま違ちがいでなかったはずだ。いや、むしろリバーも勝つためには同じ選せん択たくをしただろう。

　仮に実戦で《崩力》の遣い手と戦う場合でも、勝算があるとすれば捨て身の一いち撃げきのはずだ。

　ガラス越しに、盛大に沸わきあがる観衆たちの姿が見える。きっと彼らは勘かん違ちがいしているのだろう。《ベベル》代表小隊の持つ圧倒的なチカラが、自分たちではなく、魔ま甲こう蟲ちゆうに向けられるのだと。

　ゼスがアンネローゼを見やり、穏おだやかに言う。

「勝負にすらなりませんでしたね」

「……………………」

「《コウライ》代表小隊が、この世界における精せい鋭えいであることに変わりありません。《崩力》に対する戦術も決して間違いではなかったと思いますよ」

「なら、敗因はなんだと？」

　ユミエールは武人として策の誤りを指し摘てきしていた。己おのが流儀を捨てた時点で、勝負はすでについていたと。

　しかしゼスは、ユミエールとは全く別の見解を示す。

「命を懸かけても届かないものがあるということでしょう。《崩力》とは、この世界のあまねく人間に対して、不条理なチカラです。そして不条理なチカラを統すべるわたしには、世界の全てを支配する王たる権利があります」

　それが、ゼス・ヴィーゲルト。魔甲蟲陣じん営えいの代表の答えだ。

　キルスティがゼスに囁ささやく。

「ゼス様、そろそろ頃ころ合あいかと」

「そうだね。では最終戦の前に、観衆へ挨あい拶さつでもして来ようか」

　キルスティを伴ともない、ゼスはＶＩＰルームをあとにして行った。










　闘とう技ぎ場。観戦席。

　圧倒的強さを見せた《ベベル》代表小隊を前に、当初観衆たちは反応に苦しんでいた。だが、まるで呪じゆ縛ばくから解き放たれたように司会が《ベベル》代表小隊の勝利を高らかに宣言。そしてその強さを絶賛すると、会場が一いつ瞬しゆんで歓喜の声に包まれた。

　これまで見たことのない次元が違う強さは、まさに壮そう観かん。あのチカラがあれば、誰だれもが人類の勝利を信じて疑わないことだろう。

　この会場で、《ベベル》代表小隊のチカラが人類に向けられることを考えるのは、世界の真実を知る者たちに留まっていた。

　エリスが問う。

「あなたたち、本当にあれと戦えるの？」

「もちろんです……っ！」

　ミソラが即そく答とうした。ここまで来て戦わないなどという選択はあり得ない。問題はどうやって勝つか、だ。

　先程の戦いから腕を組んでだんまりを決め込んでいるカナタを、ミソラは見やる。おそらくいま彼の脳内では、作戦が練り上げられていることだろう。ミソラたちが《ベベル》代表小隊に勝つための……

　そんな最中、闘技場に設置された巨きよ大だいなパネルモニターに突とつ如じよとして映像が表示された。そこには闘技場にいる観戦者たちに対し、演説するゼスが映されていた。ミソラがゼス本人の姿を探すと、闘技場の司会席の近くで彼はマイクを手にしていた。




『この闘技場にいらっしゃる多くの皆みな様さまが、先程の《ベベル》代表小隊のチカラに驚おどろいておられることと思います。じつは《ベベル》代表小隊はただのウィザードではありません。それどころか、この世界の人間ですらありません』




　……闘技場全体に反はん響きようするその声を聞きながら、クリスは眼を細め、切ない貌かおで遠くにいる兄を見つめるエリスを見た。

「エリス……」

「大だい丈じよう夫ぶよクリス。お兄様が動いても、わたしの気持ちは変わったりはしない。この世界の人類と和解するかどうかは置いておいても、あの子供たちは護まもってみせる」




『《ベベル》代表小隊の正体は、人間の形をした魔甲蟲です。わたしを含ふくめ、この世界には人間の形をした魔甲蟲がおり、その多くが先程披ひ露ろうした世界の理ことわりを崩くずすチカラである《崩力》を駆使できます。また先程《ベベル》代表小隊と戦った《ファルシオン》代表小隊も、ただの学生ではなく、教皇陛下アークビシヨツプが率いる人類陣営の最精鋭小隊でした』




　……わけのわからぬ説明に戸と惑まどう観衆たちの中、演説するゼスを眺ながめながら、エミリーが陽気な口調で同意を求めた。

「これは大変なことになったみたいねん。カナタちゃん」

「ま、世界が大きく動くことになるだろうな」

　そう言って、カナタは背もたれに背中を預け、演説をするゼスを飄ひよう々ひようと見ていた。




『空戦武踏祭エリアルソードはこの世界の頂点に立つ小隊を決める目的とは別に、人類陣営と魔甲蟲陣営の代理戦争を兼かねており、この祭典で《ベベル》代表小隊が優勝した際は、わたしたち人型魔甲蟲がこの世界の支配者となります。《崩力》を駆使できる人型魔甲蟲がその気になれば、この《ベベル》を墜おとすことすら容易です』




　……とある目的のために闘技場の控ひかえ室しつにいるノエルのもとを訪れたクロエたちは、屋内モニターでゼスの演説を目もく撃げきしていた。

「やれやれ、カナタも厄やつ介かいな問題を託たくしてくれましたね」

「うん、急がなきゃいけないようだね。じゃあ、よろしくねノエルちゃん」

「やるべきことはわかったわ。協力もする。でも、この演説を聞いた後で、いったい何人が計画通りに動くの？」




『しかし、わたしたちはこの世界の人類を滅ほろぼすことを目的としません。教皇陛下アークビシヨツプに現在の地位を譲じよう渡として頂き、わたしが浮ふ遊ゆう都市連合の責任者に納まった際は、人類全体はわたしたちに奉ほう仕しすることで生存を赦ゆるされるという仕組みシステムを取らせて頂きます。むろん、それは《ベベル》代表小隊が次の試合で《ミストガン》代表小隊を破ればの話です』




　……闘技場のＶＩＰルームでは、すでに敗北を喫きつしたアンネローゼたちが、堂々と演説するゼスを眺めていた。

「ハルトマンさん、闘技場にいる人たちのうち評議員についてはすぐに避ひ難なんさせてください。リバーさん、《ミストガン》代表小隊が敗やぶれた瞬しゆん間かん、動きます。あなたはチャオさんたちと一いつ緒しよにわたしの援えん護ごをしてください。わたしが全力でゼス・ヴィーゲルトと対決し、叩たたき潰します」

「教皇陛下アークビシヨツプ御おん自ら戦うのですか……っ!?」

　驚きよう愕がくするリバーに、アンネローゼが言った。

「当然です。状じよう況きようによっては《ベベル》が墜おちるかもしれませんが、それでゼスを倒たおせれば安いものです。世界秩ちつ序じよの維い持じのために、この場を戦場にしてもゼスたちを殲せん滅めつします」




『もし《ベベル》代表小隊が勝てば、わたしを始めとする《崩力》の遣つかい手たちが、この世界の守護者になることでしょう。いまより多くの人類が、確実に、平和と安あん寧ねいを享きよう受じゆすることができるのです。わたしたちはこの世界に新しい秩序を築き上げます。いまよりも犠ぎ牲せいのない、もっと健すこやかなる秩序を』




　闘技場。観戦席。

　闘技場に居合わせた人々が話について行けずどよめく中で、なおもゼスの演説が続く。そんな中でカナタは教え子たちを集め、作戦会議ブリーフイングを行っていた。

「ミソラ、ユミエールの動きをどう見る？」

「近距離クロスレンジなら絶対負ける。でも、中距離ミドルレンジ以上の距きよ離りなら、撃うち合えるわ」

　ミソラ・ホイットテールが凜りんと口にした。

「リコ、同じ射しや砲ほう撃げき系としてあのフランシスの射撃はどう見る？」

「腕うでは悪くない。だが、正確さならわたしのほうが遥はるかに上だ」

　リコ・フラメルがふっと鼻で笑ってみせた。

「レクティ、あのペイシェンスって奴やつと渡わたり合えそうか」

「そのぅ……チカラ技で勝負しなければ少しは。痛打は与あたえられないと思いますけど」

　レクティ・アイゼナッハが申し訳なさそうに言った。

「ブレア、お前はゼロットだ。レクティと協力して、倒してほしい」

「心得ております。アイゼナッハ派のチカラを見せつけてやりましょうぞ」

　ブレア・アイゼナッハが張り切っていた。

「ユーリ、お前の相手はグレゴールだ。手て強ごわいぞ、やれるか？」

「そのためのチカラは準備してきました。それに相手が手強いのは、みんな一緒です」

　ユーリ・フロストルが迷いなく述べた。

　相手が強い。だから、なんだというのだ？　彼女たちが目標とするべき「最強の存在」は、この程度の状況で屈くつすることはあり得ない……！

「正直《ベベル》代表小隊には、《ミストガン》の特務小隊ロイヤルガードで挑いどんでも勝ち目はほとんどないよ。どんなに頑がん張ばっても勝率は一パーセント以下だと思う」

　そう断ったうえで、それでもカナタは言う。

「でもさ、《ベベル》代表小隊は扱あつかうチカラが巨大な分、それぞれの連れん携けいに微び妙みようなずれがある。仲間同士での距離の取り方も温ぬるいな。その連携の隙すき間まを縫ぬうようにして──」

　一通り作戦を説明し終えたとき、ミソラが口を開いた。

「ねえ、みんな。ひとついい？」

　これから世界最強をかけて戦う仲間たちに、ミソラが伝える。

「《ベベル》代表小隊は、おそらくいまのあたしたちの実力じゃ……ううん、あたしたちが一生かけても追いつけないほど遥かな高みにいる。逆立ちしたって、命を懸かけたって勝てない相手なのはみんなわかってると思う。

　それでも、あたしたちは勝たないといけない。

　勝てない相手に勝つ。誰もが無理だって思うことを成し遂げることで、あたしたちは、この空戦武踏祭エリアルソードで奇き跡せきを起こす。そんでこいつに、あたしたちが世界で一番強いってことを見せつけてやるわよ……っ！」

　それを聞き、肯こう定ていの返事をするリコたち。

　これから最後の試合へと臨のぞむ教え子たちを見み渡わたし、カナタがつげる。

「あとはお前ら次第だ。《ミストガン》のＥ６０１小隊の流りゆう儀ぎをみせてやれ……っ！」







　空戦武踏祭エリアルソード決勝トーナメント最終戦。《ミストガン》ＶＳ《ベベル》。

　闘技場に集つどいし全ての人々が注目する中で、Ｅ６０１小隊は人型魔甲蟲の小隊と対たい峙じしていた。

　白銀色の魔ま砲ほう剣けんを構えるミソラたちに、ユミエールが居い丈たけ高だかに言い放つ。

『ふんっ、最後の相手は貴様たちか』

『あたしたちはあんたたちの思うようにいかないわよ……っ！』

　そして空戦武踏祭エリアルソード決勝トーナメント、最後の戦いが始まった……！
















　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　お忙いそがしい中なか拙せつ著ちよを手に取って頂いただき、ありがとうございます。

「空戦」もいよいよ10巻ということで、遂ついに大台に突とつ入にゆういたしました！




「空戦」はデビューから丸３年を迎え、諸星悠ゆうもちょうど３歳になりました。

「空戦」１巻が、２０１３年７月刊行だったことを考えると、時間が経たつのは本当にあっという間ですね。

　なんかもう時間が経つのは、あっという間過ぎて、最近切ないです。

　やりたいことがいっぱいあるのに、時間が足らなすぎるんですよね。単に原げん稿こうを書きたいだけなんですが……ぶっちゃけ、僕の人生、原稿を書いていれば、それで幸せなのかもしれない（ダメな大人の発想　汗あせ）。




　時間に関していえば「空戦」の本編でも、それなりに経過しています。それに関していえば、ミソラたちももうすぐ独ひとり立ちを迎むかえる時期かもしれませんね。

　読者の皆みなさんに愛され続けて、ここまでこられたことに本当に感謝です！　本当に頭があがらない想おもいでございます。

　ここから先はぐっと盛り上がる展開の連続になる予定ですので、どうかお付き合いいただければと思います。







　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。今回はいつにも増して、大変ご迷めい惑わくをおかけして、申し訳ございません。今後とも何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　甘あま味みみきひろさまへ。お仕事がご多た忙ぼうな中、今回も綺き麗れいなイラストを、ありがとうございます。商売繁はん盛じようを心よりお祈いのり申し上げます。

　獅し童どうありすさまへ。お疲つかれ様さまです。コミカライズもそろそろクライマックスですね。楽しみにしております。

　関係者の皆みな様さまへ。流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆様へ。皆様のお陰かげで、ここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　次はいよいよ激動の11巻でお会いしましょうっ！　では……っ！








諸星悠

●もろぼしゆう



第24回後期ファンタジア大賞、金賞受賞『空戦魔導士候補生の教官』でデビュー。この前友達同士でペアを組んだときひとりだけ余った、そんなどこにでもいるありふれた漢のひとり。
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カバーデザイン／ビィピィ
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